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12 ヲハ.
jillU 

水国に楼息している菌類の研究は，これまで主として淡水域においては鞭毛菌類，Jl< 

生不完全菌類，また，海水域においては木材着生菌類，海藻着生菌類などを中心に行わ

れているが，水圏底質の菌類についての報告は少ない. Cooke (1970， 1976)は河川にみら

れる菌類をhydrofungiとgeofungiに分類している.すなわち，前者は水生鞭毛菌類や水

生不完全菌類がその例で，生活環境が水環境に完全に適応しているものをいい，後者は

通常土壌菌類として知られ，とくに水環境に完全に適応しているわけでないが，栄養源

の充分な供給のため生活環を全うすることができ，条件的水生菌類ともいえるものを指

す. Cooke (1968)はアメリカ中西部のいくつかの河川について多数のgeofungiを報告して

いるが，日本では1960年頃より日本各地の河川や湖沼における富栄養化の問題にともな

い河川におけるhydrofungiを中心にした研究がなされ(鈴木， 1960a， 1960b， 1961， 1962a， 

1962b;鈴木ら， 1960， 1961， 1966)，最近では酵母を富栄養化の生物指標として用いようと

する報告もみられる(山際ら， 1982， 1984 ).しかし，河川や貯水池の底質のgeofungiに

ついての研究は比較的最近において報告されはじめたのが実情である. (Tubaki et al.， 

1974， 1975:上回， 1980a). 戸矢崎ら(1978)は神戸市および和歌山市周辺の河川および

上水道貯水池についての調査結果をまとめている.それによると多少の地域差はあるが，

河川底質の主属はれIsariflsJ， ん'11icilliLlsJ， Pho1sa， (/eotrichflDJ， 刀ゾ'choderma，

Aspergillfls， ACre1s011il/mなどの不完全菌類であり，必'01richflDJ， FLlsariflmの存在がと

くに環境汚染面から強調されている.松尾ら(1982)は上田市内矢出沢川の河川水中，底

石面，底質，河川周辺土壊におけるFLlsariLlm菌の種類と存在量を調査し F. roseLlIJl， 

F. solal1乙 F. O.;u'spωilmを各試料から多数分離しており，とくに底石面および底質か

らは河川水中よりも多くののisaril1..花得ているが，調査地点の水質汚濁度との関連は認

められていない.

他方，海域の底質に関してはSparrow(1937)が海泥からぷlte.l刀'aria，Aspergíllfl~ら

AcremollillJJJ. ピIlae t om ifllJl， ピソ'adosporifllJl， Pel1 ic ill ifllJl， /?hizopflS， 刀ソ"chodermaなどの

geofungiを分離したのをはじめに， Johnson and Sparrow(1961)は水深110mの海底堆積

物からぷltelilaria，AspergillLls， AcreDlol1iflDl， iiadosporifllJl， Pel1icilliulJJ， Mycel ia 

Steriliaを， Borut and Johnson(1962)は河口域の堆積物から同様な糸状菌類を分離して

いることからgeofungiは海域底質，汽水域底質にも広く生息していることがうかがえる.

わが国においてはTubaki (1969， 1973)は瀬戸内海の海底堆積物の菌類相を調査し，優占種

としてEmericellopsis，Acremol1iLlsJ， Aspergillfls， (，'eolrichflsJ， J匂ecil Ol1l.vces， 

PellicilllUsJ， Iricβod e rma.r.どを得ており，また上回(1974，1980a)は長崎地方の海泥か

らJ'alaro.の'ces，始。'sartolJ'a，βijJel1icillil/1s， Dichotomo.局vces，ピ万'ae t om iflsJ， 

Zopfie11a， Pel1ici11 iLlsJ， r;γlDlal1iellaなどを多数分離し報告している.これらの結果

からは~毎泥菌と隆生土壊菌類との問には大きな違いはみられなかった.したがって，

海域底質より分離される菌類の多くは周辺の陸地から流れ込む土砂などに由来したもの

という考えも想定される.陸上からの流入物が沈積しやすい水圏の底質に棲息している

菌類はhydrofungiよりむしろgeofungiの占める割合が高く，後者が分解者として重要な

1 



役割を演じているはずである.

降雨や融雪などの自然現象や，工場排水，生活雑排水などの人為的要因によって河川

や内湾に流入した陸生菌類は，そこで定着し底質中の栄養源を利用して生活をはじめる

ものと考えられる.

国家経済の高度成長期以後，わが国の水圏は都市開発および人口の集中化などが原因

で水質汚濁が激しく，自浄作用を上回る有機物が水圏底質に沈積し，環境が悪化してい

ることも事実である.こうした水圏の水質汚濁を知る理化学的な方法としては

BOD(bio1ogica1 oxygen demand)， COD(chemica1 oxygen demand)， TOC(tota1 organic 

carbon)， SS(suspended so1id)， MBAS(methy1ene b1ue activate substance)， n-ヘキ

サン抽出物などの測定が行われており，生物学的な方法としてはプランクトン，バクテ

リア，べントスが用いられているが，環境汚染下の糸状菌類とそれによる環境汚染の評

価については未だ明確にされてない.そこで，底質糸状菌類と環境汚染との関係および

底質糸状菌類の果たす役割について究明する目的で、本研究を行った.水圏の環境汚染に

ついては河川では有機汚濁の程度により，また湖沼では富栄養の程度で区分されてきた

が， 1971年には環境庁の水域の類型区分も加わった.また，吉田(1973) は海域を区分

するのに汚濁型と栄養型の混合型を提案し，貧栄養域，富栄養域，過栄養域，腐水域の

4階級に分けている.底質に関しては河川や湖沼では階級区分がなされていないが，海

域の底質については吉田の提案が最初である.本研究で底質を材料に選んだ理由は，陸

水から有機汚濁物質が流入する沿岸域の底質は一過性的性質の水系とは異なり安定で過

去に起こった現象の積み重ねとして捉えることができるため，水域の有機汚濁の状態を

知る有効な材料と考えられるからである. 1973年に実施した長崎県下海域の底質調査(長

崎県環境部公害規制課他， 1973) においても，とくに港湾の底質汚染は顕著であること

が認められている.また，石田(1982) は沿岸海域の富栄養化の指標として底質の硫酸

還元細菌の数が有機汚濁の指標として有用であると示唆しており，水圏の汚染と水圏底

質のそれとの聞には高い相関のあることがうかがえる.本研究の一部はすでに報告(上

田， 1980a， 1980b)しているが，新たに得られた知見を含めて本論文とした.本論文の構

成は次のとおりである.すなわち第 11章では河川底質，汽水域底質，海域底質の採取

方法および採取した試料より糸状菌の分離方法を示した.第 111章では河川底質，汽水

域底質および海域底質の糸状菌類の生態について検討した.次いで第 IV章では新規汚

染指標菌の検索を検討するとともに新規指標菌を対象とした環境調査を実施した.第V章

では水圏底質から得られた糸状菌類を分類，記載するとともに第 VI章では主要水圏底

質糸状菌類の生理学的性質について調べた.
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1 .試料の採取

(1)河川底質

11 試料の採取法および分離・同定法

上流域から中流域にかけては川の流れも速く河床は比較的大きな岩石からなっているの

で，採泥器を使用しての試料採取は困難である.流れの穏やかな深さが膝頭ぐらいの場所

を見つけ採取ポイントとした.石と石の間に堆積しているデトリタスや腐泥を移植ごてを

用いて素早くビニール袋に採取した.このような要領で l地点につき 5箇所から採取した.

下流域の水深が深く河床も砂質又は泥のところは橋の上などからSK式採泥器またはエクマ

ンパージ採泥器を用いて採取した.採取した試料はクーラーボックスで保冷して実験室に

持ち帰り実験に供した.試料には小石が多数混在しているので，これを取り除くために滅

菌した9号ふるい(編目2mm) で飾過し，滅菌プラスチック採水ピンに入れて冷蔵庫で保

存した.

(2) 海域底質および汽水域底質

F i g. 1に示した3つのタイプの採泥器を用いた.河口部付近の汽水域で、は堆積物の分布は

河川勾配に支配された感潮域の分布と密接な関係があり，勾配が緩くて，海水が河川水の

下を河口から上流に遡るような河川の感潮域には多量の泥質堆積物が分布する. しかし，

河口部付近の陸水の流水路に当る場所には堆積物は少ないので，少なくとも中央，左岸，

右岸に近いところの3箇所で採取，混合し均一な試料とした.水深の比較的浅いポイント

では，ハンディ SK式あるいはSK式採泥器を用いて採取した.内湾においては多くの場合，

泥質堆積物あるいはヘドロであるので， SK式，エックマンパージ採泥器を用いて採取した.

この場合少なくとも 3回サンプリングを行い，混合し均一な試料とした.

底質を層状に採取するときはコアーサンプラー(柱状採泥器)を用いた.滅菌プラスチ

ックチューブを装着し，海中に静かに沈め，水深の1.5-2 m手前の深さで，一旦停止し，

それから自然、落下させ，採泥器をヲ|き上げプラスチックチューブを取りだし，コアー20

cmを採取した.コアーと同時に採取された海水は捨てず，両端を滅菌ゴム栓で止め，プラ

スチックチュープごとクーラーボックスに入れ保冷した.実験室に持ち帰ったコアーは冷

蔵庫内で一夜保存し，コアーを安定させ，翌日，海水をデカンテーション後、深さごとに

分取した.

2.分離培養法

菌類は生態系の視点から分解者として位置づけられ，生物園において物質循環に果たす

役割は大きく，とくに土壌は物質循環の最も活発なところであり，古くから研究されてき

た.沿岸海域の海底は広義な意味では海水環境下の陸地とも考えられる.河口部には陸水

由来の有機物が多く，また内湾などの沿岸海域に沈積する有機物の多くは植物プランクト

ン由来であり，これらを分解する微生物は海洋特有のフローラをもっ微生物でなく，陸上

の土壌菌フローラと大きな相違はみられないという(畑， 1973). したがって，底質糸状

菌類の分離には土壌菌類の分離法を基本にすることにした.土壌菌類の分離法は目的によ

って種々考案されているが，大きく一般分離法と選択分離法に分けられる.一般分離法の

3 



うち土j表中の胞子形成菌を定量的に分離するには(1)希釈平板法が，胞子形成菌や土壌粒

子と結びついている菌糸性の菌類の分離には (2)土壌平板法が常用されている. 一方，選

択分離法は主として子のう菌類の分離に用いられており，アルコールや酢酸などの化学薬

剤による部分殺菌を行った後に，発芽促進のための処理が加えられている.本実験では一

般分離法として(1)，(2)，選択分離法として (3)アルコール・熱処理法， (4)アルコ ール処

理法， (5)酢酸処理法の合計 5種類の分離法を用い検討した.なお，分離培地への塩分添

加について，3.5%塩化ナトリウム添加，極化ナトリウム無添加の2種類の培地を用い予備

実験をしたところ，塩分を添加すると胞子あるいは子実体形成が劣る ことを認めたので，

本実験では塩化ナトリウム無添加培地を用いることにした.

(1)希釈平板法

試料5gをとり，滅菌水45mlを用いて10倍希釈液を作成し，さらにその5mlを滅菌水45

mlに加え 100倍希釈液とした.この100倍希釈液を最撚試料液とし，その 1mlを滅菌ペトリ

皿に入れ，これに 1/2濃度の麦芽エキス寒天培地(麦芽エキス 10g 、グルコース10g 、ベ

プトンO.5g，寒天20g，水1000ml)を解かして注き¥固化，平板とした.

(2) 土壌平板法

試料0.5gを直接滅菌ペトリ皿に広げて入れ、これにローズベンガル添加(30μg/ml量)

のコーンミール寒天培地(以下CMAと略記)を溶かして注ぎ，培地が固まる以前に滅菌ス

パーテルを用いて試料をよく混和し，固化，平板とした.

(3) アルコール・熱処理法

試料5gをとり， 65%エチルアルコール45ml中に8分間浸漬したのち，アルコールをデ

カンテーションによって除き，滅菌水45mlで l回洗浄後，残った試料に再び滅菌水45ml 

を加え， 60
o

C， 30分間温浴槽内で，加温し，最終試料液とした.試料液 1mlを滅菌ペトリ

皿に入れ，これにジャガイモ・ブドウ糖寒天培地(以下PDAと略記)を溶かして注ぎ，固

化，平板とした.

(4) アルコール処理法

アルコール・熱処理法と同様にアルコール除去，洗浄操作まで行い，滅菌水45mlを加

え最終試料液とした.試料液 1mlを滅菌ペトリ皿に入れ，これに酢酸ナトリウムを0.5%

添加したWeitzmanand Silva-Hutner寒天培地(以下WSA略記)を溶かして注ぎ，固化，平

板とした.

(5) 酢酸処理法

試料5gをとり， 5%酢酸45ml中に8分間浸漬した後，酢酸をデカンテーションによって

除き，滅菌水45mlで l回洗浄後，残った試料に再び滅菌水45mlを加え最終試料液とした.

試料液 1mlを滅菌ペトリ皿に入れ， WSA培地を溶かして注ぎ，固化，平板とした.

調製した平板は，いずれも25
0

Cで培養した.培養期間は分離法によって，次のように設

定した.希釈平板法は3-10日間，アルコール・熱処理法は 2週間，土壌平板法は最初の2

週間は暗所，その後の 1カ月は実験室内の散光下(室温)に培養した.平板上に出現した

糸状菌類の集落から，子のう菌類の場合はオートミール寒天培地上，不完全菌類の場合は

PDA斜面培地およびジャガイモ・ニンジン寒天斜面培地(以下PCAと略記)に分離し同定

に供した.
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a.エクマン・パージ探泥器 b.グラピテイコアーサンプラー

C ハンディSK式探泥器 d. SK式探泥器

Fig. 1. Instruments for sampling sediments. 

コ



なお，平板および斜面のいずれについても分離用培地には，細菌の生育を抑制する目的

で100μg/ml量のクロラムフェニコールを添加した.

3. 同定

Asperg・illlls， ?el/icill illmに属する分離株はCzapek寒天培地(以下CzAと略記)および

麦芽エキス寒天培地(以下MEAと略記)平板に接種し，AspergillllsはRaperand Fennell 

(1965)， ?enicilllumはRaperand Thom (1949)， Pi tt (1979)に従って同定した.その他の

不完全菌類に属する分離株は， PCA， PDAを用いて，平板およびスライド培養を行い，

Barron (1968)， Ell is (1971， 1976)， Carmichael et a1. (1980)などに従って同定した.ま

た，子のう菌類に属する分離株については主としてオートミール寒天培地を用い，接合菌

類とともにAmes(1963)， Arx (1974)， Domsch e t a 1. (1980)などの文献を参考にし同定し

た.主体をなす子のう菌類，不完全菌類については種のランクまで同定を試みた.

結 果

(1)分離法の違いによる出現菌の比較

底質糸状菌類の分離状況はTable1に示すように分離法によってかなり選択性が認めら

れた.子のう菌類のなかでアルコール・熱処理法でよく分離される菌としては

B.vssocnlamys， Ellrotilllll Hamigera， JfollasclIsがあり，土壌平板法ではApiosordaria，

Emel~cel14 Emel~cellopsis， 佐々Ilospora， Sordalゾ'4 Spnaerodes， Sporormiel14 

刀'Jielavia，Zopfj・ella が認められた.アルコール・熱処理法および土壌平板法に共通し

て分離される菌はぬlasillospora， A'ellrospora， ?selldellrot illmで、あった.どIJaetomillm

は酢酸処理法，土壌平板法が，Ellpellicill illmはアルコール・熱処理法が分離される菌の

種類数も多く，それぞれ適していた.また，J)icnotomo/Jl..vcesとhlヲosartol:vaはアルコール

処理法によって分離されやすくなった.アルコール処理法の特徴はAscodesmisが高頻度

に分離される点にある. Furuya and Naito(1979a)が指摘しているようにアルコール処理

とともに培地に添加された酢酸ナトリウムが子のう胞子の発芽を促進するためと考えられ

る.Ascodesmisは希釈平板法や土壌平板法でも出現するが，アルコール処理法によって

最も効果的に分離された.

不完全菌類では Aspergilll/~ ?ellicill jllmが，いずれの分離法においてもよく出現す

るが，出現種数の点から見ると希釈平板法が最も種数が多く適していた.その他の一般的

な不完全菌類の分離には土壊平板法および希釈平板法が適しているが (/ilmalliellaのよ

うに熱処理すると分離されやすくなる菌も存在した.他方，JftIC01; I?ÚiZOPI/~ 

み'gor!J.VI1CβIISのような接合菌類は，アルコール・熱処理法のような化学的物理的処理を

施すと分離率が低下することが認められた.しかしながら，アルコール処理法および酢酸

処理法によって分離される菌は，共通しているものが多くみられるので，以下の実験は原

則とてして希釈平板法，土壌平板法，アルコール・熱処理法の 3種類の分離法を併用した.
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la.ble 1. Comparison of methods of fungal isolation using 
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主要水圏底質糸状菌類の生態Y
E
E
A
 

Y

，E止
す

E
EA

実験材 料 および方法

1 .河川底質の糸状菌類相

(1)試料の採取

調査対象はFig.2に示すように多良山系を源流とし有明海ヘ流入する境川(全長1Okm) ， 

本明川(全長18km)の2河川とした.両者とも上流より河口まで6地点を選び，境川を 1975

年に年6回，本明川を 1976年に年4回調査し，計60試料を供試した.境JIIは流域にも比較的

人家が少なく，自然河川に近い状態であり， 1975年5月30日に生活環境の保全に関する環

境基準(資料 1)の類型Aに指定された.最上流の滝上をStation1 (以下St.1と略記)と

し，それより 5km下流をSt.2とした. St. 1は夏期に避暑客が入る程度で，夏期以外の時

期には， St. 1およびSt.2に流入する排水はない.養魚場の排水の影響を受ける地点をSt.3， 

採石場下をSt.4とした. St. 4付近までは家庭排水も少なく清浄域といえる.下流協で家庭

排水の影響を受ける地点をSt.5とし，最下流の干潟と接触する汽水域をSt.6とした. St. 5 

は公共用水域の測定基準点になっており， 1973年から 1976年までの長崎県環境部の調査結

果によると BOD(mg/l)はTab1e2に示すように2以下で推移し類型Aを達成している.本明川

は長崎県唯一の一級河川である.上流域のSt.1は人家も少なく，汚染源も見あたらない.

St. 2およびSt.3より次第に人家も増加し，生活排水の流入が多くなるにしたがい汚濁も進

行する. St. 4およびSt.5の問には堰があり，潮位差が大きいときは潮がSt.5まで上がるこ

ともあり， St. 5およびSt.6は汽水域といえる.本明川は1973年8月17日にSt.3より上流を

類型A，S t. 4より下流域を類型Bに類型指定された.しかし， 1973年から 1976年までの調査

結果によると St.2およびSt.3ではBOD(mg/ 1)の年平均が2以下で推移し類型Aを達成してい

るが， St. 4より下流の地点では1975年のSt.4を除きすべての地点において類型Bを達成し

ていないことがうかがえる.

Table 2. Annual changes of water quality of Honmyo and S心叩rivers*l.

1976 1975 1974 1973 River 

av (min.-max.) n av (min.-max.) n av (min.-max.) n 

BOD (mg/l) 

Type*2 av (min.-max.) n*3 Sampling station 

1.2 (0.2-2.2) 12 

1.6 (0.2-4.3) 48 

3.3 (0.6-9.1) 48 

5.3 (1.3-16.8)48 

5.4 (1.2-10) 12 

1.1 (0.4-1.6) 12 

1.5 (0.6-3.0) 48 

2.9 (1.1-7.7) 48 

4.9 (1.5-9.4) 48 

7.4 (1.1-18.8) 12 

1.6 (0.2-5.0) 12 

1.6 (0.1-4.4) 48 

3.6 (1.2-9.8) 48 

5.6 (1.1-13) 48 

6.1 (2.5-13) 12 

1.9 (0.1-2.8) 12 

1.9 (1.3-3.2) 5 

4.0 (1.0-9.1) 48 

6.8 (2.1-16.0) 48 

7.3 (2.4-13.0) 11 

A

A

B

B

B

 

Honmyo River 

St. 2 

St. 3 

St. 4 

St. 5 

St. 6 

Sakai River 

St. 5 1.0 (0.7-1.1) 4 

8 

1.2 (1.0-1.4) 4 

判長崎県環境部 公共用水域水質測定結果(1973-1976). 

*2 Environmental quality standard. 

*3 av (min.-max.) n = Average (minimum-ma.ximum) number of samples. 

1.4 (0.9-2.2) 7 0.9 (0.3-1.8) 7 A 



Table 3. Surface water temperatures at each station. 

Honmyo River (Date collected) 

1976 

May 27 

Sakai River (Date collected) 

1976 

Feb. 25 

Station 1975 

May 12 Dec. 13 Oct. 27 Aug. 11 Mar. 16 Dec.14 Oct. 22 Aug.20 

11.2 

11.5 

13. ] 

13.8 

14.2 

14.5 

16.0 

18.3 

18.0 

17.5 

16.5 

16.5 

20.0 

26.5 

27.5 

28.0 

28.5 

29.5 

14.0 

21.0 

22.0 

22.5 

22.5 

23.0 

10.0 

12.8 

12.0 

12.8 

14.5 

14.5 

7.2 

8.4 

8.5 

9.0 

9.3 

11.0 

10.8 

11.8 

12.5 

12.8 

14.3 

15.6 

14.0 

17.2 

17.8 

18.0 

19.8 

20.2 

20.0 

24.5 

25.6 

27.6 

29.5 

31.5 

15.2 

19.0 

18.5 

20.3 

23.5 

24.3 

1

2

3

4

5

6

 

(2) 糸状菌類の分離

11--2. に準じ，希釈平板法，土壌平板法，アルコール・熱処理法の3種類の方法を併

用した.分離培地にはMEA，CMA，PDA培地を用いた.

(3) 同定

の方法に従い， 主要な菌類については種のランクまで同定した.11--2.ー 3.

果

(1)出現種数

各地点における出現種数をFig.3に示した.境川では上流より下流になるにしたがい出

現種数は次第に増加したが，感j朝域のSt.6では減少した.各地点の平均値を多範囲検定法

(Duncan's new mu1tip1e range test) で比較した結果， St. 5はSt.1およびSt.2との問で

有意差が認められた.本明川でも，ほほ同様の傾向がみられ，感j朝域のSt.5およびSt.6で

はSt.4より減少した.しかしながら各地点間で有意差は認められなかった.境川と本明川

との比較では， St. 3を除く他の淡水域の調査地点において本明川の出現種数がいずれも多

末吉

かった.

(2) 出現種数の季節的変動

境川および本明川の各地点別の出現種数について季節的変化をFig.4および、Fig.5に示し

た.境川の各調査地点の中で最も出現種数の多かったSt.5は年聞を通じて常に多く，上流

域のSt.1およびSt.2は中・下流域の地点に比較すると出現種数は年間のほとんどの季節で

少なかった.また， S t. 1， S t. 3， S t. 4の季節的変動はほぼ同じようなパターンを示し，出

現種数はいずれも2月の調査時に最高を示した.これに対して感潮域であるSt.6およびそ

の上部であるSt.5の出現種数は夏期から秋期にかけて増加し， 10月調査時に最高となった.

St. 2は境川としては，やや例外的な季節変動を示した.

本明川では感潮域であるSt.5およびSt.6の季節的変動があまり認められなかったことが

特徴で， St. 5では夏期から秋期にかけて増加し， 10月調査時に最高となった. St. 2は境川

としては，やや例外的な季節変動を示した.
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Table 4. Distribution and仕equencyof fungi isolated from sediments in Sakai and Honmyo 
nvers. 

Occurrence*Number 
Sakai River Honmyo River of 

Sampling station No. Sampling station No. detected 
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 samples*2 

Species 
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Talaromyces flavus 
Penicillium spp. 
Trichoderma spp. 
Talaromyces trachY!JjJermus 
PseudeUlαium wnatum 
Eupenicillium javanicum 
Fusarium spp. 
Aspergillus niger 
Chaetomium globosum 
Geotrichum spp. 
Gilmaniella humicola 
Eupenicillium br，φldianum 
Phoma spp. 
Neosa汀0りlaglabra
Aspergillus japonicus 
Penicillium oxalicum 
Eupenicilliwn ornatum 
Chaetomium bostrychodes 
Thielavia terricola 
Penicillium hirsutωη 
Pestalotiopsis sp・-
Paecilomyces VIαバotii
Penicillium thomii 
Aspergillusルmigatus
Cladosporium cladosporioides 
Penicillium glabrunl 
Eupenicillium limosum 
Aspergillus flaνω 
Cun屯uariaspp. 
Pseudeurotium ovale 
Talaromyces helicωV紅 .helicus 
Aspergillus te!ア'eus
Acremonium sp. 
Drechslera spp. 
Eupenicillium spp. 
Eurotium chevalieri 
Neosartoηa fischeri 
Penicillium expansum 
Trichocladium pyrijormis 
Westerdykella multispora 
Arthrinium spp. 
Aureobasidium pullulans 
Monascus ruber 
Penicillium brevicompactum 
Penicilliwn melinu 
Zopfiella latipes 
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Table 4. Continued 

Species 

Occurrence*Number 
Sakai River Honmyo River of 

Sampling station No. Sampling station No. detected 
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 samples*" 

司
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Aηhriniωη sacchari 
Aspergillus spp. 
Alternaria s p p. 
Dichotomomyces cりrpiivar. spinosus 
Emericellopsis sp. 
Eurotium repens 
Gliocladium spp. 
Neurospora tetnωipennf1 

Penicillium citn'num 
Rルniculosum
P. purpurogenum 
P. simplicissimum 
Scopulariopsis sp. 
Sphaerodes retispora 
Talaromyces stipuaω 
Verticilliunl spp. 
Apiosordaria jamaicensis 
Botηtis sp. 
Emericella nidulans 
Penicillium aurantio g riseum 
P. decumbens 
Hamigera aveU仰 G

Neosanorya quadricincta 
Talaromyces macrosporus 
Aspergillωversicolor 
めJssochlamysniνea 
Cercophora teけico/a
Chaetomium aureum 
C. erraticum 
Cルsiforme
C. trilatera1e 
Emericellopsis microspora 
Eupenicillium baarnense 
E. pinetorum 
Eurotium amstelodami 
Gell仏~inospora reticulispora 
MonodicりJscastaneae 
Penicillium herquei 
P. rugulosum 
P. verruculosum 
Pithomyces chartarum 
Sordaria humana 
Sordaria sp. 
Talaromyces intermedius 
Umbelopsis nana 
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*1 Occurrence was shown as detected number for the number of sampling times. (6 at each 
今 stationof Sakai River and 4 at each station of Honmyo River， respectively). 
;;1b凶 numberof examined samples was 60. 

Roman numerals show presence class: 1. 1-20; 11. 21-40; 111. 41-60; IV. 61-80; V. 81-100 %. 



本明川では感湖域であるSt. 5およびSt.6の季節的変動があまり認められなかったことが

特徴で， St. 5では夏期から秋期に出現種数の最高値があり， St. 6では春期から夏期に同様

の最高値がみられた.この変化はほぼ境川の下流域と同様の傾向にあると考えてよい. 一

方，本明川の上・中流域では，いずれも5月調査時に出現種数の最高値が示され，夏期(8 

月)には最低もしくは減少の傾向を示している.この動きは下流域とは対照的で，境川の

St. 2とやや似た傾向である.

(3) 菌類相および分布

高頻度に出現する菌の分布状況とその頻度をTable4に示す.両河川とも最も多く出現

した属は ia1aro/JI..vcesであり，中でも 1. f1 a VII.5; 1. 11ヨc!J..vsperJJlllSが1憂占種であった.

境川では 1. f1avusは上流域の地点より下流域の地点の出現頻度が高かった.すなわち，

汚濁が進行するにしたがって多数分離されている.しかし，本明川ではこのような傾向は

認められず，各地点より平均的に分離された.子のう菌類として ia1aroJJJ.vcesの次に多い

のはPselldellrolillJJl ZOlla IIIJJlで，両河川の汽水域を除く各地点から多数分離された.

βljJeβici11illJJl属も全体として高頻度に出現し，とくによ JavallicIIJJlが各地点にふつう

にみられ，次いでよ brefe1 diallllJJl， E. orlla IIIJJlが認めらた ('!Jae10JJlillJJl属もしばしば

記録され， c.: g10boSLIJJlが{憂占種であった.しかし c.: bosl1:vc!Jodesは境川の各地点よ

り分離されたにもかかわらず，本明川からは全く分離されなかった.始。sarl01:va属は河

川底質には比較的少なく， A glab1習が境川の中流域より下流域にかけて分離された.本

明川ではSt.3を除く各地点でみられたが，出現頻度は下流の地点が高かった.そのほか，

i!Jie1avia te1γ'Ico1aが境川の中流域と汽水域および本明川の各地点より分離された.

不完全菌類ではPellici11 illJJl ， おpergi1111s属が最も多く，前者ではP. o.ra 1 iCIIJJl， 

P. !J irs 11111 JJl が(憂占種であった.ノ~ OAa 1 iCIIJJlは上流域には少なく，中流域より下流域に

かけて増加の傾向にあった.一方，ノモ βi1・'SlltllJJlは境川ではSt.3を除く各地点より出現し

たが，本明川からは全く分離されなった.Aspergi1111s属では，A. Iligerが優占種であ

った.境川では中流域より下流域にかけて出現頻度が高く，逆に汽水域のst.6では減少し

た.本明川では最上流のSt.1を除く全ての地点より記録されたが，境川同様最下流の

St. 6では出現頻度は低かった.(/eotricuIIJJlは両河川とも汚濁の少ない上流域では少なく，

家庭排水の影響を受けはじめる境川のSt.5およびSt.6，本明川のSts.3-6において高頻度

に分離された.その他， 斤 'Ic!JoderJJla，FlIsarifllll P!JoJJlaが両河川の各地点から平均的に

出現した.

考 察

アメリカでは河川水，河川底質，下水，クリーク，活性汚泥などを対象に水生菌類の研

究が行われており， Cooke(1976)はこれまでの研究成果を要約している.その一部として

Cooke (1968)はロッキー山脈より流れ出るCachela Poudre河の菌類相を調査した結果，出

現種数は清浄域に比し汚濁域が高いと述べている.同様な結果はわが国でも鈴木，辰野

(1966)が東京湾ヘ流入する中川の調査結果でも得ている.今回の調査でも同様の傾向が認
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められ，かつ汚濁のことなるこ河川を比較したとき，汚濁の進行が著しい本明川が境川よ

り出現種数が多いことから明らかである.このような出現種数の増加は，河川水に有機物

が増加し，これを栄養源として増殖する糸状菌類が増加したものであり，出現種数の多少

は汚濁の程度を表すものと考えてよい.しかし，これまでの調査経験から出現種数は河川

の底の地形によっても影響を受け易いので，サンプリング地点の設定に十分な配慮を必要

とする.

菌類相からみたとき，ぷIIreobasidillDl， Ar 1 Uri/1 illsl， /Jrecus 1 elユ1，Pestalotiopsis， 

Pitβolllvce品 b勿佐lopsisなどが上流域から分離されたことから，上流域の菌類相は流域

の植生や土壌の影響を受けているものと判断される.このことは，これらの菌類が植物性

基質には極めて普通に認められるものであることから推測され，事実Willoughly (1974)は

淡水中で、の植物リターの分解菌として，いわゆる水生不完全菌のほかに，ぷltelγ'laria，

どa/1dida，αadosporillDl， ピo/liotu}TlゾIIsl， Ep iCOCCIIJJJ， FlIsarillJJJ， Pe/1 ic ill illDl， PhoDla， 

刀ゾcuodel沼2 およびケカビ目の菌類を挙げている.

一方，下流域では排水の影響を受けぬ01riculIDl S pp.， Aspergilllls /1 iger， 

Pe/1 ic ill ilJDl o.!J:'a 1 iCllDlなどの不完全菌類や βijJe/jicillillsl， ia larolllvces， Ellrot illJJJ， 

始。sartol:vaなどの子のう菌類によって菌類相が構成されると同時に，出現種数も豊富で

ある.最下流の汽水域では，逆に出現種数は低下するが，この主因は塩度の影響にあると

考えられ，次第に海水環境に適応能力を発揮する菌だけが生存する結果とみたい.
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2.汽水域底質の糸状菌類相

実験材料および方法

(1)試料の採取

調査地点はFig. 6に示すように汚染地域として長崎地区より 7地点，また対象地域として

干潟を形成しており，汚染が進行してない有明地区より 7地点を選び，それぞれの地区に

ついて1974年4月から1975年3月まで，隔月に年6回ほど汽水域底質の試料を採取し，合計

84試料を供試した.長崎地区には長崎市街を貫流する浦上川，中島川，大浦川や鹿尾川が

長崎湾に流入している. 1972年5月10日に浦上川下流域 (St.6)はE，中島川下流域 (St.5)は

E，鹿尾川下流域 (St. 2) B，そして長崎湾の湾奥部が海域C，湾口部が海域Bとそれぞれ類型

指定され長崎県下でも汚染が激しい地域である.他方，有明地区には7河川が存在し有明

海に流入するが，その中で本明川は 1973年8月17日に上流域がA，下流域 (St.l1)B，また

1975年5月30日に境川 (St. 9)および神代川 (St.14)の両河川とも類型Aに指定された.長崎

県環境部が調査した1972年から 1975年までの4年間の各河川の環境基準点における

BOD (mg/1)の推移をTable5に示したが，有明地区は長崎地区と比較して汚染程度が低い.

両地区の平均水温は夏期に30
0
C，冬期に100C前後となり，年較差は約20

0
Cであった.長崎

地区の汚染状態は， St. 1が魚体処理場の影響を受ける地点， St. 3-St. 7が都市下水の汚染

が激しく，底質は黒色ヘドロ状，硫化水素臭が著しく，還元状態を呈している地点である.

なお， St. 2は長崎地区の中では比較的汚染がみられず，底生動物も豊富に生息している地

点である.

129・45・ 130・15'

32・50'

てミ

勺 制 Jd-、 32"40' 

E吋/、、〉¥

i 10~ - N叩…六
三|一--Ariake 

4 5 6 7 8 9101112 1 23 Month 
1OKm 

Fig. 6. Nagasaki District， showing the location of sampling stations. 
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Table 5. Annual changes of water quality at each reference station in surveyed rivers* 1. 

River 1972 1973 1974 1975 

Sampling station av (min・寸nax.)n*3 av (min.-max.) n av (min.-max.) 11 av (min.-max.) n 

σypeU ) Unit=mg/l 

Kanou River 

St. 2 (B) BOD 4.9 (1.1-15.6) 20 1.3 (1.1-1.5) 4 1.3 (0.9-1.7) 4 

COD 3.5 (0.2-8.7) 20 2.8 (1.8-3.7) 4 1.7 (1.1-2.3) 4 

Ooura River 

St. 4 (ー) BOD 52 (14-97) 20 54.1 (10.2-100) 20 49.3 (41.6-57.7) 4 36 (29.1-45.4) 4 

COD 21 (5.9-39) 20 23.8 (5.1-44.4) 20 27.6 (18.2-39.3) 4 20.8 (17.9-27.5)4 

Nakashima River 

St. 5 (E) sOD 35 (3.ι70) 20 39.4 (2.1-90.2) 20 16.2 (1.6-26.8) 4 

COD 17 (5.0-40) 20 16.4 (3.4-34.2) 20 12.1 (8.3-16.3) 4 

Urakami River 

St. 6 (E) BOD 28 (4.6-71) 20 36.5 (10.3-94.4) 20 14.4 (7.0-22) 4 

COD 19 (5.1-50) 20 16.6 (8.6-29.6) 20 

Sakai River 

St. 9 (A) BOD 1.4 (0.1-2.5) 4 0.9 (0.3-1.8) 7 

Fukanoumi 

River St. 10 BOD 0.7 (0.4-1.4) 4 

Honmyo River 

St. 11 (B) BOD 5.7 (1.5-11) 12 7.3 (2.4-13.0) 11 

Ariake River 

St. 12 BOD 4.2 (2.7-5.1) 4 6.4 (3.6-13) 4 

YamadaRivぽ

St. 13 BOD 1.7 (0.3-3.7) 7 1.6 (0.8-2.9) 12 

KouzIro River 

St. 14 (A) BOD 2.0 (0.5-3.5) 5 1.9 (1.5-2.6) 4 

判長崎県環境部 公共用水域水質測定結果(1972-1975).

*2 Environmental quality standard. 

9.7 (3.1・11.9)4 

1.4 (0.9-2.2) 7 

1.2 (0.4-1.9) 12 

6.1 (2.5-13) 12 

1.4 (0.5-3.2) 7 

1.3 (0.8-1.6) 4 

*3 av (min.-max.) n = Average (minimum-maximum) number of samples. 

(2) 糸状菌類の分離

9.9 (6.2-12.2) 4 

10.4 (7.1-13.0) 4 

11.1 (3.3-21.7) 4 

10.4 (8.5-19.6) 4 

1.2 (1.0-1.4) 4 

1.5(0.6-2.4) 12 

7.0 (3.9-9.7) 70 

3.8 (0.9-9.2) 12 

1.6(0.6-2.8) 12 

2.4 (1.1-4.0) 12 

11---2. に準じ，希釈平板法，土壌平板法，アルコール・熱処理法の3種類の方法を併

用した.分離培地にはMEA，CMA，PDA培地を用いた.

(3) 同定

11---2.ー 3. の方法に従い，主要な菌類については種のランクまで同定した.

京吉 果

(1)出現種数

各地点における出現種数はFig.7に示すように，各地点ともに 14-15種程度の出現がみら

れたが，地区あるいは地点問の有意差はみられなかった.しかし， S t. 11およびSt.13はや

や少なく，ともに 12種程度であった.調査期間を通じて出現種数の変動が最も少なかった

地点はSt.2，最も多かった地点はSt.10であった.
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Table 6. Dis甘ibutionand仕equencyof fungi isolated from brackish sediments in Nagasaki and 

Ariake dis廿icts.

Occurrence*' Number 

Nagasaki district Ariake district of 
Sampling station No. Sampling station No. detected 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 samplesμ 

Species 

80 V*3 

77 V 
77 V 
74 V 
58 IV 
58 rv 
56IV 
40 III 
39 III 
39 III 
38 III 
35 111 
32 II 
30 II 

30 II 
28 II 
27 II 

25 II 
23 II 
18 II 

18 II 
18 II 
17 Il 

16 II 
15 1 
14 1 

13 1 
12 1 
12 1 

11 1 

11 1 

9 1 

9 1 
9 1 
9 1 

8 1 

8 1 

7 1 

7 1 

7 1 
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6 1 
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Talaromyces flavus 
Neosanorya glabra 
Geotrichum candidum 
Talaromyces trachyspermus 
Aspergillus niger 

Trichodenna spp. 
Eupenicillium javanicum 
Chaetomium bost.ηchodes 
C. globosum 
乃花laviaterricola 
Talaromyces helicus YaI: helicus 
Gilmaniella humic正)/，(1
Eupenicillium limosum 
Dichotomomyces cejpii VaI: spinosus 
Eupenicillium bれりをldianum
Sordaria hUJlωna 
Neosartoη'afischeri 
Aspergillus terreus 
Mucor spp. 
Aspergillusルmigatus
Emericellopsis microspora 
Westerdykella multispora 
Emericellopsis spp. 
Penicillium oxalicum 
Zopfiella laゆes
Gelasinospora reticulaω 
Apiosordaria jamaicensis 
Chaetomium spp. 
Phoma spp. 

Aspergillus japonicus 

Paecilomyces variotii 

Chaetomium brasiliense 

Emericella nidulans 
Monωcus ruher 
Talaromyces stipitatus 
Penicilliwn spp. 

Pseudeurotium zonatum 

Gel仏sinosporareticulispora 
Neosanoηaψadrid.脱却

Penicillium glabrum 

Clado平刀げωncladosporioides 
Emericellopsis minima 

Hamigera avellanea 

VaI: nidul，ωu 
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Table 6. Continued 

Species 

Number 
of 

detected 
samplesが

0ccurrencど1<1
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

今

3

*
 

I
A
T
A
I
l
-
-
1
1
I
A
V
I
A
-
-
A
I
-
-
i
I
I
I
i
V
I
A
-且

I
I
I
-
v
B
A
I
l
-
-
Y
E
A
T
A
-
-
a
I
i
E
l
y
-
-
I
E
A
V
I
-
-
A
I
l
-
-
a
I
i
'
E
a
-
-
A
I
A
V
I
a
-
-
A
I
A
I
l
-
-
A
I
l
-
-
V
I
A
T
-
-』

AU寸

A
U
T
A斗

A
『

A
『

今

3
勺

J
1
J
勺

3
q
3
司

3
今

3
2
J
q
J
ウ
ん
ぺ
/
釘
ぺ
，
L

今
，L

ウ
ん
今
ノ
釘
今
ん
今
ん

I
l
-
-
1
I
T
-
-
i
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
-
1
1
1
t
i
-
-
唱

1
1
i
1
i
1
1
1
I
1
i
1
i

2 

2 

1
1
1
2
A
-
1
-
-

2 

今
ム

1
i
1
i
1
1

Byssochlamys nivea 
Eupenicilliun1 ornatum 
Eurotium chevalieri 
Penicillium simplicissimum 
P. ochrochloron 
Aspergillus candidus 
A. jlavus 
A. versicolor 
Aspergillus spp. 
Cuハ引lariaspp. 
Paecilomyces spp. 
Penicillium purpurogenum 
P. thomii 
1hielavia minor 
Aspergillus clavatus 
Curvul.aria geniculata 
Fusarium spp. 
Neurospora tetrasperm.a 
Pen.icilliun1 decumbens 
Rルniculosum
P. viridicatum 
Stac勾botη'schaηarum 
Acremonium sp. 
Aspergillωsclerotiorum 
A. ustus 
Botrystis sp. 
Chrysosporium sp. 
Cladosporium sphaerospermum 
Corynascell仏 sepedonium
Eupenicillium shearii 
Eupenicillium sp. 
Glioclacium sp. 
Helminthosporium sp. 
Leptographium sp. 
Melanospora brevirostris 
Penicillium digitatum 
P. velutinum 
Phialophora sp. 
Rhizopus sp. 
Scolecobasidium terreum 
Scopulariopsis sp. 
Talaromyces macrosporus 
T. ohiensis 
Zygorhynchus sp. 

*1 Occurrence was shown as detected number for 6 sampling times at each station. 
でTo凶 numberof examined samples was 84. 
*J Roman numerals show presence class: 1. 1-20; 11. 21-40; II1. 41-60; IV. 61-80; V. 81-100 %. 
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(2) 出現種数の季節的変動

両地区における出現種の季節変化を調べたところ， Fig.8に示すように長崎地区では春

から夏にかけて出現種の増加がみられ，その後は夏から秋にかけて減少し，冬にはほぼ一

定を保つ状態であった. 8月はその他のすべての月と有意差が認められた.一方，有明地

区では春から夏にかけて増加し，その後は途中でやや上昇もあるが，冬にかけて徐々に減

少がみられる. きわめて特徴的であるのは 3月に急上昇する点で，その原因はこの期間に

不完全菌類が多数分離されたことによる. 3月は5月， 9月 1月との間で有意差が認められ

た.このように有明地区が長崎地区に比べて季節的変動が多いことは，標準偏差値に基ず

くカーブにも表れており，有明地区の動きが著しくなっている.

(3) 菌類相および分布

両地区の全試料から分離された菌類は，接合菌類，子のう菌類，不完全菌類のいずれか

に同定された. Tab1e 6に示すように接合菌類としては，JlLlcol; /?OiZOpLlS， ZVgo刀りγ7C!JLlS

に属する菌種が，また子のう菌類については21属が，不完全菌類については21属がそれぞ

れ得られた.両地区とも最も多く分離される属は TalaroJJJ..vcesであり，その中でも1:

fja VLlS，丈 trac.IJ..vspermLlsが{憂占種として各地点から多数分離された.次いで，

Jfeosartoとm属，とくに A{ glabl刀が{憂占種であった. A fiscβθIfiはA glablョに比較

すると出現度が低かった.E.ψθ'/licill ium属も高頻度に分離され，とくに E. /a vanicLlm 

が最も普通にみられた.次いで，よ limosLl!s， E. brefeldiallLlmが認められた.そのほか，

子のう菌類としてはどIlaetomiLlm属も分離され， c.: g 1 obosllsl， ど， bos tr..vc!Jodesが優占種

であった.また，刀'Jiθlaviatelアicolaも各地点より平均的に分離された.Sordaria 

βlImaJlaは有明地区のSt.14で一度分離されているが，そのほかの分離例はすべて長崎地区，

すなわち汚染地域より分離されている.長崎地区でも汚染のみられない St.2では，わず

かに一度分離されたのみであった. Tab1e 6に示すように，必pergillus属ではA. Iliger 

が最も多く，次いでぷ ど臼アells，A. filmlira tLlS， A. /apoJlicLlS がしばしば分離された.

そのほか，不完全菌類では Ceotricoull4 Tricoodermaが両地区の各地点から高頻度に出現

し，それに次いで &'ilmaJl iell a，必Icorが各地点から分離された.また，PeJJicillium 

o.J:aliclImと J勿oma spp. の検出率は有明地区の方が高かった.

考 察

河口域における菌類相について最初に報告したのはSiepman(1959a， b)であり， Weser)川I川| 

河口域の堆積物から鞭毛菌類 .j乃弓勿弘クわ1.ケ!

接合菌類:ぷ必β必sid必ia。ω3ω)， 必Icor(2)， 必izopus(1) ;子のう菌類.{.IJaetomiLlm (1)， 

EarotiLlm (1)， /?oselliρia (1) ;不完全菌類.Aspergillus (5)， Altel"Jlalプa(1)， 

Botrytis (1)， (jadosporiLlm (2)， FLlsariLlsJ (5)， &liomastix (1)， JlLlmicoloa (1)， 

JlelmiJJtoosporium (1)， Oospora( = &eotricólI~ (1)， PeJlicillium (11)， Scoplllariopsis 

(1)， Sporotric!Jum (1)， Tricboderma (1)， Tricbosporium (1)， Jン'LIJlcatel1a
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(= Pesta10t IOPSl司(1)など約90種の土壌菌類を分離している. (属名のあとの数字は分離

された菌種数を示す. ) その後， Borut and ]ohnson (1962) はアメリカ東部のノ ースカ

ロナイナのNeuse-Newport河口より寒天平板法で52属を含む 114種を得るとともに，パルサ

材を用いた釣餌法で44属を分離し，うち 142種を同定している.それによると接合菌類:

(I1'ci刀'e11a(1)， どil/l/1JJIJJgna/1/e11a(2)， Jfo1'tIe1'e11a (1)， J1l/co1' (5)， あクIZOPl/S(1)， 

み'/T01'nYJ1CnI/S (1) :子のう菌類:ルヨcn/JIotl/S (1)， (naeto/1/II//1/ (1)， f}Ia10lJectrIa (1)， 

E/1/e1'Ice 11 ops Is (1)， の奴iJOaSCl/S(3)， leptospoae1'Ia (1)" KeocoS/1/0SPOlヨ(1):不完全

菌類は55属，うち PeIJIcI11Il//1/(36)， Aspe1'gi11l/s (11)， {il1'vl/1a1'Ia (4)， んIcnode1'/1/a

(4)， (，'/Ioc1adill/1/ (3)， 1I01'/1/ode/ld1'll/1/ (3)， 1Il//1/ic01a (3)， Paeci/oJJJ.vces (2)， 

Pesla10tia (2)， Pno/1/a (2)が主要な菌といえる.今回の調査結果と Siepmanおよび、Borut

and ]ohnsonらの結果と比較してみると菌類相はよく類似しており，かつ前節の河川底質

の菌類相やCooke (1957)の汚水や下水の菌類とも大きな相違は認められなかったものの，

いくつかの特徴が認められた.主要分離菌のうち不完全菌類のA. IJIge1'， A. fil/1/Iga II/s， 

A. te1'1'el/s， ueol1'IcoII/1/ spp.， u'γ1/1/a/lIe11a nl//1/jc01~ 子のう菌類のどÏJaetO/1/ÍI//1/

spp.， ElljJeIJIcI11III/1/ spp.， Mヲosa1'lOlフ包 spp.，J'a1a1'oJJJ.vces spp.， Zopfie11a 

1atiシヮes， lI'es te1'c!)オモデ11a/1/111 t ISPOl習が河川底質に比較し高頻度に分離されたこと，また，

Sorda1'IaβII/1/allaは有明地区のSt.14で一度分離されているが，その他の分離例はすべて

長崎地区，すなわち汚染地区より分離されている.長崎地区でも汚染のみられないSt. 2で

は，わずかに一度分離されたのみで s.βII/1/a/Ja の分布は明らかに汚染度と関係がある

ものと思われる.f}IcβotO/1/0JJJ.f7ces ceJPiγvar. Sρ'IJJOSIISは魚体処理場排水の影響を受

ける長崎地区のSt. 1より 100弘の頻度で分離され，この環境と何等かの関係があるものと思

われる.このように環境汚染の観点からみると，汚染地域より主として分離される菌群と，

対照的に汚染がみられない地域より主として分離される菌群，その中間でどちらの地域か

らも分離される菌群の3つに分類される.汚染地域を代表する菌群としてはどIJae t 0/1/ jll/1/ 

βos tl:vcoodes，ぬ1aSliJospo1'a1'etIcll1ata， SorlかrIanl//1/aIJa， ?aecI10JJJ.vces va1'Iot IIが

挙げられる.これに対して，非汚染地域を代表するる菌群として。Ioso1'(か1'Ia

ja/1/aIceIJsIs， E/1/e1'Ice11a /lIdl/1aIJs， J'a1a1'oll!.vces stI)フItatllsなどが挙げられる.とく

に1: stlpiγatl/SはJ'a1 a 1'OJJJ.vces属の中で他の菌種が汚染，非汚染どちらの地域にも分布

しているのに対し，非汚染地域に多く分布している点が注目される.
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3. 海域低質の糸状菌類相(1 ) 

実 験材料および方法

(1)試料の採取

長崎湾は 1972年5月10日にFig. 9に示すSt.6を境に湾奥部は類型C，湾口部は類型Bに類型

指定されている.湾奥部から湾口まで 8地点を選び1979年から 1980年にかけて4回調査し，

合計32試料を供試した.なお，採泥にはSK式採泥器を用い表層5cmまでを採取した.同湾

には3つの環境基準点が設けられており，今回の調査のSts.3， 6， 8と対応している.長崎県

環境部が調査した1975年から 1978年までの4年間のCOD(mg/1)の年間平均値の推移をみてみ

ると Tab1e7に示すように湾奥部が汚染されていることが明らかである.またTable8に示

すようにSt. 1およびSt.2はそれぞれ浦上川および中島川の河口部付近に位置し，河川の影

響を強く受ける地点である.

(2) 糸状菌類の分離

2--2節に準じ，希釈平板法，土壌平板法，アルコール・熱処理法，アルコール処理法，

の4種類の分離法を併用した.分離培地としてはMEA，CMA， PDA， WSA，培地を用いた.

(3) 同定

11-2. --3.の方法に従い，主要な菌類については種のランクまで同定した.

十

lIu伺ber ln br・cket・ho". the depth 

of th.. "・ter (・}

4km . 

32.3 

Fig. 9. Location of the sampling stations. 
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Table 7. Annual changes of water quality at reference stations in Nagasaki Bay*l 

1975 1976 

Sampling station av (min.-max.) n*ヌ av (min.-max.) n 

σype*2) COD(mg/l) 

St. 3 (C) 2.8 (0.9-5.8) 24 2.7 (1.4-6.3) 24 

St. 6 (C) 2.2 (0.8-4.9) 24 2.1 (1.0-5.4) 24 

St. 8 (B) 2.1 (0.8-3.4) 24 2.5 (0.7-15.2) 24 

判長崎県環境部 公共用水域水質測定結果(1975-] 978). 

>/<2 Environmental qua1ity standard. 

>/<3 av (min.-max.) n = Average (minimllm-maximllm) nllmber of samples. 

結果

(1)出現集落数

1977 1978 

av (nun.-max.) n av (mtn.-max.) n 

3.0 (0.8-5.3) 12 2.6 (0.8-5.5) 12 

2.3 (1.0-4.1) 12 1.7 (0.5-2.9) 12 

2.0 (1.0-4.1) 12 1.7 (0.6-2.6) 12 

各分離法による地点別の出現集落数をFigs.10， 11， 12に示した.湾奥部の流入河川水の

影響を直接受けるSt. 1およびSt.2が年聞を通して多かった. St. 1およびSt.2はSts.3-8と

の問で有意差が認められた.水深が深い湾央部のSts.3-8は春季，夏季では出現集落数が

変動したものの秋季，冬季は50CFU/gでほぼ一定し，湾奥部に比較すると集落数が1/20と

少なかった.なお， Fig.11からわかるようアルコール・熱処理法で分離された主として子

のう菌類の出現集落数は年聞を通して湾奥部から湾口にかけて出現集落数が次第に減少し

た. S t. 1およびSt.2はSts.3-8，St.3はSts. 6-8， S t. 4はSt.8との問でそれぞれ有意差が認

められた.

(2) 出現種数

各調査地点の出現種数をFi g. 13に示した.出現種数も湾奥部のSt. 1およびSt. 2が多く

30種程度検出され，また湾口のSt.7が最も少なく 20種であった. St. 1およびSt.2はSts.3，

7， 8との問で有意差が認められた.河川水の影響をもっと受けるSt.2はその他の地点と比

較してバラツキが高いことがグラフからわかる.

(3) 出現種数の季節的変動

Fig.14に示すように8月を除いてはSt.1が出現種数は最も多く，かつ年間をとおして平

均しており， 28菌種程度出現した.その他の地点は季節によって若干出現種数は変動した

が18-27菌種出現した.

(4) 菌類相および分布

長崎湾底質から分離された菌類は，接合菌類，子のう菌類，不完全菌類のいずれかに同

定された.接合菌類としては必'IC01; Zvgorll}'llc!JIISに属する菌が，また子のう菌類につい

てはTab1e9に示すように新種 POdOSPOl刀 illqlli万'3taおよび日本新記録種Eremodotββ

allgula ta， Apodlls Ol:vzaeを含む22属が，不完全菌類についてはTable9に示すように
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Table 8. Chemical properties of surface seawater collected at each station. 

Station Date collected Seawater temp. pH Cl- COD 
CC ) (mg/l) (mg/l) 

1979 Apr. 11 18.8 8.0 4.4 
Aug.28 28.0 7.7 6700 4.9 
Nov.20 19.5 8.1 18800 1.7 

1980 Mar. 12 14.8 7.7 14500 4.5 

2 1979 Apr. 11 19.5 8.0 5.7 

Aug.28 26.5 7.6 3200 5.0 
Nov.20 17.0 7.8 12500 5.2 

1980 Mar. 12 13.5 7.8 11200 4.3 

3 1979 Apr. 11 18.3 8.4 1.6 
Aug.28 28.5 8.1 15700 2.6 
Nov.20 19.5 8.2 19200 1.3 

1980 Mar. 12 14.8 8.0 19100 1.6 

4 1979 Apr. 11 18.0 8.4 1.2 
Aug.28 28.5 8.1 14420 2.7 

Nov.20 19.0 8.2 19200 0.5 
1980 Mar. 12 14.5 8.1 19000 1.8 

5 1979 Apr. 11 17.8 8.5 1.0 
Aug.28 28.5 8.1 14600 2.7 
Nov.20 19.0 8.1 19200 1.0 

1980 Mar. 12 14.5 8.1 19100 1.7 

6 1979 Ap工 11 18.3 8.4 1.1 
Aug.28 28.5 8.1 14600 2.6 
Nov.20 19.0 8.1 19200 1.0 

1980 Mar. 12 14.5 8.1 19100 1.7 

7 1979 Apr. 11 18.5 8.4 1.2 
Aug.28 28.5 8.2 14200 2.7 
Nov.20 19.0 8.1 19200 0.8 

1980 M紅'. 12 14.3 8.1 19100 1.4 

8 1979 Apr. 11 17.5 8.4 1.0 
Aug.28 28.0 8.2 11500 3.2 
Nov.20 19.0 8.1 19200 1.7 

1980 Mar. 12 14.0 8.1 19100 2.5 
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Table 9. Dis廿ibutionand frequency of fungi isolated from sediments in Nagasaki Bay. 

Number 
of 

detected 
samp]es*2 

Occurrence*1 

Sampling 
3 4 

No. 
6 

statIon 
5 

Species 
8 7 

Neosα汀0りJaglabra 
Trichoderma spp. 
Talaromyces .βav.μs 
Aspergillus terreus 
NeosartoりJafischeri 
Dichotomomyces cejpii v訂'.spinosus 
Talaromyces trachyspennus 
Eupenicillium javanicum 
Aspergillusルmigatω
A. niger 
Penicillium spp. 
Eupenicillium b肉声ldianum
Talaromyces helicus v訂'.he!icus 
Emericellopsis microspora 
Pseudeurotium wnatum 
Westerdykella multispora 
Penicillium oxalicum 
Gilmaniella humicola 
Phoma spp. 
Stachybotrys chanarum 
Chaetomium globosum 
Coelomyceteous fungi 
AspergiLlωspp. 
Chaetomium spp. 
Eupenicillium limosum 
Zopjiella 1，ωpes 
Ascodesmis sphaerospora 
Gliocladium spp. 
Monascus ruber 
Neosanorya quadricincta 
Chaetomium bostηchodes 
Emericellopsis spp. 
Geotrichum candidum 
Eupenicillium spp. 
Mucor spp. 
Penicillium aurantiogriseum 
Thielaνia terricola 
Chrysosporium sp. 
Penicillium glabrum 
P. janlhinellum 
Chaetomium caprinum 
PeniciLlium expansum 
Sporonniella leporina 
Ascodesmis macrospora 
Aspergillus japonicus 
めJssochlamysnivea 
Humicola s p. 
Paecilomyces variotii 
Paecilomyces spp. 
Penicillium brevicompactum 

y*3 
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Table 9. Continued 

Occurrence* I Number 
of 

detected 
8 samples*2 

No. 
6 

statlon 
5 

Sampling 
3 4 

Species 
7 
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Aspergillusν'ersicolor 
Emericella nidulans var. nidulans 
Emericellopsis minima 
Penicillium citrinum 
P. funiculosum 
Acremonium sp. 
Arthrinium sacchari 
As pe rg illus candidus 
Aspergillωflavipes 
Curvularia sp. 
Emericellopsis sp. 
Graphium sp. 
Penicillium purpurogenum 
P. rugulosum 
P. simplicissimum 
Phialocephala s p. 
Uセηicilliumsp. 
Zygorhynchωsp. 
Ge以5inosporareticula1a 
Aspergillωclava似5

Apodω oryzae 
Aureobasidium pullulans 
Eremodothis angulaJa 
Eupenicillium omafum 
Eurotium chevalieri 
Fusarium moniliforme 
Fusaバumsp. 
Hamigera avellanea 
Myrotheciwηsp. 
Paecilomyces lilacinus 
Penicillium chηJsogenωη 

P. crustosum 
P. duclauxii 
P. janczewskii 
Rνerruculosum 
P. viridicatum 
P. waksmani i 
Pestalotiopsis sp. 
Phialophora sp. 
Podospora inquinaJa 
Pseudeurotium 0ναle 
Sordaria humana 
Sporormiella minima 
Talaromyces macrosporω 
Thielavia sp. 
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でOccu汀encewas shown as detected number for 4 sampling times at each station. 
一Totalnumber of examined samples was 32. 
*J Roman numerals show presence class: 1. 1-20; 11. 21-40; 1II. 41-60; 1Y. 61-80; Y. 81-100 %. 



22属がそれぞれ得られた.最も多く出現した属は #eo.sa1't0.1J'a属であり，ぷ glabra，;v. 

fiscne1'iがすべての地点で高頻度に分離された.次いで ia1a1'o.の7ces属が多く， J'. 

f1 a VII.5， J'. t1'ac!J.vsper/JJl/.5， J'.必1iclIS var. !Jθ1iclISが{憂占種であった.その他の菌

としては j}icno.to./JJo.JJJ..vces cejpii var. Spj/lo.SII.5， β。ク♂1J1ic i11 ill/JJ ja va/l iCllm 

E/JJelゾce110.psis/JJiC1'o.spo.l刀 Pselldell1'o.till/JJ Zo./la fLll1l (naeto./JJill/JJ glo.bo.sll/JJが主要種

であり各地点よりはほ平均して分離された.不完全菌類では ;!spe1'gi1111s属が最も多く A

telγC'1I.5， A fil/JJ iga t 11S， A /Jiシe1' が優占種であった.次いで Pe/ll~とi11ill/JJ属が多く p.

o.J'a 1 iClI/JJが優占種であった.その他 (，'i1/JJa/lie11a!J1I/JJic0.1a， Staoり沙o.tlJ'S cnart arll/JJ 

もみられた.なお，i1'icno.de1'/JJa spp. はすべての地点より毎回分離された.湾奥部に

とくに多くみられる菌としては，;!sco.des/JJis /JJaC1'o.spo.1'a， A S，μae1'o.spo.1'a， 

βipe/l ic i11 ill/JJ 11IJJo.Slll1l Zo.p/γe11a 1at ipes， (，eo.tricnll/JJ ca/ldidll/JJが挙げられ，その

他の菌はほぼ全域に広く分布していた.

考 察

汚濁が進んでいる内湾では，とくに陸上からの有機物が蓄積し，そのため底質は還元状

態となっており，河口部がその傾向は顕著である.このような環境下ヘ流入した菌類は，

そこで定着する場合もあるが，他方死滅するものも多いであろうし，また休眠状態に移る

ものもあるかと考えられる.前節の汽水域の調査結果では相当量の糸状菌類が汽水域に存

在することがわかったが，今回の長崎湾の底質の調査結果からは，内湾へ流入する糸状菌

類の湾内での分布の実態、が明らかとなった.まず流入河川水の影響を受けやすい河口付近

の地点は出現集落数および出現種数ともに高く，菌類相も前節の汽水域底質と大きな違い

はみられない.この原因は常時河川水によって陸上より糸状菌類が供給されているからと

考えられる.事実， Cooke and LaCourse(1975)はコネチカット)I [河口水から jfLICo.l~

;!Cl・e/JJo./lillJJJ， (1 ado.spo.1'illJJJ， Pe/l ic i11 iuDJ， Pno./JJa，介 icno.de1'/JJaを主要分離菌とする鞭毛

菌類，子のう菌類，不完全菌類など38種の土壌菌を分離報告していることからも多数の土

壌菌が河川水と共に海ヘ流入していることがうかがえる.しかしながら，長崎湾の汽水域

で高頻度に分離されたぬ1asi/Jo.spo1'a1'etic1I1ata，ゐ'rda1'ianll/JJa/laは海水域では分離頻

度が極端に低下し， しかも湾奥部に限って分離されるのは，これらの菌が海水域では塩分

の影響を受け死滅するためであるからと思われる.他方，休眠状態で存在する菌群として

は大部分の子のう菌類がこの範鳴に入るものと考えられる.とくに，アルコール・熱処理

法で分離される菌群は第2章の分離法で述べたように子のう胞子もしくは耐熱性の分生子

由来と考えてよいので， F i g. 11に示すように河口部付近では30-50個/g，湾央部では10-

30個/gの子のう胞子あるいは分生子が休眠状態で存在するものと推察される.その他，

湾内の広い範囲で高頻度に分離される ;!spergi111lsfil/JJiga tllSぅ A telア'ellsについては，

両菌種とも河川底質よりも汽水および海械底質からの分離率が高いことから，海環境に適

応する能力をもち，内湾底質に定着し生活していると考えたい.
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4. 海域底質の糸状菌類相(2 ) 

実 験材料および方法

(1)試料の採取

調査対象の大村湾はFi g. 15に示すように長崎県の中央部に位置し，南北に約26km.東西

に約11 km. 面積約320km:め中型湾であり，外洋とは北部の二つの瀬戸で通じているのみ

で，極めて閉鎖性の強い内湾である.水深は浅く，平均 15-18mで比較的平坦な海底地形

で，底質は潮流の速い湾口部では岩礁，および粗砂がみられるが，大部分は粘土質のシル

トからなる.同湾は 1971年から水質汚濁の状況を把握するため水質調査が実施され. 1974 

年には環境基準A類型に指定された.長崎県発行の公共用水域水質測定結果によれば1971

年度の各地点のCOD年平均値は 1.6ppmであったが. 1981年度の調査ではCOD年平均値は

2. 1 ppmとなり，環境基準不適合地点は17測定値点中 14地点に及び，環境基準を満足してい

るのは湾口に近い3地点である.同湾をFig.15のように 7ブロック (A--G)に区分し. B-G 

の各区分の中央をSts.1-6とし 1980年から 1981年にかけて年4回調査した.また，湾奥部の

Dブロックをさらに細区分 (Sts.7-9) し，年3回調査した.採泥にはコアーサンプラーを

用い，採取したコアーは0-1 cm (S) • 1-6 cm (B 1). 6-11 cm (B2). 11-16 cm (B3)の4層に分

取した.なおAブロックは海底が磯で採取不能であった.

(2) 糸状菌類の分離

コアーサンプラーを用いて採取した場合のS層は量が少ないので，前節のような分離法

は適用できない.したがってTab1e10に示す分離法で行った.この分離法の特徴はアルコ

ールや酢酸を用いての試料の部分殺菌の際の，土壌粒子の流出防止にあり，より定量的な

結果が得られる.

Table 10. Isolation method. 

Soil一一一一-Alcohol lrcalmcnt Centrifugalion Dccantation -一一一 Addingstcrilc walcrー→
2 g in a centrifuging tube 2000 r.p.m.， 2 min. (18 ml) 

4 min. 

" Hcat lrcatmcnt Pouring (PDA)本1

--Soil suspension-一一一Divisionof thc suspension -一一< 60 "C， 30 min 

Dilution x10 into two par旬 、 Pouring(WSA with 0.5% CH3COONa) *2 

Soil Dispersion Pouring (CMA added 30 mgl1 Rose Bengal)本3

0.5 g / PeLri dish in a PeLri dish 

Soil Soil suspension Pouring (MA)本4

1 g Dilution x 10， x 1∞， x500 

* 1: Alcohol and heat lreatment method， * 2: Alcohol lr芯atmentmcthod， * 3: Soil platc method， * 4: Dilution plate 

method 
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Table 11. Chemical properties of surface seawater collected at each station. 

Station Date collected Seawater temp. pH cr COD 

CC ) (mgll) (mgll) 

1980 Oct. 22 22.4 8.3 17400 2.3 

1981 Jan. 19 7.3 8.3 18300 1.5 
Apr. 15 14.0 8.3 18500 1.4 
Jul. 20 29.3 8.2 17800 2.1 

2 1980 Oct. 22 22.4 8.3 17500 2.0 
1981 Jan. 19 7.3 8.3 18300 1.8 

Apr. 15 13.6 8.3 18200 0.8 
Ju1. 20 32.0 8.2 17700 2.3 

3 1980 Oct. 22 21.5 8.4 16000 3.6 
1981 Jan. 19 7.2 8.3 18300 1.3 

Apr. 15 14.2 8.3 17900 1.5 

Jul. 20 31.5 8.2 17700 2.2 

4 1980 Oct. 22 22.0 8.4 17300 3.7 

1981 Jan. 19 7.4 8.3 18300 1.8 
Apr. 15 14.0 8.3 18400 1.3 
Jul. 20 30.5 8.2 17800 2.4 

5 1980 Oct. 22 22.5 8.4 17400 2.8 
1981 Jan. 19 7.1 8.3 18300 1.2 

Apr. 15 14.0 8.3 18200 1.4 
Jul. 20 29.7 8.2 17700 2.3 

6 1980 Oct. 22 22.5 8.6 16600 4.2 
1981 Jan. 19 6.9 8.3 18300 1.4 

Apr. 15 14.0 8.3 18000 1.4 
Jul. 20 30.8 8.2 17800 2.9 

7 

8 1980 Oct. 15 21.0 8.2 16600 1.8 
1981 Jan. 12 7.0 8.2 18100 1.6 

Apr.22 16.6 8.2 18200 1.9 
Jul. 6 23.4 8.4 18400 2.4 

9 1980 Oct. 15 19.2 8.2 17000 4.2 
1981 Jan. 12 6.5 8.1 18000 2.0 

Apr.22 17.0 8.2 17800 2.6 
Jul. 6 24.6 8.4 17500 2.9 
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Fig. 17. Number of fungal species on sediment samples coUected at various 
depths in each station in Ornura Bay. 
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Table 12. Distribution and frequency of fungi isolated from sediments in Omura Bay 
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Ascodesl1lis sphaerospora 

Aureobasidiwn puliulalLS 

Gliochladium viride 

Penicillium verruculoswn 

Trichocladium opacum 

Byssochlamys nivea 

Gilmaniella hwnicola 

Myro/hecium sp. 

Paecilomyces variotij 

刀Jielavia/erricola 

Acremoniella sp. 

Alternaria spp. 
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Table 12. Continued 

Nurnbcr of 

JclectcJ 
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Neocoslllospora tenuicristata 

Pellicillium digitatllln 

P. janthinelll/ln 

P. 0λ:alicl/ln 

Pestalotiopsis sp 

Pseuda/lescheria sp. 

Zopfiella /ωipes 

Apiosordaria jamaiceflsis 

Aspergil/us clavatus 

A. 0り'zae

Chaelolllilllll bostrychodes 

Emerice/la llidu/afLs var. nidlllafLS 

Ellpenici[[ium /udwigii 

Fusarilllll laleritilll1l 

Ge/.仏siflosporareliclllala 

Geolrichum candidwn 

Graphitun sp. 

Leplographillln llllldbergii 

Microascus sp. 

MOllascus pllrpurea 

MOflodicyls levis 

He/minthosoriwn sp. 

HlIInicola sp. 

Paecilomyces [ilacinus 

Penicillillln chrysogenum 

P. fitnicuわ5ω11

P. herqllei 

P. /ividwn 

P. megasporum 

P. simplicissimum 

Petrie[la setiJera 

Phialophora sp. 

Pithomyce.s charlarulII 

Sporonniella /eporina 

ScoplI/ariopsis s p. 

Talaromyces 111αcrosporus 

T slipilaltLS 

Torula herbarwn 

Trichunιs sp. 

XGnthothecium perllvIanwn 

本 1Four samples were coUected at Sts. 1-6 and three samples at S凶.7-9.がCoredeplh; S: 0-1， 1: 1-6， 2:ふ11，3:11-16 cm. 

*1 Total number of examined samples was 132. 

ド Romannumerals show prωence class: 1. 1-20; 11. 21-40; 1I1. 41-60; 1Y. 61-80; V. 81・100%. 
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結果

(1)出現集落数

希釈平板法による地点別の出現集落数をFi g. 16に示した.深さ別の出現集落数はS層が

最も多く ，Sts. 1-7で16-22CFU/g， St. 8は54CFU/g， St. 9は160CFU/gであった.すな

わちSts.1-7の出現集落数は同程度で、あったが，湾奥部のSts.8， 9では多く， St. 8でほぼ 3

倍， St. 9では10倍を示した.出現集落数は深部になるにつれ減少し 82層および83層は少

なかった.しかしながらSts.8， 9では82層においてもそれぞれ11， 72 CFU/g検出された.な

お，アルコール・熱処理法およびアルコール処理法における出現集落数も同様な傾向を示

した.

(2) コアーの深度による出現種数の変化

F i g. 17に示すようにいずれの地点においても出現種数はS層が最も多く， 81， 82， 83と

深部になるにしたがって減少した. Sts.2，8，9のS層における出現種数は同じで17種が検出

された.その他の地点のS層は11-14種程度検出された.湾央部ではいずれの地点も81層ま

では5種以上検出されたが， 82，83層になると著しく減少し， Sts.1-5の各地点では82，83 

層は1-2種しか検出されなかった.しかしながら湾奥部Sts.6， 7は8-2，83層まで3-8種程度

検出され，かっSt.8， 9の湾奥部になるにしたがって深層まで糸状菌類が生存していること

がわかった.

(3) 菌類相および分布

大村湾より分離された菌類は，接合菌類，子のう菌類，不完全菌類のいずれかに同定さ

れた.接合菌類としては必Icorに属する菌種が，子のう菌類についてはTable12に示すよ

うに新種始。cosmosp01atenuicristataを含む22属が，不完全菌類についてはTable12の

ように日本新記録種PellicilliUJs Jse.ρ sporuJsを含む29属が分離された.子のう菌類で最

も分離頻度の高かった菌はPseudeurot illJs ZOlla t IIJsでS層からB3層まで広範に分離された.

次いで Ta1 arOIll..Jlces属が高く Talarolll..vcest1aC!J..vspe1h町iS， T. f1 a J7USが優占種であった.

Ir'eosar t 01}Ta属の中ではA glabraが主要であった.EUpeJlicill illJs属では

E. brefeldiallUIl4 E. ノa~ミ:;nicuJß が{憂占種であり，その他 E 01γ'la t UIl4 E. 1 iJsosIIJs がこれ

に次いだ.また，j)icootoJso/Jfvces cejpii var. SpillOSIlS， lfeste1ψオe11a Jsultisporaも

多かった.不完全菌類についてはAspergi11/1s属の分離頻度が高く，ぷ f/lJsiga t us， 

A. Iligel; A. terreus が{憂占種であった.次いでStac!J.vbot1:VScoartarumも各地点のS層

にみられた.Acremolliull4 Pellici11iulll， 刀ゾcoodermaの諸属も高かった TricuoderJsa，

AcreJsOll illJsは81層まで広く分布していた.これらの結果をまとめてみると，出現属数は

出現集落数と同様にS層が最も多く，深層になるにつれて減少した.表層から深層まで共

通して分離された菌としてはどuaetoJsiulll， j)icootoJsolll..vces， βipellicil1 illll4 %eosart01:Va， 

Pseudeurotiull4 TalaroJs}Tces， lfesterd.vkel1a， Aspergil1us， Pellici11iumが挙げられる.

しかし，Apiosordaria， /J.yssocu1aIll..Vs， JficroascIIs， JfollaSCus， %eocosJsospora， 

Petriθ11a， ゐorormie11a， Toielavi瓦 Zopiie11a， (.，'eotricuull4 l伊 toglapOill1l4 PuoJsa， 
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i/lIcorは表層のみから得られた.

考 察

沿岸水域には河川由来の有機物や，動植物プランクトン、デトライタス，その他の自生

性有機物が様々な状態で存在しており，それらのうち粒子態有機物は水中で分解を受けつ

つ沈降する.水深の大きい外洋では，粒子態有機物の大部分は沈降中に分解されるが，内

湾なとや水深が浅いところでは多くの未分解物質が沈降し有機堆積物を形成するという.こ

のような有機堆積物の微生物学的研究は細菌を中心に行われており，藤田ら(1967)は大村

湾の養殖漁場底質の微生物学的研究報告の中で，有機物の豊富なところは一般細菌や硫酸

還元細菌も多いことを指摘し，また細菌数は底質の全炭素および全窒素 と相関が有り， 一

般細菌数は易分解性有機物の底質汚染の指標となりうるとの報告 (Parkesand Tay 1 or， 

1985)もある.他方，糸状菌類は沿岸や河口堆積物中に多く検出されるが，海の汚染と糸

状菌類との関係についての報告は少ない.今回の調査においては湾奥部の有機物の多い底

質表層から糸状菌類が多数分離され，しかも深部でも湾央部の表層と同じ程度の菌数が検

出されている.また，出現種数においても同様な傾向が認められ，湾奥部のほうが湾央部

よりも多く検出されている.このことは河川からの影響を受けやすい湾奥部では陸上由来

物質の沈積が速いためこのような結果が得られたものと考えられ，汚濁が進行すると底質

の糸状菌数，出現種数も増加することを示している.この傾向は湾奥部に限らず，陸上か

らの汚濁負荷の拡散による水質汚濁水域についてもいえる.事実， St. 2では前節で汚染指

標、菌としたAscodes/Jlisspnaerosporaが検出され，かつ表層の出現種数がSts.8，9と同じ

といった結果がこれを示している.
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5. 水国底質糸状菌類の生態のまとめ

今回の研究結果からTab1e13に示すように多くの土壌菌類が，淡水域，汽水域，海水域

の底質に存在することが明らかになった.分離頻度は菌種によって異なったが，これらの

中で高頻度に分離された主要菌類について，その分布および分離頻度を地域別に整理する

とFig.18のようになる.これらの糸状菌類の中の多くの菌は水圏底質に広く分布している

が，詳しく調べると分布に特徴がみられ，それらの分布は生息環境と関係あることが明ら

かとなったのでここでまとめて水圏底質糸状菌類の生態について考察する.

まず淡水域において，河川上流域の糸状菌類相は上流域の植生や土壌の影響を受けてい

ることが，l1L1reobasidiLlI1l pLl11Lllal1s~ I1rtnril1iLlm saccnarl: JJrecnslelヨ spp.

Pestalot iopsis spp.. Pituolllvces cnartarLlJJJ， U勿'be1opsis 11al1aなどが上流域より分離

されたことからわかる.工場排水，生活排水などが流入する下流域ではそれらの排水の影

響を受けぬotricnLlmcal1didLlm~ I1spergi11L1s 11igel; Pel1ici11iLlm o.:ra1j・cLlmなどの不完

全菌類やβipel1icil1illmspp.， ialarohり7cesspp. ， 始。sartolyaspp，などの子のう菌類に

よって構成されるようになる.また，出現種数も上流域より下流域の方が多い. しかし，

最下流部の河口部では塩分の影響により出現種数は減少する.

汽水域の糸状菌類相は淡水域の糸状菌類相と比較して大きな違いは認められないが，不

完全菌類のぷ ρigel; If. fÌJlDigatLls~ 11. terl・'eLls~ ueotricuLlm calldidLlJJJ， (;・'ilmalliella

DLlmicola，子のう菌類の (uaθtomillmspp. ，βijJellicilliLlm spp.， #eosartol:va spp. ， 

ia1arolll..vces spp.， Zopfie11a 1athフ♂'s~ 必sterc!J，オella mlノltisporaの分離頻度が高くな

る • Sordaria u/lma/Jaが汚染地域から高頻度に分離されることも特色の一つである.

海水域の水平方向の糸状菌類相は湾奥部すなわち河川水の影響を受けやすい地域では汽

水域の糸状菌類相に類似するが，不完全菌類ではIf. terreLls， If. filmiga tllS~ If. 11 igel; P. 

o.J.'d1icllsl， Stacn.ybotlJ，7S cuartarllsl， u'ilmal1ie11a n/lmico1aが主要となり，子のう菌類

ではβijJelJici11illm Spp. ，始。sartolJ，7[JSpp.， ialaroJJJ..vces Spp. I1scodesmis Spp. ， 

Illerice110psis Spp.， Pseude/lrotiLlm ZOllatLlJll， If. mLl1tisporaが出現するようになる.

河川水あるいは周りの陸地から流入したこれらの糸状菌類は次第に水深の深い湾央部へと

流れていくが，その段階で塩分，水温，溶存酸素などの様々なストレスを受け，それらに

打ち勝つことができる菌だけが生き残るであろうし，その環境に存在する栄養物の種類や

濃度も糸状菌類の生存に密接に関係しているものと考えられる.陸生土嬢菌として知られ

ているぷ telアe'ls~ S. cβartar/lmがFig.18に示すように海水域のほうが淡水・汽水域よ

り分離率が高いことは興味深く，ただ単に底質で休日民している状態とは思われない. 1 to 

ら(1981)は水田土壌の好熱・好温菌の調査でIf. fLlmiga t IIS~ If. telγClLlSを優占種として

報告し，またTubakiら(1975)は貯水池の底質からぶ filmif{atLlsを高頻度に分離している

ことからもこれらの両菌種は水圏底質中に常在していることは明らかである.

垂直方向の糸状菌類相の結果で、は表層が出現集落数および出現種数ともに多く，両者と

も深層に移るにしたがって急激に減少している.このことは内湾ヘ流れ込んだ糸状菌類は

一時期底質表面に定着するが，次第に死滅する菌が多いことを示唆している.生き残る菌

としては子のう菌類のほうが不完全菌類，接合菌類よりも多く，子のう菌類の中でも JY.
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~q1aLう'1"3， 1. flavfls; 1. trac!J..VSperJJlfIS; E. brefeldiallflJJJ， E. javallic.'flJJJ， /J. ce，ノみii

var. S'jJillωflS， P. ZOlla ILIJJJ， ff. JJlfll t iSPOl習は深層まで分布していることが明らかとなり，

何等かの形態で生存していることがうかがえる.また，これらの菌種はTubakiら(1975)の

調査でも水深が深い地点から高頻度に分離されており，淡水，海水にかかわりなく水圏底

質中では同じ挙動を示すものと考えられる.一般に子のう菌類は子のう胞子という休眠構

造を持つため，環境不適な状態のもとでも生き残れるものと考えられるが，これらの菌類

だけが何故生き残れるかは第VI章低酸素条件下における生育の項で説明したい.
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IV 生物指標としての水圏底質糸状菌類

1 .新規汚染指標菌の検索

沿岸海域の富栄養化の生物指標として石田(1982)は従属栄養細菌数，低栄養細菌数，硫

酸還元細菌数が有用であると述べている.糸状菌類では従来より淡水域では汚染指標菌と

して必ofrjcRf/J1l candjdfUJJ， Leptomjtlls lactellsなど数種の糸状菌類が有用であると

されていたが，汽水域および海水域における汚染指標菌はまだ知られていない.

水圏の環境汚染については， Table 14に示すように河川では有機汚濁の程度により，ま

た湖沼では富栄養の程度で区分されてきたが.吉田 (1973)は海域を汚濁型と栄養型の混合

型で区分し， 貧栄養域，富栄養域，過栄養域，腐水域の 4階級に分けている.底質に関し

ては河川や湖沼では階級区分がなされていないが，海域の底質については吉田の提案が最

初である.

Table 14. Saprobic and trophic classes as indicators of water quality 

Pollution 

High Low 

Kolkwitz-Marsson Polysaprob α-mesosaprob 。-mesosaprob o ligosaprob 
(1902) 

BOD (mgll)*l 50> 10> 5> 2> 

River Environ. Stand.~ E D C B A AA 
Coliform (MPN/1ooml) 5000> 1000> 50> 

BOD (mgll) 10> 8> 5> 3> 2> 1> 

Elltroph Oligotroph 

Environ. Stand. C B A AA 
Lake Coliform (MPN/100ml) 1000> 50> 

COD (mg/l) 8> 5> 3> 1> 

Environ. Stand. C B A 
Coliform (MPN/1∞ml) 1000> 

COD (mg/l) 8> 3> 2:> 

Yoshida (1973) Saprob Excesseutroph Eutroph Oligotroph 
COD (mgll) 10< 3-10 1-3 1> 
BOD (mgll) 10< 3-10 1-3 1> 

S飽 8acteria 1ぴ〈 1 ぴ-10~ 101-Hア lぴ〉

Sediment 

下S(mg/g) 1.0< 0.3-3.0 0.03-0.3 0.03> 
COD (mg/g) 30く 5-30 5> 

Ignition loss (%) 25く 15-25 5-15 5> 
(this stuuy) 

*1 Numerical value was compiled from Sradocek (1968). 

*2 Environ. Stand. = Environmental quality standaru. (S印 appenuix1， p.160) 
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Tab1e 15に示すように 1973年に実施した長崎県下海域の底質調査(長崎県環境部公害規制

課他， 1973) において，海水のCOD値の高い長崎湾，佐世保湾などの内湾湾奥部では底質

の強熱減量も高い値を示している.また，湾口の非常に狭い壱岐，対馬などの港湾では更

に高い値を示している.すなわち，水圏底質は水域の有機汚濁のモニタリングの試料とし

て有用であるといえる.これらの結果と従来の研究(鎌田ら， 1980) や調査資料(長崎県

環境部他， 1983) を参照にし吉田の項目に強熱減量を追加し，底質汚染の指標とした.

Table 15. Correlation of pollution between seawater and sediment 

Sediment 

Ignition loss (%) 

S市2 N*3 Average (min.-max.) 

Seawater 

COD(m凶)

N *3 Average(min.-max.) S本2TypeホlArea 

19.2 (12-23) 

13.202-16) 

19.5 (16-22) 

14.000-20) 

3.6(3.1-4.1) 

24.5(17-32) 

28 (22-34) 

9.9 (7.4-12.6) 

16 (15-16) 
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Nagasaki Bay 

Sasebo Bay 

Goto 

Tushima (Izuhara Port) 

Iki (Gounoura Port) 

Ariake K出

OmuraBay 

ホ 1Environmental quality standard. 

* 2 Number of sampling station. 

本 3Number of samples. 

主要分離菌の水圏における分

A'eosart01:va fisoeri 

これまで実施した生態調査の結果と環境汚染とを比較し，

布をまとめると Fi g. 19のようになる.AscodesJJlis sp/勾erospora，

Sordaria βI/JJlaJla， J'aJaro//J..vces oeJ iCI/S var. o♂JiCI/S は汚染地域から分離されてい

ることから汚染の指標菌として適していることがわかった.さらに過去に実施した長崎湾

の海泥の調査(上田， 1976;上回，中村， 1977) および前節の汽水域底質および海域底質

の調査結果を詳しく解析してみると Fig.20に示すように SordariaβI/JJlaJla，

spoaerospora， A. macrospora， A. Jligr j・caJJSなどが汚染地域から高頻度に分離される

ことがわかった.S. ol/JJlaJlaは有機物の多く堆積している地域，すなわち汚染地域の汽水

域に高頻度に分離されるが，海水域では汚染地域であっても分離されなかった.他方，

As・'codesJJlis s pp. は海水域，汽水域ともに汚染地域に分布していることが明らかとなっ

た.以上の結果から汽水域での指標菌として S01泊 f必 βI/JJlaJla，汽水域および海水域での

指標菌として AscodesJJlis spoaerosp01ヨが利用できることを見い出した.

USA内務省水質研究所のw.B. Cooke (1957)は永年河川水，下水，活性汚泥などの汚水菌

類の研究を行い，汚水菌類のリストを発表し，その中でA. spoaerosporaを淡水域での指

標菌としてあげているが，本研究の結果A. spoaerospo1習は淡水域のみならず全水域(淡

水域一汽水域一海水域)での新規指標菌として利用できることがわかった.両菌種とも糞

AscodesJJlis 
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Fig. 19. Comparison of the distribution pa抗emof dominant fungi between 10w pollution紅 ea
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Fig.20. Distribution and frequency of SOI泊D匁oumanaand AsαJdeslll1S spp. 
in Nagasaki Bay. 
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生芭と呼ばれる菌若手であり，生態的には通常動物の糞，あるいは有機質に富む土壌から分

離され，地理的にも広く分布する菌であるが.水圏底質からは著しく汚染された地械から

のみ分離される，すなわち環境選択性が狭い狭適応性の菌であることが特徴であり指標菌

として適しているものと判断された.

2. 新規汚染指標菌を対象とした環境調査

大村湾には中小あわせて21河川が流入しているが，湾奥部の枝湾，津水湾に流入してい

る東大川の河口域は最近都市化が進み，水質汚濁が進行している.水質汚濁の原因として

は学校，病院，住宅団地、下水処理場などの排水による負荷が主な原因と考えられるので

1978-1979年にこれらの排水源調査を実施した.その結果，下水処理場の負荷量の占める

割合はCOD39弘，BOD 46%， T-N 84出， T-P 88犯を示し，水質汚濁の主要因は下水処理場排水

と考えられた.そこで東大川河口域における下水処理場排水の拡散を把握する目的で新規

汚染指標菌を対象とした環境調査を 1980-1981年に実施した.

( 1 ) 試料の採取

Fig.21に示すように東大川河口域 (9地点)および津水湾湾奥部(1地点)，計10地点を選

び1980-1981年に計4回調査し，合計39試料を供試した. S ts. 1， 2はエクマンパージ採泥

器， Sts.3-10はハンディー採泥器を用いて採取した.なお，水質の理化学試験のための採

水も同時に行った.

Upper number shows width of the river 
and number in parentheses shows 
depth of the sampling station. 

E 今 :Pollution

Tsumizu Bay 

Fig.21. HigぉhiokawaRiver， showing the sampling stations. 
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( 2 ) 調査項目

新規汚染指標菌AscodesJJJis sp!Jaerospor~1， Sordaria !JlIJJJ .. 1Iu1 の検出，水質の理化学

試験としてpH，00， COO， 800， NH4-N， N02-N， N03-N， T -N， P04-p， T -p， C 1-，底質の理化

学試験としてCOO，T-N， T-P， T-Sの測定を行った.

( 3 ) 理化学試験の測定方法

水質のpH，00， COO， BOOは日本工業規格K0102，C1ーは硝酸銀法， NH4-Nはインドフェノ

ール法， N02-NはGr i ess -Rom i j i n?去， N03-NはMu11in-Ri1eyi去， T-Nはたま和法 (N02-N+ N03-N+ 

ケルダール-N)， P04-PおよびT-Pは海洋観測指針; 底質のT-N，T-P， T-Sは底質調査方法

(環境庁水質保全局水質管理課編)で行った.

( 4 ) 汚染指標菌の分離

11-2. に準じ AscodeJJJisの分離にはアルコール処理法 s.βIIJJJallaの分離には土壌平板

法を用いた.

結果および考察

( 1 )東大川河口域の水理構造

東大川河口域はSt.2からSt.8までの護岸工事が1979年に完成し，また河床も掘削されて

ほほ平坦で水深も浅い.しかしSt.8とSt.9の聞の河床掘削されておらず，狭い水路を通じ

て流出するため水の交換はわるく淀みやすい.河口域は淡水 o可)1¥水)と海水が混合する

地域であるので水理構造を解析するためC1-濃度を測定し，水塊の移動を追跡した. 1978 

年6月5日に 10回， 7月17日， 11月27日， 1979年3月7日， 3月18日に各々 1回行った調査結果

をFig.22にまとめて示す. St. 3の表層は最干潮時(17:00)に9500ppm，最満潮時(10:30)に

14600ppmを示し，中層以深は 16300-18000ppmの範囲にあり，上流部からの淡水は表層部で

希釈混合されることがわかる.また満潮時には中層以深でのC1濃度は海水とほぼ等しい.

St. 5では表層 15400-16900ppmの範囲にあり，落潮時にC1-濃度が次第に高くなる傾向が認

められた.中層は16800-18600ppmの範囲にあり，落潮時にC1濃度は多少低くなる傾向に

ある.底層ではC1-濃度の変化は少なく 18400-18600ppmを示した. St. 7では表層が16300-

17100ppm，中層が17400-18600ppmを示し，ともに干潮時にcr濃度は高くなった.底層は

( 18400-18900ppm)を示し，海水のC1濃度とほぼ等しかった.これらの結果より東大川河

口域の水理構造はSt.3の表層部を除き C1-濃度は海水の濃度とほぼ等しく淡水の影響の大

きい海域の様相を呈することがわかった.また， 1980-1981年の採泥時の水質の調査結果

においてもTab1e16に示すようにCl -~農度の値から S t. 3より下流は海水の影響を強く受け

る地域ということが確認された.

( 2 )汚染物質の追跡

水質のT-N，T-P， NH4+， COOをSts.3，5，7の3地点で，さらに底質のT-N，T-P， T-S， COO 
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Table 16. Chemica1 properties of water samples collected at each station. 
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Fig.22.αlange of cr at Sts. 3， 5， 7 between flood and ebb tides. 
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Fig. 23. NH4+ concentration of water samples collected at Sts. 3， 5~ 7. 
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Fig.24. Chemical properties of water samples collected at Sts. 3， 5， 7. 

Table 17. Chemica1 properties of sediments collected at Sts. 3，4， 5， 7. 

Station COD T-S 下N 下P
(mg/g) (mg/g) (mg/g) (mg/g) 

3 36 4.3 1.8 0.94 
4 33 1.9 1.7 0.64 
5 34 4.0 1.7 0.87 
7 27 2.7 1.8 0.89 
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測定をSts.3， 4， 5， 7で行い，下水処理場排水の追跡調査を試みた.その結果， 下水処理場

排水の指標ともいえる NH4+はFig.23に示すようにSt.5を中心に膨潮時にはSt.3，落潮時に

はSt.7まで拡散していることが認められ， とくに表層水が高かった.このことより St.5 

直上左岸に流入する下水処理場排水は膨潮時にはSt.3まで押し上げられ， また落潮時には

表面流として混合希釈し一部が津水湾ヘ流入するものと考えられる. T-N， T-P， CODは5回

の調査結果の平均値では 3地点ともほぼ同程度であり， T-Nが1ppm，T-PがO.1-O. 2ppm， 

CODは5ppmを示し極めて汚染された状態であった.下水処理場排水の影響が汚染の原因で

あることは， 6月5日， 3月18日の調査結果でSt.5はSt.3， St. 7に比較し変動が激しいことか

らもわかる.他方，底質の試験結果では， Tab 1e 17に示すようにCODがSt.7で低かったが，

その他の項目は，地点別の差は認められなかった.なお，底質の栄養段階区分によれば，

CODはSt.7を除く 3地点で，またT-Sは全地点とも過栄養域に該当していた.

( 3 )出現集落数

Fig.25に示すようにアルコール処理法による出現集落数はSt.3から急激に増加し， St. 

5はやや減少したものの， Sts.3-6の問は集落数が多いことが認められた.さらに下流の

St. 7， St. 8になるに連れて減少し， St. 9で最低を示した.このように下水処理場の排水の

影響を受ける地点では出現集落数も多いことがわかった.

( 4 )菌類相

菌類相もまた出現集落数と同様の傾向を示し， Tab1e 18に示すように下水処理場排水の

影響を受ける地域Sts.3-7において豊富であった.子のう菌類では ja1aro/J{vcesf1avus 

が最も多くみられ， EUpeJlici11iLllll /avaJlicLI/1l 必'aetolllillm gl必OSIIm， Ascodesmis 

sp!Jaθ'rospora， j!Jie1avia telアico1 a， ffes t erc!.1オθ11a mll1tispOl孔 !Veosar t O/J，7[J 

g1.必J立が(憂占種であった.不完全菌類ではAspergi11l1s Jligel; 611maJl必11a !Jumico1a， 

Aspergi刀 llS terreus， Stac!J..vbotl:VS cnartarllmが主要な分離菌であった.

( 5 )新規汚染指標菌の検出

As・codes/Jlis属ではA. spnaerospora， A. JligricaJlS， A. pOrCiJla， A. JJJaCl玖sporaの4

菌種が検出され， A. spnaerospora， A. Jligl・f・CaJ1Sが検出頻度および出現集落数ともに

多く ，A. pOrCiJla .:!: A. /JlaCrOSpOlヨは少なかった. Fig.26に示すように A. sp/匂erospOl習

はSts.5，6を中心に分布しており， Sts.4，7では検出率は低下し，出現集落数も低下した.

St. 2では 2回検出されたものの， Sts.3，8では l回のみ検出され， Sts. L 9，10では全く検

出されなかった.A. Jligl・I・CaJlSはSt. 1およびSt.10で l回づっ検出されたが， Sts.4，5を

中心に分布しており A. sρ!Jaerospolヨと同様な傾向を示した.

他方， Sordaria属はs.βllmaJla，S. fimico1 aがそれぞれSt.5， St. 6で l回づっ検出され

たのみで分離頻度は低かった.この理由としては水質の理化学試験結果からわかるように

St. 3から河口にかけては海水の影響を強く受ける地域であるため s.nll/JlaJlaの生育に不

適な環境なためと考えられる.同様な結果は長崎湾の調査で得られており S. !Jll/JlaJlaは

海水域で、の汚染指標菌には適さないことが今回の調査においても確認された.以上の結果
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から底質の理化学的データに差がない場合でも，生物指標すなわち A. spnaerosporaの底

質中の分布および菌数を把握することにより下水処理場排水の拡散をモニタリングできる

ことがわかった.
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Table 18. Distribution and什equencyof fungi isolated from sediments in 
Higashiokawa es加訂y.
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Talaromyces jlaν'Us 
Aspergillus niger 
Eupenicillium jaV¥ωicum 
Chaetomium globosum 
Thielavia terricola 
Gilmaniella humicola 
Cuハ引lariaspp. 
Aspergillus telγ'eus 
Stachybotrys chαrtarum 
Chaetomium bostrychodes 
Ascodesmissphaerospora 
Neosartorya glabra 
Westerdykella multispora 
Ascodesmis nigricans 
Aspergilωルmigatus
Corynωcus sepedoniwη 

Eupenicillium b肉声ldianum
Dichotomomyces cejpii v訂 spinosus
Eupenicillium limosum 
Alternaria spp. 
Zopfiella 1，ω:pes 
Chaetomium spp. 
Talaromyces helicωV紅'. helicus 
T. trachyspermus 
Emericellopsis microspora 
αωinospora reticuZ仰
Aspergillus spp. 
Apiosordaria jamaicensis 
Eupenicillium spp. 
Myrothecium s p. 
Neosartorya fischeri 
Ascodesmis porcina 
Gelasinospora reticulispora 
Gliocladium spp. 
Pseudeurotium wnatum 
Acremonium sp. 
Mucor spp. 
Gelasinospora s p. 
Gymnωcella hyalinospora 
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Table 18. Continued 

Number of 

detected 
10 samples*2 

Occurrencc* ' 

Sampling station No. 
3 4 5 6 7 8 
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2 

Neurospora tetraspenηd 

Peniciluum spp. 
Pithoωcus intermedius 
Trichoderma spp. 
Ascodesmis macrospora 
BoothieLLa tetfiωpora 
Cladosporium sp. 
Eurotium chevaueri 
Nigrospora sp. 
Petriella setifera 
Phia1ophora sp. 
Podospora sp. 
Scolecobasidium terreum 
Sordaria humana 
S. fim.icola 
Talaromyces stipiωtus 
Trichocladiumω:perum 

*' Occurrence was shown as detected number for the number of sampling times.( 4 at Sts. 1-
9 and 3 at St. 10). 

心To凶 numberof examined samples was 39. 
*.> Roman numera1s show presence c1ass: 1. 1-20; II. 21-40; II1. 41-60; IY. 61-80; Y. 81-100 %. 
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V 主要水図j氏質糸状菌類の分類

1 .分類および記載

接合菌軍門 Zygomycolina (3 gcncra) 

1.ケカピI=i Mucoralcs 

a.ケカピ科 Mucoraccac

九1l1cor

Rhizopus 

ZYf;orhynchlls 
子のう菌布門 Ascomycotina (37 gcncra) 

A 不教チのう菌制 Plcctomycctcs 

1.ホネタヶ国 Onygcnalcs 

a.ギムノアスクス科 Gymnoascaccac 

Gymnascella 

b.ホネタケ科 Onygcnaccac 

Xanlhotheciwn 

2.ユウロチウムI=i Eurotialcs 

a.ベニコウジカピ科 Monascaccac 

MonascliS 

b.マユハキタケ科 Trichocomaccac 

Byssochlamys 

Chrolllocleisla 

Dichotomomyces 

Emcricella 

Ellpenicilliwn 

Ellrotilllll 

Hωnigera 

Neosarloり'a

Ta/αromyces 

刀1erlll 0ω"CllS 

c.所属科未定 Familiac lnccrtac Scdis 

(Pscudじurotiaccac)

EllI erice Llopsis 

Pselldeurotilllll 

B.核菌制 Pyrcnomycctcs

1. ;-f.・タンタケI=i Hypocrcalcs 

a.ボタンタケ手ヰ Hypocrcacじac

Neocosl11osporα 

2.ミクロアスクス目 Microascalcs 

a.ミクロアスクス科 Microascacac 

Pelriella 

Pilho仏r;CIlS

3.ソルダリア同 Sordarialcs 

a.クワイカピ科 Ceratoslomataccac 

Me/αl1ospora 

Sphαerodes 

b.ケタマカピ科 Chaetomiaccac 

Boothiellα 

Chaetomium 

COl)'llar;cella 

Thie/ανia 

c.ラシオスファエリア科 L1siosphacriaccac 

Apiosordaria 

Cercophorα 

Podosporα 

Zopflellα 

d.ソルダリア科 Sordariaccac 

ApodllS 

Gelasinosporα 

Neuroδporα 
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Sordariα 

4.マメザヤタケI=i Xylarialcs 

a.マメザヤタケ科 X Y lariaccac 

CαIcどomyces

C.慌菌制 Discomycctcs 

1.チャワンタケ目 PCχiχalcs 

a.アスコデスミス科 Ascodcsmidacじaじ

Ascodes・mis

D.小房チのう菌制 Loculoascomycctcs 

1.クロイボタケ同 Dothidcalcs 

a.スポロルミア科 Sporonniacじac

Spororllliellα 

W令slerdykella

b.所属科未定 Familiac lnccrtac Scdis 

ぐfcsludinaccac)

Eremodothis 

不完全菌斑門 Dcutcromycotina (35 gcncra) 

A.不完全糸状菌制 Hyphomycctcs 

1.叢生不完全菌I=i Hyphomycctalcs 

Acremollill川

Allernariα 

Arthrillillm 

Aspergilllls 

Aureobasidilllll 

Chrysosporium 

Clαdosporiwn 

Cllrvulω'iα 

Drechslera 

FllSαrilllll 

Geotrichum 

Gi/1IIαniella 

GliocladiulIl 

Graphium 

Humicola 

Leptographillm 

ル1em!loniella

MOllodictys 

MyrolheciuJI1 

Nigrosporα 

Paecilomyces 

Pellicillillll1 

Phialophorα 

Pitholllyces 

Sco/ecobasidiull1 

ScopuLariopsis 

Stachybotηs 

Tomla 

Trichoclad iu.m 

TI・ichodel川 α

T!・ichurus・

Uloc/αdill川

Umbelopsis 

B. 分生子巣不完全菌網 Coclomycctcs 

1.スファエロプシス白 Sphacropsidalcs 

Phomα 

2.メランコニウムI=i MclanconiaJcs 

Pestαlotiopsis 



2. 取り扱った菌類の検索

1.菌糸に隔壁を欠くか，わずかの隔壁を生じる;有性胞子は接合胞子 ;

無性胞子は大部分胞子のう中に形成する

1. 菌糸には規則的に隔壁を生じる

2. 有性胞子(子のう胞子)を子のう中に形成する

2. 有性胞子を形成しない;無性胞子は主に外生し，胞子のう中に

接合菌亜門

2 

子のう菌亜門

形成しない 不完全菌亜門

接合菌亜門

1.胞子のうと胞子のう柄は通常時色，仮根とストロンを有する 必 izoplIS

1.胞子のうと胞子のう柄は全く着色しないか，あるいはわずかに着色，

仮根とストロンを有しない 2 

2.ホモタリック;接合胞子は大きさの異なる配偶子のうからなる みrgOlγ7.VIICOllS

2. ホモタリック，またはヘテロタリック;接合胞子が形成されるときは

ほほ等しい配偶子のうから生じる JfLlcor 

子のう菌亜門

1.二重壁子のうを形成，子のう果は偽子のう殻となる

小房子のう菌綱 (Loculoascomycetes)

1.一重壁子のうを形成する 2 

2. 子のう果は子のうの裸生，裸子のう殻，または子のうが不規則に

形成される関子のう殺となる 不整子のう菌綱 (Plectomycetes) 

2. 子のう果は子のう殻または子のう盤となる 3 

3. 子のう殺を形成する 核菌綱 (Pyrenomycetes)

3. 子のう盤を形成する 盤菌綱 (Discomycetes) 

不整子のう菌綱 (Plectomycetes) 

1.子のう果は短柄上に形成される;アナモルフはfJas以♂/ospora ffonasclls 

1.子のう果は短柄上に形成されない 2 

2. 子のう果は裸生した子のうの集塊，または子のうが緩い菌糸の

ネットで被われたもの 3 

2. 子のう果には殻壁がみられる 6 

3. 子のうは菌糸上に裸生，集塊状になるが個々の明確な子のう果とならない 4 

3. 子のうは緩い菌糸のネット中に形成，個々の子のう果に発達する 5 

4. 子のう塊は淡黄色一明色;アナモルフはときに形成されるが分節型分生子

4. 子のう塊は白色;アナモルフは多量に形成され，Paecilol1!.vces 

5. 子のうは連鎖する;アナモルフはん~jcjllli/~ teosmj/oja 
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またはλ1eci1om)むθS

5.子のうは連鎖しない;アナモルフは/?aperia(= Jler imbra ) 

6. 子のう果は菌核状の子座中に形成され，成熟は遅い

6. 子のう果は菌核状にならない

7. アナモルフはPel1ici11 illm 

7.アナモルフはぬosmi to ia， Paeci1olll..vces 

8. 高温性;子のう果は半球形，赤樫色;アナモルフはアレウロ型，

Ta1arolll..vces 

/lam igera 

7 

8 

正切'el1ic i11 illm 

どnromoc1 e is ta 

Po)vpaeci1lUJlまたはPaeci1olll..vces TlJermoascus 

8. 中温性 9 

9. 子のう胞子はレンズ形(二枚貝形) ，赤道面には潜または溝と隆起がみられる 10 

9. 子のう胞子はレンズ形にならない 13 

10. 子のう果は厚膜細胞で被われる;子のう胞子は赤桜色一青紫色;

アナモルフはAspergi11us Emerice11a 

10. 子のう果は厚膜細胞で被われない 11 

11.子のう果原基は長いコイル状;子のう果は白色;アナモルフは

Po1Jpaeci1um j}iclJotomolllyces 

11.子のう果原基は短いループ状;アナモルフはAspergi11us 12 

12. 殻壁は薄く，一層の細胞からなる;子のう果は黄色一赤燈色;アナモルフは

Aspergi11us亜属;好調性 Eurotium 

12. 殻壁は数層の細胞からなる;子のう果は白色一黄色;アナモルフは

Fumigati亜属;好桐性を示さない

13. 子のう胞子は淡黄色，偏円形，刺状突起がある;アナモルフを

形成しない

13. 子のう胞子は暗色，だ円形ー球形

14. 子のう胞子は数枚の翼状隆起を有する;アナモルフはAcremol1ium

14. 子のう胞子は滑面;アナモルフはSporotorix型，または

形成しない

核菌綱 (Pyrenomycetes)

1.子のう果は肉色，明色，透明の壁からなる

し子のう果はH音色，不透明の壁からなる

2.子のう胞子は明色，厚壁

2. 子のう胞子は暗色，両端に発芽孔を有す

3. 子のう胞子表面は滑らか

3. 子のう胞子表面は網目状

h'tヲosartol:ya

.，/'311 tlJOtiクecium

14 

Emer ice 11 ops is 

Pseudellnρtill1D 

2 

4 

A色OCOSJl/OSpo ra 

3 

Jle1 al1ospora 

ゐ!Jaerodes

4.子のう胞子は淡色，黄燈色一赤燈色;若い胞子はデキストロノイド性 5 

4. 子のう胞子は日音色;デキストロノイド性はみられない 7 

5. 子のう果には発達した被毛がない PitlJoascus 

5. 子のう果は被毛で覆われる 6 
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6. 子のう胞子は無色一淡オリーブ色;アナモルフは形成しないかフィアロ型の

単純な構造または厚膜胞子 どIJae t oJs iLlJs 

6.子のう胞子は赤褐色;アナモルフはのョ'jJuiLlJs型 Petrie11a 

7.子のう胞子は発芽スリットを有する;アナモルフは h'odLl1isporiLlJs型 ぬ1ceoJJJ..vces

7.子のう胞子は発芽孔を有するか，発芽孔が認められない場合でも

発芽スリットを生じない 8 

8. 子のう胞子は通常 l細胞 2細胞の場合でもすべて暗色 9 

8. 子のう胞子は 2細胞で， s音色の細胞と無色の細胞からなる 16 

9. 子のう果は著しい被毛で覆われる;子のう胞子は l細胞，滑面 CuaetoJsiLlJs 

9. 子のう果には発達した被毛がない 10 

10. 子のう胞子は滑面になる 11 

10. 子のう胞子は筋状，網目状，小孔状などの壁になる 15 

11.子のう果には孔口がある;子のう胞子はだ円形 1細胞，基部に明瞭な

発芽孔があり，ゼラチン質のさやに包まれる Sordaria 

11.子のう果には孔口がない 12 

12. 子のうはこん棒形，先端に環状構造がみられる;子のう胞子はときに

隔壁を生じ 2細胞になることがある Apoぬ's

12. 子のうには先端構造がない，薄膜，消失性;子のう胞子は l細胞 13 

13. 子のうは 4胞子性，円筒形，子のう胞子は倒卵形 Bootuた11a

13. 子のうは 8胞子性，円筒形ーだ円形;子のう胞子は紡錘形，だ円形，

またはややこん棒形 14 

14. 子のう胞子の発芽孔は 1-2個，発芽孔の周縁は肥厚する Cor}う'lasce11a

14. 子のう胞子の発芽孔は通常 l個，発芽孔の周縁は肥厚しない J'uie1avia 

15.子のう胞子壁面は筋状の隆起がある;アナモルフはω'I:J'soni1iaまたは

形成しない

15.子のう胞子壁面は網目状または小孔状の表面構造がみられる

16. 子のう胞子の暗色細胞の表面は刺状突起，網目状または小孔状の

表面構造がみられる

16. 子のう胞子の日音色細胞の表面は滑らか

17. 若い子のう胞子はみみず形，両端に糸状のゼラチン質付属糸を

h'eLlrospora 

(/e1 as iJ10SpOra 

。iosordaria

17 

備える;子のう胞子はだ円形の暗色細胞と円筒形の無色細胞になる 白Ircoρ70ra

17. 若い子のう胞子はみみず形にならない 18 

18. 子のう果には孔口がなく閉鎖型;子のう胞子の無色細胞は円筒形，

三角形，こん棒形などで最後に潰れる;ゼラチン質の付属糸を形成しない Zopfie11a

18. 子のう果には孔口がある;子のう胞子の無色細胞は円筒形，三角形，

こん榛形などで最後に潰れる;ゼラチン質の付属糸を両細胞の先端部または

無色細胞の基部に形成する んdospora
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盤菌綱 (Di scomyce tes) 

子のうはこん棒形;子のう胞子は網目状の表面になる

小房子のう菌綱 (Loculoascomycetes)

1.子のう胞子は隔壁なし，テトラポット形

1.子のう胞子は隔壁あり， 4細胞またはそれ以上，

成熟すると各細胞はばらばらになる

2. 子のう果は開孔型

2. 子のう果は閉鎖型

不完全菌綱

1.分生子柄，分生子形成細胞は分生子殻または

Asc、odes/sis

よre/sodoto is 

2 

Sporor/siella 

飴'sterd.v/i・ella

分生子層上に形成される 分生子果不完全菌綱 (Coelomycetes) 

1.分生子殻または分生子層を形成しない 不完全糸状菌綱 (Hyphomycetes) 

分生子果不完全菌綱 (Coelomyce tes) 

1.分生子は分生子殻内に形成される PlJo/sa 

1.分生子は分生子層上に形成される Pestalotiopsis 

不完全糸状菌綱 (Hyphomycetes) 

1.分生子は菌糸，分生子形成細胞，分生子柄または

以前に形成された分生子から出芽によって生じる

し上記の性質とならない

2. 分生子はジグザクに延びる分生子形成細胞の

先端や側面に生じる

2 上記の性質とならない

3 分生子は菌糸の先端や側面，または分生子柄や

その分枝の先端から切断状に単生する

出芽型分生子

2 

シンボジオ型分生子

3 

アレウロ型分生子

3. 上記の性質とならない 4 

4. 分生子はアネライド(分生子形成細胞)の先端から切断的に連続して生じ

分生子形成細胞の先端には環紋が認められる

4. 上記の性質とならない

5. 分生子はフィアライド(分生子形成細胞)から内生的に生じ，

しばしば連鎖状または粘塊状になる

5. 上記の性質とならない

6. 分生子は菌糸，分生子形成細胞，分生子柄または

以前に形成された分生子の小さい穴から内生する

6. 上記の性質とならない

7. 分生子は菌糸の切断によって生じる

7. 上記の性質とならない
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アネロ型分生子

フィアロ型分生子

5 

トレト型分生子

7 

分節型分生子

8 



8. 分生子柄の中央部以下に組織分裂の部分があり，分生子形成

とともに分生子柄の伸長がみられる パゾジック型分生子

出芽型分生子形成グループ

1.分生子は連鎖する 2 

1.分生子は連鎖しない 3 

2.分生子はだ円形，厚壁，組面 C!adosporills1 

2. 分生子は円筒形，両端丸い，粗面 Toru!a 

3. 分生子は栄養菌糸の分離痕または小歯状突起から形成され，だ円形 A IIreoba s idills1 

3. 分生子柄は膨れた細胞から放射状に生じ，先端に無色，

球形の分生子を単生する l/s1be / ops is 

シンポジオ型分生子形成グループ

1.分生子は短い分生子柄より生じ， YまたはT字型 Sco! ecobas idills1 

1.分生子は長い束状の分生子柄(シンネマ)より生じ，だ円形

大きな粘球塊になる のdμills1

アレウロ型分生子形成グループ

1.分生子は石垣状または横断状に隔壁を生じる， B音色 2 

1.分生子は無隔壁 4 

2. 分生子は離脱したとき分生子形成細胞の分離痕が残る，だ円形 PithoJl!.vces 

2. 分生子は離脱したとき分生子形成細胞の分離痕が残らない 3 

3. 分生子は横断状に隔壁を生じる，だ円形ーこん棒形 斤ic伽 'c!adills1

3. 分生子は石垣状に隔壁を生じる，亜球形ー卵形 jfonodic (ys 

4. 分生子は無色一淡色，球形，洋なし形，こん棒形 。'l:vsosporillm

4. 分生子は日音色

5. 分生子は黒色，横に幅広い卵形ー亜球形

5. 分生子は時褐色，球形ー亜球形

6. 分生子は分生子形成細胞の先端に群生，先端に発芽孔がある

6. 分生子は分生子形成細胞の先端に単生，発芽孔はみられない

アネロ型分生子形成グループ

1.分生子は粘球塊になる;分生子柄は単生または群生するが，

束生(シンネマ)状にはならない，日音色，

1.分生子は連鎖する

2. 分生子柄は束状にならない，分生子は褐色， B音色， ときに白色

2. 分生子柄は束状(シンネマ)になり，分生子形成部に付属糸を

有する;分生子は日音色
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フィアロ型分生子形成グループ

1.分生子柄は分生子座(スポロドキア)になる 12 

1.分生子柄は分生子座にならない 2 

2. 分生子柄が発達し主軸に多数のフィアライドを形成する 3 

2. 分生子柄は短く，主軸に単一のフィアライドを形成するか，

わずかに分枝して， 2--3のフィアライドを形成する 11 

3. 分生子は連鎖するか，または乾燥した塊状になる 4 

3. 分生子は連鎖せず，スライム状に球塊になる 7 

4. 分生子柄は分校せず，先端は大きく膨らみ頂のうになる;フィアライドは

頂のうに直接または頂のう上のメトレから多数形成

4. 分生子柄の先端はほとんど膨らまず，分校はみられないが，

しばしばペニシリ状に分枝する

5. 分生子柄は分校しない;フィアライドはこん棒状に膨らみ，

分生子は球形， B音色

5. 分生子柄はしばしば分校する;フィアライドは膨らまない;

分生子は無色ー淡色

6. フィアライドは先端が長く細まる;分生子は紡錘形，レモン形，

分生子塊は無色，オリープ色，褐色

6. フィアライドは先端が短い;分生子は球形ー卵形，

分生子塊は緑色ときに白色または褐色

7. フィアライドは分生子柄またはその分校状に輪生状に形成

7. フィアライドは輪性状にならない

Asper/filllls 

5 

Jfelsllolliella 

6 

J匂θcilolllvces

PellicillillDl 

8 

8. 分生子柄は分校しない;フィアライドは分生子柄の先端に輪生状に生じ，

こん棒状に膨らむ Stac/1.ybotl:VS 

8. 分生子柄は分校する;フィアライドは分生子柄と分校の先端に輪生状に生じ，

こん棒状に膨らまない 9 

9. 分生子柄はメトレとフィアライドからなるペニシリ状 Cliocladiusl 

9. 分生子柄はベニシリ状にならない 10 

10. 分生子柄は複雑に分校;フィアライドは広角度に輪生，短く，

ボーリングのピン形，しばしばカーブする;分生子塊は緑色一白色 IriclJoderaa 

10. 分生子柄は規則的に輪生状に散開分校する;フィアライドは細長い;

分生子はソーセージ形，だ円形，円筒形，分生子塊は無色ー淡褐色 作'rticillillls 

11.コロニーは明色;フィアライドは長い円筒形，先細となる，無色 A Cre.JllOll iUDl 

11.コロニーは日音色;フィアライドはフラスコ形， B音色 PlJialoplJora 

12. 分生子は大型分生子と小型分生子の 2型からなる;大型分生子は無色，

半月形ー鎌形，横に 2隔壁以上を生じる FusariuDl 

12. 分生子は隔壁がなく単細胞，卵形，紡錘形または円筒形，

無色ーオレンジ褐色の粘塊となる めTotoeciUs/
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トレト型分生子形成グループ

1.分生子は石垣状に隔壁を形成する

1.分生子は横のみに隔壁を形成する

2. 分生子は連鎖し，倒こん棒形，くちばし状になる

2. 分生子は連鎖しない，大部分だ円形， くちばし状にならない

3. 分生子は屈曲し，両端の細胞は淡褐色になる

3. 分生子は円筒形，屈曲しない;全細胞とも同色

分節型分生子形成グループ

分生子柄を欠くか，栄養菌糸と区別できない;コロニーは

酵母様となる;分生子はだ円形ー梓状

パソジック型分生子形成グループ

分生子は分生子柄上に群生し，主として円盤状，

側面に発芽スリットを有す
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子のう菌亜門 Ascomycotina 

A. 不整子のう菌綱 P1ectomycetes 

1.ホネタケ目 Onygena1es 

a. ギムノアスクス科 Gymnoascaeae 

の切~ascella k~~lÍnospora (Kuehn， Orr et Ghosh) Currah 

Mycotaxon 24: 84， 1985. 

;-PselldoaraCOIJIotlls jそ~~lÍIJosporlls Kuehn et a1.' Mycopatho1. Myco1. app1. 14: 

215， 1961. 

:;; AracnnIotlls k1~lÍnosporlls (Kuehn et a1.) Apinis， C. M. 1. Myco1. Papers 96: 41， 

1964. 

;AfarasIJJJoella jそvalIIJospora(Kuehm， Orr et Ghosh) Arx， Persoonia 6: 374， 1971. 

文献:von Arx (1971): Currah (1985). 

YpSs寒天培地上で生育速やか， 25
0C， 1週間で直径4.5cmに達し，羊毛状の集落となり放射

状にしわを形成，薄い基底菌糸層上に緩く気生菌糸が覆う.はじめ淡黄色，のち明赤樫色

になる.子のう果の形成はよく，菌糸層間に散在する.集落裏面は鈍樫色一明褐色， 37
0

C 

では生育遅く，子のう果の形成も悪い.

子のう果は多少球形の子のう塊よりなる.子のうは8胞子性，球形ー亜球形，直径8-10μm，

消失性.子のう胞子は淡黄燈色，幅広いだ円形， 3. 5-4. Ox2.8-3. 0μm，表面はいくぶん粗

面.ラケット型菌糸を生じる.

所在:汽水域，海域.

系統:1980年5月7日，諌早市東大川， No. 1 T . 7-1. 

b. ホネタケ科 Onygenaceae 

.J~/JtóotóeCÍIIJJJ perllvIanllJJJ (Cain) v. Arx et Samson 

Persoon ia 7: 377， 1973. 

二 AIJI~ブopsÍsperllvÍanaCain， Can. ]. Bot. 35: 261， 1957. 

，; AraoうβoJJIvcesperuvIanlls (Cain) Ma110ch et Cain， Can. ]. Bot. 48:841， 1970. 

文献:Arx and Samson (1973): Cain (1957): Ma110ch and Cain (1970a). 

麦芽エキス寒天培地上で生育は抑制的， 25
0

C， 3週間で直径2cm~こ達し，灰色の綿毛状集落

となる.子のう果は表面に散在する.水滴を欠く，集落裏面は暗褐色.オートミール寒天

培地上で生育は抑制的， 25
0

C， 2週間で直径1.5cm~こ達し，綿毛状集落となる.気生菌糸は

白色，水滴は淡黄色. 37
0

Cでの生育はより抑制的.

子のう果は閉鎖型，球形ー亜球形，赤褐色，直径150-200μm，成熟すると不規則に裂ける.

子のう殻壁は厚壁，偽柔組織.子のうはかぎ状構造から生じる， 8胞子性，球形ー亜球形，

直径7.0-7.5μm，消失性.子のう胞子は卵形，無色一灰褐色， 2. 4-3.2x1. 5-2. 0μm， トゲ

状.

所在:1981年7月29日，長崎県大村湾， No. 30S・19-1.

ノート:海泥から l度だけ分離された.
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2. ユウロチウム目 Eurotia1es 

a. ベニコウジカピ科 Monascaceae 

JfOJlaSCIIS rllber van Tiegh. 

Bu 11. Soc. bo t. Fr. 31: 266， 1884. 

=Backflsia terricola Thirum.， Whitehead et Mathur， Myco10gia 56: 814， 1964. 

アナモルフ :Basipetospora rflbl刀 Co1e et Kendr i ck， Can. j. Bot. 46: 992， 1968. 

文献:Takada (1969). 

麦芽エキス寒天培地上で生育は普通， 25
0

C， 1週間で直径4cmに達し，薄い基底菌糸層上に，

白色羊毛状の気生菌糸が緩く覆い，淡オリープ褐色の集落となる.

子のう果は基底菌糸層上に形成される.集落裏面は褐色を帯びた燈色.ジャガイモ・ニン

ジン寒天培地上では穫褐色の集落となり，集落裏面は燈赤色. 37
0

Cでは生育より速やか，

子のう果，アナモルフの形成もよい.

子のう果は関子のう殻，短柄上に形成され，球形，直径30-45μm. 殻壁は薄く膜質.子の

うは8胞子性.子のう胞子はだ円形，無色， 6-6. 5x4-4. 5μm，滑面.

分生子柄は基底菌糸から生じ，細長く，直生，非分岐，先端にを形成し，分生子が形成さ

れる毎に分生子柄は短くなる.分生子は組織分裂性分節型分生子，無色，洋ナシ形ー亜球

形，基部は裁断状， 7. 5-1 Ox6. 8-9. 0μm，厚壁，連鎖する.

所在:淡水協，汽水域，海域，土壌，世界中に分布.

系統:1978年8月28日，長崎市長崎湾， No. 2N. 10-1. 

ノート .J{onascLls属の菌種は東洋において発酵食品の製造に用いられる菌種が多い.

b. マユハキタケ科 Trichocomaceae 

s.vssoc!Jla1l!Vs nivea Wes t 1 ing 

Svensk Bot. T idskr. 3: 134， 1909. 

= s.vssoclJla1l!Vs trisporLls (Hotson) Cain， Can. j. Bot. 34: 140， 1956. 

アナモルフ .PaeciloJJJ..vces nivefls Sto1k et Samson， Persoonia 6: 351， 1971. 

文献:Brown and Smi th (1957): Takada (1969). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 10日以内に直径8cm以上に達し，

基底菌糸層と白色の子のう果よりなる.集落表面は灰色. 37
0

Cでの生育速やか.

子のう果は関子のう殻，白色，球形，直径100-150μID，10日以内で成熟，通常子のうが裸

出する.子のうは造のう糸より単生， 8胞子性，球形ー亜球形，直径9-10μm，子のう胞子

は淡黄色，だ円形，厚壁， 4.5-5.5x3.5μm，滑壁.分生子柄はまれに形成.

単生のフィアライドは円筒形，先端は細まる， 12. 5-20x2-3. 5μm. 厚膜胞子を形成する.

所在:海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年10月19日，長崎県大村湾， No. 40S . 1-1. 

ピnromocleistaclnnabal~na Yaguchi et Udagawa apud Yaguchi et a1. 

Trans. Myco 1. Soc. japan 34: 105， 1993. 

アナモルフ • PaeciloJJJ..vces cinnabarinfls jong et Davis， Myco10gia 67: 1147， 1975. 
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文献:Udagawa and Takada (1973a): Apinis (1968): Yaguchi， Miyadoh and Udagawa 

(1993) . 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径6.5cmに達し，赤樫色の平坦な

集落となる.子のう果は寒天表面に散在するが，アナモルフは形成されない.集落裏面は

灰権色，部分的に緑色.ジャガイモ・ニンジン寒天培地上では遅く，直径4cm~こ達し，赤

燈色を帯びる. 37
0

Cでは生育速く，子のう果の形成もよい.

子のう果は閉子のう殻，表在性，黄機色ー赤燈色，亜球形ー卵形，直径150-225μm，赤燈

色の菌糸で緩く包まれる.殻壁は膜質，偽柔組織状ー菌核様.子のうは造のう糸より側枝

として形成され，短い連鎖となる，不規則に配列 8胞子性，球形ー亜球形，直径9.5-11 

μm，消失性.子のう胞子は幅広いだ円形， 5.5x3-3.5μm，最初無色一淡黄色，成熟する

と赤色となる，表面には不規則な隆起が縦一斜めにある.

所在:汽水域，土壌，水田土壌，比較的まれな菌.

系統:1980年11月6日，諌早市東大川， No. 3T . 1-1. 

J]jcβoloJJlo/Jfvces cejpjj (Mi l' ko) Scott var. spj/JoslIs (Udagawa) Ma110ch et Cain 

Can. j. Bot. 49: 844， 1971. 

;; J]jcnoloJJloJJ{vces alblls Sai to var. spj/JoslIs Udagawa， Trans. mycol. Soc. japan 10: 

105， 1970. 

文献:Udagawa (1970)， Ma110ch and Cain (l971a). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径8cm~こ達し，緩い羊毛

状の菌糸と多量の子のう果を寒天表面に形成する.集落の色調は淡黄色，集落裏面は淡黄

色.麦芽エキス寒天培地上の生育もジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上と同様. 37
0

Cでの生

育はよい.

子のう果は閉子のう殻，表在性，散在性，球形ー亜球形，直径300-500μm，無色の菌糸で

緩く包まれる，最初白色，のちに淡黄色となる.殻壁は無色，薄く，膜質.子のうは不規

則に散在， 8胞子，無色，球形ー亜球形， 8-9x7.5-8μm，消失性.子のう胞子は正面から

は球形，側面からは幅広いだ円形ーレンズ形にみえる， 2f回の薄い赤道帯状隆起を生じる，

3. 6-4. Ox3-3.5μm，赤道帯状隆起は幅約O.5μm，レンズ表面はトゲ状.

分生子柄は気生菌糸より端生あるいは側枝として形成，分岐は様々であるが，二又が普通

である.分生子はアレウロ型，無色，亜球形一洋ナシ形， 7.5-12.5x6-10μm，滑面.

所在:1979年4月11日，長崎市長崎湾， No.1NS・5-1= ATCC 44702. 

ノート:魚、体処理場の排水の影響を受ける場所に多い.

EJJlerjcella IJjdllla/Js (Ei dam) Vui 11. var. IJjdlllalJs 

Compt. Rend. 184: 137， 1927. 

三SI♂'rjgJJlatoc..vstjs/JjdLlla/Js Eidam， in Cohn， Bei tr. Biol. Pfl. 3: 392， 1883. 

アナモルフ ~Aspergjllus njdLllellls Samson et Gams apud Samson and Pitt， Adv. 

PenjcjlljLlJJl Aspergjlllls System.: 44， 1985. 

文献:Raper and Fenne11 (1965): Hirayama and Udagawa (1958). Samson and Pitt 
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(I 985). 

麦芽エキス寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径6.5cmに達し，灰緑色のアナモル

フが豊富に形成される.淡黄色の子のう果が分生子層の内部や上部に散在する.集落裏面

は淡黄色.オートミール寒天培地上では生育速やか，平坦な集落となる.アナモルフ，子

のう果の形成ともによい. 37
0

Cでは生育速やか，子のう果の形成もよい.

子のう果は閉子のう殻，表在性，球形，直径240-300μm，外側を厚壁を伴う菌糸によって

包まれる.殻壁は赤褐色，膜質.子のうは8胞子性，球形ー亜球形，直径12.5-15μm，消

失性.子のう胞子はレンズ形，赤紫色，胞子全体は4-5x3.5μID. 赤道面に2枚の隆起を形

成、レンズ面は滑面.厚壁細胞は無色，球形，直径10-12.5μm. メトレは5-7x3.5μm， 

フィアライドは6-7x2-3μm. 分生子は球形，黄緑色，粗面， 4.5-5.0μm. 

所在:淡水域，汽水域，海械，土壌，世界的に分布.

系統:1979年8月28日，長崎市長崎湾， No. 2N . 2. 

Ellpenic1'jj1'llJs baarnense (van Beyma) Sto1k et Scott 

Persoonia 4: 401， 1967. 

-; Pen1'c 1'j j 1'IlJs baarnense van Beyma， An ton i e van Leeuwenhoek， 6: 271， 1940. 

アナモルフ .Pen1'cijj1'lllll vanbe.VJsae Pitt， Genus Pen1'c1'jj1'usi. 142， 1979. 

文献:Scott (1968): Raper and Thom (1949): Udagawa and Takada (1968): Pitt 

(I 979) . 

麦芽エキス寒天培地上で生育はきわめて速く， 25
0

C， 2週間で直径6-6.5CIDに達し平坦で白

色の集落となる，薄い基底菌糸層が発達し，クリーム色の子のう果の形成により粒状にみ

える，アナモルフの形成は豊富でない.集落裏面は無色.ツアベック寒天培地上での生育

は25
0

C，2週間で直径3-3.5cm~こ達し，厚い基底菌糸層となり，綿毛状，白色，集落裏面は

無色.オートミール寒天培地上で生育は速く， 25
0

C， 14日で直径5cm，平坦，薄く，子の

う果が粒状に形成される. 37
0

Cでは生育しない.

子のう果は閉鎖型，表在性，明黄色，球形ー亜球形，直径100-300μm，約1カ月で成熟す

る.殻壁は菌核様，厚壁，多角形の細胞から構成される.子のうは8胞子性，亜球形， 10-

12x8-10μm，造のう糸より側枝として生じ，短く連鎖する.消失性.子のう胞子はレンズ

形， 6. 5x4-4. 5μm，赤道面に2枚の密接した隆起を形成，隆起は幅O.5-1. 0μm，レンズ面

は明瞭な粗面.

分生子柄は基底菌糸より，ときにほふく性の気生菌糸より生じ，長さ 100-200μm. 幅2.0-

3. 0μm，滑壁.ベニシリは単輪生体ー複輪生体.メトレは少数が輪生， 10-20x2. 0-3. 0μID. 

フィアライドは3-7本群生， 8-12x2. 0-3. 0μID. 分生子は淡黄緑色，亜球形ーだ円形，直径

3. 5-4x2. 5-3μm，滑面.

所在:淡水域，土壌.

系統:1976年3月16日，長崎県北高来郡小長井町， No. 6SR . 5-4. 

Ellpen1'cj・Jj 1'1l1ll brefe j d1'anllJs (8. Dodge) S to 1 k e t Scot t 

Persoon ia 4: 400， 1967. 
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;PenicijJillls brefejdianlllsB. Dodge， Myco1ogia 25: 92， 1933. 

~ ('arpellteJ♂~ brefejdiallllls (B. Dodge) Shear， Myco1ogia 26: 107， 1934. 

アナモルフ .PelliciJjill1s dodgeiPitt， Genus PenicijjillJJl. 117， 1979. 

文献:Scot t (1968); Raper and Thom (1949); Udagawa (1962); Pi t t (1979). 

麦芽エキス寒天培地上で生育きわめて速く， 25
0

C， 2週間で直径6-6.5cmに達し，平坦，表

面は緩く羊毛状となる.多量の子のう果が層状に形成される，灰緑色，通常白色の菌糸で

覆われる.集落裏面は淡黄色.ツアベック寒天培地上では麦芽エキス寒天培地上に比較し

て生育は遅く 25
0

C，2週間で直径5.5cm~こ達し，羊毛状，子のう果形成は劣る. 37
0

Cでは生

育遅く，ツアベック寒天培地上， 2週間で直径2.2cm，栄養菌糸層は厚くしわ状，麦芽エキ

ス寒天培地上では直径1.6cm，放射状にしわが入り隆起する.

子のう果は閉鎖型，表在性，肉色一黄褐色，球形ー亜球形，直径100-200μm，成熟は速く

2週間以内，殻壁は偽柔組織様，堅くならない.子のうは8胞子性，造のう糸から側枝とし

て単生，球形一洋ナシ形，直径7.5-10μm，消失性.子のう胞子は無色，亜球形ーだ円形，

3.0-3. 5x2.5-3. 0μm， トゲ状.

分生子柄は主として気生菌糸から分校として生じ， 30-60x2.5μm，比較的短い，滑面.

ベニシリは大部分単輪生体だが，しばしば1-2回主軸より分枝する.フィアライドは3-5(8) 

本7-10x2.4-30μm，不規則に輪生，分生子は亜球形一卵形， 2.5x3μID，滑面.

所在:淡水域，汽水域，海域.

系統:1981年1月13日，長崎県諌早市東大川， No. 4T . 6-4=ATCC 44704. 

βiPelJicijjill1s /avallicllls (van Beyma) Sto1k et Scott 

Persoon ia 4: 398， 1967. 

三PelJic jJ j illlsノavaniCll/JJ van Beyma， Verh. K. med. Akad. Wet.， Afd. Natuurk.， 

Reeks 2， 26: 17， 1929. 

=ぬrpenteJesノavaniCll/JJ (van Beyma) Shear， Myco1ogia 26: 107， 1934. 

=PeniciJjiuls ojlgospol~Iß Saito et Minoura， j. Ferment. Techno1.， Osaka 26: 5， 

1948. 

アナモルフ .Pel1icijjillIs il1dol1esiae Pitt， Gen. PenicijjiuJJi. 114， 1979. 

文献:Scott (1968); Udagawa and Takada (1973b); Pitt (1979). 

麦芽エキス寒天培地上で生育速く， 25
0

C， 2週間で直径7CID~こ達し，薄く，平坦，淡黄褐色

の子のう果を寒天表面に多量に形成し粒状の集落となる.気生菌糸は発達しない.アナモ

ルフ構造はわずかにみられる.集落裏面は黄褐色.ツアベック寒天培地上での生育は遅く

25
0

C， 2週間で直径3.2cm，綿毛状，白色，子のう果形成は劣る.集落裏面は淡樫色.オー

トミール寒天培地上の生育はよく 25
0

C，2週間で6.5cm，麦芽エキス寒天培地上と同様の集

落となる. 37
0

Cでの生育はよいが，子のう果形成は劣る.

子のう果は閉鎖型，表在性，黄色ー淡褐色，球形ー亜球形，直径100-150μm，2-3週間以

内に成熟.殻壁は{為柔組織ー多少菌核様.子のうは造のう糸の短い側枝として単生， 8胞

子性，球形ー亜球形， 8-10x6-8μID，消失性.子のう胞子は無色，亜球形ーレンズ形，

3.0-3. 5x2.0-3. 0μID，粗面.
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分生子柄は大部分気生菌糸から生じ，長さ 100-200μm，非分校~骨壁.ベニシリは単輪生

体，しばしば断片状.フィアライドは2-6本輸生， 8-9x2. 5-3μm. 分生子はだ円形一洋ナ

シ形， 3. 0-3. 5x2. 5μm， j骨面.

所在:汽水域，海域.

系統:1981年1月31日，長崎県諌早市東大川， No. 4T. 7-4=ATCC 44705. 

fιoe"ici//illJs /iJsoslIJJJ Ueda， sp. nov. 

Anam. st. Fe"ici//1IIJJJ /1初OSIIJJJUeda， sp. nov. 

(Plate 1， fig. 1; Plate 2， fig. 1) 

Coloniae in agaro Czapekii effusae， floccosae; cleis七O七heciae七

conidia nulla; reversum brunneum vel brunneo-auran七iacurn.

Coloniae in agaro rnaltoso rnodera七ecrescentes， ex mycelio dense 

coacto cornpositae， velu七inae; conidia abundan七工a，obscure viridula; 

cleistothecia dilu七eflava， abundan七工a，工n七ramycel工U立1coac七um

immersa; reversurn viridiflavurn. 

Coloniae in agaro farinae avenaceae effusae，七enues，granulares;

cleis七otheciaabundantia， griseo-auran七iaca; reversum dilu七eflavurn. 

Cleisto七heciasuperficialia， d工spersa，flobosa vel subglobosa， 

工40-27 5μrn diarn， dilute flava vel v工ridi-auran七工aca，post 2-3 

hebdornades rnaturan七ia; peridium prirno pseudoparenchyrnaticum， parurn 

sclerotioideum， ex cellulis incrassa七is，6-7μrn diarn， polygonis 

constans. Asci singulares iロ ascogonicishyphis， oc七ospori，

subglobosi vel ellipsoidei， 7-10 x 6-7μrn， pos七rernoevanescen七es.

Ascoporae subglobosae， 3 -3.5 x 2.5-3μrn，hyalinae， sub七ili七er

aspera七ae.

Conidiophora ex hyphis aeri工soriunda; s七ipi七espaulo工ongi，

(62.5-)75-225(-300)μrn， leves; penicilli biverticilla七ie七

asy立町le七rici; rarni interdum praedi七i，divergen七es;rne七ulae2-3 per 

ver七icillum，15-20 x 3-4μrn; phialides 5-6 per verticillum， 

ampulliforrnes， 8-10(ー工3) x 2.5-3μrn， abrup七edecrescen七es. Conidia 

globosa vel subglobosa， 2.8-3.3 x 2.5-3μrn，conspicue aspera七a，

brevica七ena七a.

Holo七ypusNo. 1NR3-2， colonia exsicca七a in cul七uraex lirno rnari 

in Nagasaki， Japonica， 9. v. 1974， e S. Ueda isola七a.

ツアベック寒天培地上で生育速く， 25
0

C， 2週間で直径5cm，綿毛状，白色の集落となり，

アナモルフは発達しない.集落裏面は褐色味を帯びた樫色.麦芽エキス寒天培地上で生育

速く， 25
0

C， 2週間で直径4.2cmに達し，基底菌糸層は厚く，ビロード状となり，鈍緑色の

アナモルフを豊富に形成する.子のう果は菌糸層内に形成され，淡黄色，集落裏面は灰黄

色.オートミール寒天培地上で生育速く， 25
0C，2週間で直径8cm.L-j上，薄く，平坦な集落

を形成する.灰オレンジ色の子のう果を菌糸層上に密生するとともに，鈍緑色のアナモル

フを形成する.集落裏面は淡黄色. 37
0

Cでは生育するが，分生子および子のう果を形成し
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ない.

子のう果は閉子のう殻，球形ーだ円形，表在性，淡黄色一灰オレンジ色，直径140-275μm，

2--3週間後に中央部より外側に向かつて成熟する.殻壁は，はじめ偽柔組織様，多少菌核

椋，厚壁細胞よりなり， 6-7角形， 6-10μm. 子のうは造のう糸の短い側枝として単生， 8 

胞子性，亜球形一長だ円形， 7-10x6-7μm. 子のう胞子は亜球形， 3-3.5x2.5-3μm，無色，

微細なトゲ状.

分生子柄は気生菌糸から生じ，長さ (62.5-)75-225(-300)μm. ベニシリは散開状複輪生体，

メトレは2木， 15-20μm，フィアライドはトックリ状， 8-10(-13)x2.5-3μm， 4-7木輪生体，

先端は急に細まる.分生子は球形ー亜球形，直径3--3.5μm，粗面.分生子の連鎖は100μrn.

所在:淡水域，汽水域，海域.

系統:1974年9月5日.長崎市長崎湾， No.1NR・3-2.

fιoell Ic Ijj IlIJJJ orlla t IIJJJ U daga wa 

Trans. rnyco 1. Soc. ]apan 9: 49， 1968. 

アナモルフ • PellIcIjjIIIJJJ OrlJatllJJJ Udagawa， Trans. mycol. Soc. ]apan 9: 49， 1968. 

文献:Udagawa(1968); Pitt(1979). 

麦芽エキス寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 2週間で、直径2cm. 集落は薄く，不規則にしわが

入る.寒天表面には多量の子のう果が形成され粒状にみえる，灰穫色.気生菌糸は発達し

ない.集落裏面は淡黄色.ツアベック寒天培地上で生育は遅く，直径1cm，薄い集落とな

る.気生菌糸は少量発達するが，子のう果の形成はみられない.集落裏面は無色. 37
0

Cで

は生育はきわめて遅く 2週間で直径1cm.

子のう果は閉鎖型，表在性，基質表面に層状に形成される.最初淡黄色のち淡褐色ー褐色

となる，球形一長だ円形，直径80-120μm，約1ヵ月で成熟する.殻壁は堅く菌核様，厚膜

細胞から構成される.子のうは8胞子性，子のう胞子はレンズ形，赤道面に2枚の密着した

隆起を形成する.胞子本体は4.0-4. 5x3. 8-4. 0μm，隆起は幅0.5-1μrn，球面はわずかに粗

面.分生子構造は観察されず.

所在 :~毎域，汽水域.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， No. 2-0S . E-81. 

ElIpellIcIjjIllJJJ parVIIJJJ (Raper et Fenne11) Stolk et Scott 

Persoonia 4: 402， 1967. 

三 PellIcIjjIlIJJJparVlIJJJ Raper et Fenne11， Myco1ogia 40: 508， 1948. 

三 ピarpeρtejesparl~/JJJ (Raper et Fenne11) Udagawa， Trans. myco1. Soc. ]apan 6: 79， 

1965. 

= E. paplla刀lIJJJUdagawaet Horie， Trans. rnyco1. Soc. ]apan 14: 378， 1973. 

アナモルフ .PelJIcIjj IIIJJJ papllallllJJJ Udagawa et Hori e， Trans. myco 1. Soc. ]apan 14: 

378， 1973. 

文献:Scot t (1968); P i t t (1979); Udagawa (1965) . 
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麦芽エキス寒天培地上で生育は遅く， 25
0

C ， 2週間で直径3cm~こ達し，中央部が盛り上がり

平坦な集落となる.子のう果は寒天表面に多数形成され層状となる，日音赤灰色. 集落裏面

は淡褐色.ツアベック寒天培地上で生育はきわめて遅く， 25
0

C， 2週間で直径1.7cmに達し，

密に織り混ざった基底菌糸層が発達し，いくぶん綿毛状となる. 子のう果，アナモルフは

形成されない.集落裏面は無色.オートミール寒天培地上で生育は25
0

C，2週間で，薄く，

平坦な集落となり，深燈色の子のう果を形成し，時櫨色の浸出液を多量に形成する.集落

裏面は淡黄色. 37
0

Cでの生育はよい. 2週間で麦芽エキス寒天培地上の直径1.5cm，ツアベ

ック寒天培地上3.5cm.

子のう果は閉鎖型，表在性，黄色一燈褐色，球形ー亜球形，直径150-200μm，3-4週間で

成熟する殻壁は菌核様，厚壁.子のうは8胞子性，卵形ー長円形， 6-7x5-6μm，受精

糸から側枝として単生，消失性.子のう胞子は無色，レンズ形， 2.0-2.5x1.5-2.0μm，赤

道面に明瞭な2枚の隆起を形成，隆起と隆起の幅は広い，レンズ面は粗面.

分生子柄は基底菌糸またはほふく菌糸から生じる， 15-20x 1. 5-2. 0μm. ベニシリは単輪生

体，フィアライドは3-5本輸生， 6-8x2.0-2.5μm. 分生子は亜球形ーだ円形， ?骨壁， 1. 8-

3.0μm. 

所在:海域.

系統:1973年12月14日，長崎県佐世保湾， No. SaS・4-2.

βipenici//i/lJlJ pinetorLl1ll Sto1k 

Antonie van Leeuwenhoek 34: 37， 1968. 

=Pellici/li/lJlJ slïJ~ticumSuprun， Byu11. mosk. Obshch. Ispyt. Prir. 61: 90， 1956. 

=Penicilllum macedonense Verona et Mickovski， Mycopath. Myco1. app1. 18: 289， 

1962. 

アナモルフ .Penici/lillls pilletoTllIs Christensen et Backus， Mycologia 53: 457， 

1961. 

文献:Scott (1968): Udagawa (1970): Pitt (1979). 

麦芽エキス寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径4.5cmに達し，薄く平坦な集落と

なる.栄養菌糸は潜在的に発達し，多量の子のう果が寒天表面に層状に形成されるため粒

状にみえる.子のう果は最初淡黄色，のち淡褐色となる.アナモルフは少量形成し，灰オ

リーブ色，集落の色調にはほとんど影響を与えない，集落裏面は無色一淡褐色.ツアベッ

ク寒天培地上では生育悪く， 25
0

C， 2週間で直径1.5cmに達し，潜在的に発達した栄養菌糸

から生じたアナモルフが散在，灰オリープ緑色，子のう果は形成しない.

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上での生育は麦芽エキス寒天培地と同様.オートミール寒

天培地上の生育は薄く，平坦，アナモルフを形成，子のう果を部分的に形成. 37
0

Cでは生

育しない.

子のう果は閉鎖型，表在性，明黄褐色，球形ーだ円形，直径100-200μm，5-6週間で成熟

する.殻壁は菌核様，厚壁，多角形の細胞からなる.子のうは8胞子性，淡黄色，レンズ

形， 3.5-4.5x3.0-3.5μm，赤道面に密着した隆起を形成，レンズ面は滑面一わずかに粗面.

分生子柄はほふく状の気生菌糸から生じる，長さ 10-40μm，幅2.0-2. 5μm，滑面.ベニシ

76 



リは単輪生体，多少散問状、フィアライドは6-10本輪生，8-9x2. 0-2. 5μm，先端は細まる.

分生子は球形，はじめ無色，のちにオリープ褐色，直径3.5-5μm，著しく粗面，分生子問

の連結部が明確.

所在 :淡水域.

系統 :1975年12月4日.長崎県北高来郡小長井町， No. 4SR・27.

ELlrot ill/s cneval ieri Mang. 

Ann. sci. nat. Bot. Ser. 9， 10: 361， 1909. 

'二 Asperg1111lScoevalieri (Mang.) Thom et Church， The Aspergilliぷ 111， 1926. 

= AspergillL1s allocotLls Bat. et Maia， Anasis soc. bio1. Pernambuco 15(1): 184， 

1957. 

アナモルフ .AspergillL1s eqLlitis Samson et W. Gams apud Samson and Pitt， Adv. 

PellicillillllJ and Aspelγ11111s System.: 36， 1985. 

文献:Raper and Fennell (1965) . 

20出スクロース加ツアベック寒天培地上で生育速く， 25
0

C， 10日で直径6cm~ご達し，平坦，

通常オレンジ赤色の菌糸に覆われた黄色の子のう果が多量に形成される.分生子頭は灰緑

色一日音青緑色で全体に散在する.集落裏面は赤褐色一褐色.

M40Y寒天培地上では生育より速やか， 25
0

C， 10日で直径8c叫共上に達し，黄燈色の平坦な

薄い集落となり，表面全体に灰緑色のアナモルフが散在する.集落裏面は赤褐色.子のう

果は閉鎖型，球形ー亜球形，直径， 100-150μm， 黄色一黄オレンジ色，殻壁は薄く膜質

の多角形細胞からなる.子のうは球形ー亜球形，直径10-12.5μm，8胞子性，消失性.子

のう胞子はレンズ形， 4. 5-5x3. 4-3. 8μm，レンズ面はやや粗面， 2木の波状に畝った赤道

面隆起がみられる.

分生子頭は灰緑色，放射状，直径100-200μm. 分生子柄は300-400x7.2-12.0μm，無色一

褐色，滑面.頂のうは亜球形，直径20-30μm. フィアライドは単列，分生子は亜球形ーだ

円形，長さ4μm， トゲ状.

所在:汽水域，土壊，世界的に分布.

系統:1980年3月12日.長崎市長崎湾， No. 4N・8-9.

HallJigera avellanea Stolk et Samson 

Persoon i a 6: 345， 1971. 

二PellicillillllJavellallellllJThom et Turesson， Mycologia 7: 284， 1915. 

二 jalaro~1Tces avellanells (Thom et Turesson) C. R. Benjamin， Myco1ogia 47: 682， 

1955. 

アナモルフ .Herlmbla lugeloelmense (van Beyma) Pitt， Can j. Bot. 57: 2395， 1979. 

文献:Sto1k and Samson (1971): Pitt and Hocking (1979): von Arx (1986). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径8cm，薄い基底菌糸層からなる.

子のう果は散在し，アナモルフが子のう果と子のう果の問に形成されるが，集落の性状に

は影響を与えない.集落裏面は鈍い赤色. 3週間以内に成熟する.麦芽エキス寒天培地上
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では生育はアナモルフが主となり，明褐色となる. 37
0

Cでは生育速やか，子のう果形成も

よく，成熟する.

子のう果は関子のう殻，球形，直径150-225μm，白色の緩く織り混ざった菌糸が壁となる.

子のうは8胞子性，卵形ー長円形，連鎖状にならない，消失性.子のう胞子は淡黄色，幅

広いだ円形.分生子柄は栄養菌糸および気生菌糸から生じ，無色， ?骨壁，隔壁がみられ，

先端は膨らむ.

ベニシリは不規則で，断片的ー複輪生体.メトレは大型のベニシリにのみ認められる.メ

トレ5x10μm. フィアライドは4-5本輸生，円筒形， 8-10x3. 5-4. 0μm，先端は細まる.分

生子は無色一淡褐色，卵形ーだ円形， 3.5-4. Ox3. 0-4.0μm， ?骨面，連鎖する.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，全国的に分布する.

系統:1973年8月10日，長崎県北松浦郡伊万里湾， No. UST. 13-2. 

)(eosa.rtoF.J包 fiscβe.ri(Wehmer) Ma110ch et Cain 

Can. j. Bot. 50: 2621， 1972. 

;-Aspe.rgiJ JIIS fi，タcne.riWehmer，Centb1. Bakt. Parasitenk， Abt. 2， 18: 390， 1907. 

= Sa.rtolJ'a III/JJiga ta Vui 11.， Compt. Rend. Acad. Sc i. Par is 184: 136， 1927. 

アナモルフ .Aspe.rgiJJIIs 11scnel~anus Samson and Gams apud Samson and Pitt， Adv. 

in PelJiciJJill/JJ and Aspe.rgiJJus System. : 39， 1985. 

文献:Raper and Fenne11 (1965): Udagawa (1959): Udagawa and Kawasaki (1968): 

Samson and Pi tt (1985). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径8cm以上に達し，粒状となる.

子のう果は層状に密生し，淡黄白色.アナモルフはあまりみられず集落の色調に影響を与

えない.集落裏面は無色. 37
0Cでは生育速やか，子のう果の形成はよい.

子のう果は閉子のう殻，表在性，白色，球形，直径200-300μm，気生菌糸に緩く覆われる.

隔壁は膜質.子のうは8胞子性，球形ー亜球形，直径10-13μm，消失性.子のう胞子はレ

ンズ形，無色，胞子本体は4-5μm，2本の赤道隆起が密着する.幅lμm.

分生子頭は短円筒形または放射状，深緑色.分生子柄は125-200x5.0-7.5μm，滑面，先端

はフラスコ状の頂のうとなり，直径15-22μm. フィアライドは単列， 5.0-7. 5x2.2-2. 8μm， 

頂のう上1/2に生じる.分生子はだ円形， 2.0-3. Ox2. 0-2. 5μm， 7骨面.

所在:淡水域，汽水域，土嬢，世界的に広く分布.

系統:1984年8月10日，長崎市長崎湾， No. 84NS. 1-2. 

hlヲosa.rtol:J包 gJab.ra(Fenne11 et Raper) Kozakiewicz 

Mycologica1 Papers， No. 162， 56， 1989. 

，; Sa.rtolJ'a lil/JJigata Vui 11. var. gJabrョ(Fenne11et Raper) Udagawa et Kawasaki， 

Trans. mycol. Soc. japan 8: 115， 1968. 

二始。sa.rtol:vafiscne.ri var. gJablヨ (Fennell et Raper) Malloch et Cain， Can. j. 

Bot. 50: 2621， 1972. 

アナモルフ .Aspergij JIIS fiscnerianus Samson et Gams apud Samson and Pi tt， Adv. 
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i n FeniciJ JillDJ and AspergiJ JI.♂ Sys tem. : 39， 1985. 

= AspergiJJlIs JleogJaberKozakiewicz， Myco1ogica1 papers No.162， 56， 1989. 

文献:Udagawa and Kawasaki (1968); Ma110ch and Cain (1972); Samson and Pitt 

(1985) . 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で、直径8cm以上に達し，白色の子のう

果が集落表面に層状に形成され粒状となる.アナモルフはあまり発達せず白色集落となる.

集落裏面は無色.麦芽エキス寒天培地上の集落もオートミール寒天培地上と同様だが色調

が淡クリーム色となる.

子のう果は閉子のう殻，表在性，球形，長径200--250μm，隔壁は膜質.子のうは8胞子性，

球形，直径12.5x15μm，消失性.子のう胞子は無色，胞子本体は4.5-5. 5μffi， 2本の赤道

面隆起が生じる.レンズ面は光学顕微鏡では滑面にみえる.

分生子頭は緩い円筒形または放射状.分生子柄は50-300x3-5μffi，滑面，先端はフラスコ

状の頂のうとなり直径10-20μm. フィアライドは単列， 6.0-7. 5x2.0-2. 5μm. 

分生子は球形ー亜球形，直径2.5-3. 0μffi，滑面.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界中に分布.全国的に土壌より分離される.

系統:1984年8月10日，長崎市長崎湾， No. 84NS . 1-1. 

始。sa1"toF..yaqllaaケicincta(Yui11) Ma110ch et Cain 

Can. ]. Bot. 50: 2621， 1972. 

~ 5a1"toIJ/ヨσvad1"icincta(Yui11) Udagawa et Kawasaki， Trans. myco1. Soc. ]apan 8: 

119， 1968. 

アナモルフ • AspergiソJIISqlladricinctlls Yui11， Trans. Br. myco1. soc. 36: 57，1953. 

文献:Raper and Fenne 11 (1965); Ma 11 och and Cai n (1972). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径8cm以上に達し，多量の子のう

果が形成されるため表面は粒状となる.最初淡黄色，のち淡褐色となる.アナモルフは少

量みられ，集落の色調に影響を与えない.麦芽エキス寒天培地上でも同様の生育を示すが，

集落の色調が淡クリーム色となる. 37
0

Cでは生育速やか，子のう果の形成もよい.子のう

果は閉子のう殻，表在性，淡黄色，球形，直径250-300μm. 隔壁は膜質.子のうは8胞子，

亜球形，直径12.5-15μm，短く連鎖する，消失性.子のう胞子は無色，レンズ形，胞子本

体は4.5-5. 0μm. 4本の狭い赤道面隆起を生じ，幅は約lμm.

分生子頭は緩い円筒形または円筒形.分生子柄は基底菌糸より生じる， 7骨面，厚壁.頂の

うはフラスコ型，直径12.5-25μm. フィアライドは単列， 7. 5--10x2. 5-3. 0μm. 分生子は

亜球形，直径2.5-3. 0μffi， 7骨面.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， 20S. E-16. 

ノート:A伝osa1"tOF..yagJab1"a， JY. fiscneriに比較すると水圏底質からの分離頻度は低い.

J:ョJa1"o/J1.yces fJa VIIS (K1 ocker) S to lk et Saffison 

C. B. S. Studies Myco1. 2: 10， 1972. 
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=の沼'110aSCIIS1] a v/.β K1ocker， Hedwigia 41: 80， 1902. 

= Ialaro/JJ..vces verJJliclIlatlls C. R. Benjamin， Myco1ogia 47: 684， 1955. 

=A1achniotlls 10diclIS Chattopadhyay et Das Gupta， Trans. Br. myco1. Soc. 42: 72， 

1959. 

= A1achniotlls iJldiCI/S var. JJlaノorC ha t t opadhyay e t Das Gupt a， Trans. Br. myco 1. 

Soc. 42: 73， 1959. 

= PeJl ic ill illJJl 1必ρi Kamyschko， Notu1. syst. Inst. Cryptog. Horti bot. petropo1. 

15: 86， 1962. 

アナモルフ .PenicillillJJl dangeardii Pitt， Gen. PenicilliLIJJI. 472， 1979. 

文献:S to 1 k and Samson (1972); Tubak i and Asano (1963); P i t t (1979). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間以内に直径7cmに達し，多数の子のう

果が寒天上に密着して層をなす，黄色一黄赤色.アナモルフは子のう果を覆った白色一淡

桃色の気生菌糸上にみられるが少量である.集落裏面は淡黄色. 37
0

Cでは生育は良いが子

のう果は形成されない.

子のう果は球形，直径200-350μm，閉鎖型，黄色の発達した菌糸網が子のう果壁となる.

子のうは8胞子性，球形ー亜球形，短く連鎖する，直径10.0-12. 5x8. 0-10. 0μm，消失性.

子のう胞子はだ円形， 4. 5-5. Ox3. 8-4. 0μm，黄色， トゲ状.

分生子柄は30-300x2.0-2. 5μm. ベニシリは複輪生体，ときに断片的な構造となる.メト

レは3-4本輪生， 8.0-10. Ox2. 0-2. 5μm. フィアライドは6-8本輪生，ベン先型， 8.0-10. Ox 

2. 0-2. 5μm. 分生子は亜球形ーだ円形， 2.2-3. 2x1. 8-2. 5μm，滑面，連鎖する.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年1月31日，諌早市東大川， No. 4T . 5-4=ATCC 44707. 

ノート:水圏底質から分離される子のう菌の中で分離頻度の高い菌の一つである.

IalarohぞvcesoeliclIs C. R. Benjamin var. jウelicLls

Myco1 og ia 47: 684， 1955. 

アナモルフ .PenicilliLIJJl spirillLIJJJ Pitt， Gen. Penicilli，UJf. 476， 1979. 

文献:Sto1k and Samson (1972); Benjamin (1955); Pitt (1979). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径7cm~こ達し，多数の子のう果が

寒天表面上に集まり層をなす，鮮黄色.アナモルフはほとんどみられない.集落裏面は黄

色. 37
0

Cでは生育は抑制的.

子のう果は閉鎖型，球形，直径200-300μm，鮮黄色.子のう果を覆う菌糸は穎粒のため粗

面，分岐する.子のうは8胞子性，亜球形，直径6-7μm，消失性.子のう胞子はだ円形，

3. 0-3. 5x 1. 8-2. 0μm，かすかにトゲ状、両端が顕著.

分生子柄は気生菌糸から生じ，滑面またはかすかに粗面.ペニシリは2-4木輪生し， 8.0-

18. 0 x 2. 5-3. 0μm. フィアライドはペン先型， 2-6本輪生， 8. 0-14x2. 0-2. 5μm. 分生子は

だ円形ー亜球形， 3.0-4. Ox2. 5-3. 0μm. 

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，廃水沈澱池，世界的に分布.

系統:1981年1月13日，諌早市東大;[1，No. 4T・6-5=ATCC44581. 
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刀11a1・oJJJ.vceso!Jiensis P i t t 

The genus Penici11illJJl 502， 1979. 

= ja1aro~}Tces lIcrainiclIs Udagawa， Trans. myco1. Soc. ]apan 7: 94， 1966. 

アナモルフ .PeJJici11 illJJl o!JieJJse Huang et Schimi t. 

文献:Udagawa (1966): Sto1k and Samson (1972): Pi tt (1979). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径5cm~こ達し，緩い基底菌糸層を

形成し，のちに子のう果を形成する.最初白色，子のう果の形成とともに黄色となる.ア

ナモルフはほとんど生じない.集落裏面は無色.麦芽エキス寒天培地上では同様の生育を

示すが羊毛状となる.子のう果の形成もよい，集落裏面は無色. 37
0

Cでは生育遅く，子の

う果は形成されない.

子のう果は閉鎖型，球形ー亜球形， 300-500μm，子のうは8胞子性，卵形ー亜球形， 7.0-

9.0x5.0-6.0μm，短く連鎖する，消失性.子のう胞子はだ円形， 3.5-4.0x2.2-2.5μm，不

規則な赤道面隆起が2条以上形成される.

分生子柄は気生菌糸より短い分岐として生じる.ベニシリは単輪生体，複輪生体，断片状.

メトレは2-6本が輪生，フィアライドは密着し5-8本輪生，べン先型.分生子は無色，だ円

形ー亜球形， 2. 0-3. 0 x 1. 5-2. 5μm. 

所在:海域，土壌，全国各地の土壌に分布.

系統:1973年8月10日，長崎県伊万里湾， No. UST. 16-4=ATCC 44587. 

ノート:水圏底質からの分離頻度は低い.

ja1aro~"で'es s tipi ta tllS (Thom) C. R. Benj am i n 

Mycologia 47: 684， 1955. 

ユPenici11illJJlstipitatllJJl Thom apud Emmons， Mycologia 27: 138， 1935. 

アナモルフ .PeJJ ic i 11 illJJl eJJlJJJOρ's ii P i i t， Gen. Pen ic i11 illJJf. 479， 1979. 

文献:Stolk and Samson (1972): Benjamin (1955): Pitt (1979). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径8cm~こ達し，多数の子のう果が

寒天上に密着して層をなす，黄色.アナモルフは少量.集落裏面は黄色. 37
0

Cでは生育速

やかだが，子のう果形成はよくない.

子のう果は閉鎖型，球形ー亜球形，直径250-400μm，黄色の菌糸で覆われる.子のうは8

胞子性，亜球形ー長だ円形， 6. 0-8. Ox6.0-6. 5μm，短く連鎖する，消失性.子のう胞子は

レンズ形，黄色， 3. 0-3.5x2. 2-2. 5μm， 1枚の赤道面隆起あり，その幅はO.2-0. 5μm，滑

面.

分生子柄は気生菌糸から生じる， 20-80x2.0-2.5μm，滑壁.ベニシリは断片的，単輪生体.

または複輪生体.メトレは3---4木輪生するか，形成されないこともある. 1 0---15x2. 5μm. 

フィアライドは3-6本輪生，べン先型， 12-16x2.0-2.5μm. 分生子はだ円形ー卵形， 3.0-

4. 0 x 2. 0-3. 0μm，滑壁.

所在:淡水域，汽水域，土壌，スライム，世界的に分布.

系統:1981年1月13日，諌早市東大川， NO.4T. 1ートATCC44580. 
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iaJaro/JJ..vces tracのす~elNus (Shear) Stolk et Samson 

C. B. S. Studies Myco1. 2: 32， 1972. 

;AI習のfJniotl.ノ'S traoり'spermusShear， Science， N. Y. 16: 138， 1902. 

アナモルフ .FeniciJJium Jeomallii Pitt， Gen. FelliciJJitllJi. 497， 1979. 

文献:Stolk and Samson (1972); Benjamin (1955); Pitt (1979). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径6.5Cffi~こ達し，白色の薄い平坦

な集落となり，栄養菌糸は潜在する.多量の子のう果が形成され，表面は粒状となる.集

落裏面は無色. 37
0

Cでは生育速やか，子のう果の形成は劣る.

子のう果は閉鎖型，球形， 250-450μm， 2週間で成熟する.子のう果は密な菌糸で覆われ

る.子のうは8胞子性，球形ー卵形， 6.0-8. Ox5.0-6. 0μm，消失性.子のう胞子はだ円形，

無色， 3.0-3.5x2.0-2.5μm. 

フィアライドは3-5本輪生，ペン先型， 12.5-15x2.0-2.5μm.分生子はだ円形， 2.5-3.0 

x1. 5-2. 5μffi，滑商.

所在:淡水域，汽水域，海域.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， No. 20S. 7-7. 

ノート:水圏底質から分離される子のう菌の中で最も分離頻度の高い菌である.

f万e17lloas・'CtIScrustacells (Apinis et Chesters) Sto1k 

Anton ie van Leeuwenhoek， 31: 272， 1965. 

二j}acl..vJo1!lvcescrustaceus Apinis et Chesters， Trans. Br. myco1. Soc. 47: 428， 

1964. 

アナモルフ .FaeciJo/JJ..J'ces crustaceus Apinis et Chesters， Trans. Br. myco1. Soc. 

47. 428. 1964. 

文献:Sto1k (1965); Apinis and Chesters (1964); Cooney and Emerson (1964); Awao 

and Otsuka (1974). 

麦芽エキス寒天培地上で生育きわめて速やか， 45
0

C， 5日以内でで直径8cm以上に達し，薄

い基底菌糸層上に子のう果が散在する.色は最初無色，子のう果形成とともに明燈色，の

ち灰赤色に変化する.集落裏面はアプリコット黄色.

子のう果は閉鎖型，表在性，亜球形，基部は幅広く，黄樫色一燈赤色，直径300-500μffi，

独立するものより集合したものが多い，気生菌糸の緩い覆いで包まれる.隔壁は偽柔組織

様，外層は不規則な黄褐色の細胞からなる.子のうは造のう糸に単生 8胞子性，亜球形，

17-22x13-15μm，子のう胞子はだ円形，淡黄色， 6.0-7.0x5.0-6.0μm，厚壁，微細な粗面.

アナモルフは様々，フィアライドが単生するものもあれば，ベニシリ状となるものもある.

フィアライドは20-25x 5. 0-6. 0μm， 2-3本が輪生体となるか単独，先端は長く連鎖する，

集塊は淡褐色.所在:海域，土壌，世界的に分布.

系統:1973年10月31日，長崎県伊万里湾， No. MS・10-1.
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C. 所属科未定 (Pseudeurotiaceae) 

EJJJerice110psis JJJicrospora Backus et Orpurt 

Myco1ogia 53: 67， 1961. 

= SatllroJJJ..vces ollslico1a Cai n， Can. ]. Bot. 34: 135， 1956. 

文献:Durre 11 (1959): Gams (1971). 

オートミール寒天培地上で生育中程度， 25
0

C， 2週間で、直径5cm~ご達し，薄く，栄養菌糸は

潜在的に発達する，気生菌糸の発達はよくない.培地表面あるいは培地中に黒色の子のう

果が形成される.集落の色調は淡赤色，集落裏面も淡赤色. 37
0

Cでは生育抑制的，子のう

果は形成しない.

子のう果は表在性一潜在性，昇、色，球形，直径60-120μm. 殻壁は半透明，膜質，淡褐色

の細胞が数層からなる，細胞の大きさ 4-8μm. 子のうは8胞子性，球形ー亜球形，直径

12.5x15μm，消失性.子のう胞子はだ円形，淡オリーブ色， 5--6x4--4. 5μm，縦に3--4本

の隆起(縁)と翼状の付属物を形成する.アナモルフは AcrelJloniulJl型である.フィアライ

ドは気生菌糸より単生，非分岐，無色.分生子はフィアロ型，無色，だ円形， 4-6x2-3μm. 

所在:淡水域，気水域，海水域，土壌，水田， ~胡泥，世界的に分布.

系統:1979年11月20日，長崎市長崎湾， No. 3N . 1-3. 

ノート:海泥，とくに長崎湾の底泥から多数分離された.ElJler ice 1 1 ops is中，小型の子

のう胞子を形成する群に入札類似種としてよ JJJinilJl8，E. OllJJJico1a， E. pllsi113など

があり， Gamsはこれらに E. /sicrospor3を含めてよ EかilJlaのシノニムとしている.

PselldeurotillJJJ ova1e Sto1k 

Anton ie van Leeuwenhoek 21: 65， 1955. 

文献:Sto1k (1955a); Udagawa (1965); Ma110ch and Cain (1970b). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径6-6.5cmに達し，暗色，灰緑色

の集落となる.栄養菌糸は潜在性，気生菌糸は薄く，綿毛状となる.子のう果の形成はよ

い.集落裏面は灰緑色.ジャガイモ・ニンジン寒天培地の生育はオートミール寒天培地上

と比較してやや遅く，色も灰緑色とならない. 37
0

Cでは生育しない.

子のう果は閉鎖型，表在性一潜在性，黒色，球形，直径125-200μm. 殻壁は一層，暗褐色

の厚い，不規則な多角形細胞からなる.子のうは8胞子性，卵形，洋ナシ形またはだ円形，

8. 0-10x6. 0-8. 0μm，側糸は形成されない.消失性.子のう胞子はだ円形， 4. 0-4. 5x 

2. 8-3. 0μm，最初無色，のちに時褐色となる.アナモルフはSporothrix型.

所在:海域.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， No.20S・1-1.

Pselldellrotillsl zonatllJJJ van Beyma 

Zentr. Bakterio1. Parasitenk， Abt. 2， 96:415， 1937. 

= levi，タ'Poratelアico1a Routien， Myco1ogia 49: 189， 1957. 

文献:Booth (1961); Udagawa (1965): Ma110ch and Cain (1970b). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で、直径5-6cm~ご達し，薄い平坦な集落
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となる.栄養菌糸は潜在性，暗灰色，子のう果は多量に形成され散在.アナモルフはわず

かに形成.集落裏面は無色. 37
0

Cでは生育しない.

子のう果は閉鎖型，表在性一潜在性，黒褐色，球形，直径100-175μm.殻壁は一層，暗

褐色の厚い不規則な多角形細胞から構成される.子のうは8胞子性，卵形，洋ナシ形また

はだ円形， 10-12.5x7.5-10μm，消失性，側糸は形成されない.子のう胞子は球形，直径

3.5-4.0μm，最初無色，のち暗褐色，厚壁，発芽孔なし.

アナモルフはゐorotorix属，分生子柄は気生菌糸あるいは菌糸東から短枝として生じ，

10-20x2-2.5μm，非分校.分生子は無色，卵形ーだ円形， 4. 0-5. Ox2. 5-3. 0μm. 

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌.

系統:1979年4月11日，長崎市長崎湾， No. 1 N・9-1.

ノート:本菌は土壌菌類であるが，日本ではとくに水田土壌から分離されており，水圏環

境に適応した菌と考えられる.

B.核菌綱 Pyrenomycetes 

1.ボタンタケ目 Hypocrea1es 

a. ボタンタケ科 Hypocreaceae 

Aを~OCOSJJJospora tellllicrista ta Ueda et Udagawa， sp. nov. 

Mycotaxon 16: 387， 1983. 

アナモルフ .AcremoniuJJJ tenuicristatumUeda et Udagawa， anam. sp. nov. 

文献:Ueda and Udagawa (1983). 

(Plate 1， fig. 2; Plate 2， fig. 2) 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育きわめて速く，23
0

C， 14日で、8cmに達し，縄状，

薄い菌糸層からなり，ワイン色を帯びた淡黄色となる.子のう殻は菌糸層上に豊富に形成

され，桃色または栗毛色，緩い白色の菌糸で覆われる集落裏面は褐色を帯びた樫色また

は淡黄褐色. 37
0

Cでの生育は23
0

Cにくらべやや遅く，子のう殻形成は劣る.

子のう殻は表在性，散在または集合する，はじめ無色のち桃色あるいは燈ー赤色となり，

最後には赤褐色となる，卵形一洋ナシ形， 335-415x265-320μm，無色，無分岐?骨面の短

い，直径6-8μmの菌糸様毛に覆われる.頚部は短く，円錐形，多少時赤褐色， 65-80x80-

115μm，孔口部は丸くなる.隔壁は膜質，偽柔組織，淡黄樫色，しばしば半透明，多角菌

糸組織;外層は淡紅色，厚壁の多角形細胞からなる;内層は無色，薄壁，平坦な多角形細

胞からなる.側糸は無色，紡錘形，隔壁あり，無分岐，基部で直径3-4μm，上部は細まり

先端は丸くなる.子のうは 8胞子性，無色，円筒形， 90-110 x 13-15μm，先端は丸くある

いは裁断状になる，先端リングは生じない.子のう胞子は単列， 1細胞，淡褐色，幅広い

だ円形ーだ円形， 13.5-17xl0-l1.5μm，油滴を内包する，厚壁，発芽孔を欠く，表面には

横方向に微細な隆起があり液状にみえる.分生子柄は菌糸から生じ，単生.分生子は無色，

油状を含む， 0-1隔壁，だ円形一円筒形あるいは紡錘形，ややカーブしている， 6.5-15 (-

19)x2. 5-4. 5μm，滑面，両端は丸い，厚膜胞子を欠く.

所在:海水域.
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系統:1981年 l月26日，長崎県大村湾 t No. 10S ・5-8.

ノート :A令OCOS/1JOSOl・2属のなかで子のう胞子に横縞のある菌種は木種と;v， Stl・Iataの2

種のみである.両者は類似するが t A( strjataの子のう胞子の隆起は8-10本でよりごつ

ごつしており，またアナモルフを欠くことで木種と区別される.

2. ミクロアスクス目 Microascales 

a. ミクロアスクス科 Microascaceae 

Petlプθ113setjγelヨ (Schmidt) Curzi 

Bol1. Staz. Pat. Veg. Roma 10: 41L 1930. 

=グ'IcroasclIssetjfer SchmidC Diss. W. G. Kornt BreslauT Germany 1912. 

文献:Barron et a 1. (l961aT 1961 b); Udagawa (l963b). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育遅く t 25
0

C t 10日で直径3cmに達し，灰緑色一鈍

緑色，基底菌糸層は厚く潜在性，アナモルフは多量に形成され，著しく縄状，多量の菌糸

束が形成される.培養を長めると子のう殻を集落全面に形成する.集落裏面は無色一淡黄

褐色. 37
0

Cでの生育は悪く，アナモルフ，子のう殻ともに形成されない.

子のう殻は表在性一半潜在性，時オリーブ褐色，球形，直径100-120μm. 頚部は短く，長

さ 12.5-20μmt 孔口毛を有する.殻壁は膜質;被毛は長く，淡オリーブ色，滑面，隔壁

有り.子のうは8胞子性，卵形15-22xI2.5μmt 消失性.子のう胞子は最初無色，のち赤褐

色となる，不対照なレンズ形t 8. 0-10x12. 5-15μmt 側面から見ると偏平状，滑面，両端

に発芽孔を有す.成熟時には長いつる状の集塊となって孔口から噴出する.

アナモルフは Sporot!JrμFおよび ui刀ρβIl//1J型.Sporo thr Ir型は気生菌糸または菌糸束か

ら単生する.分生子は無色，長だ円形ーだ円形 t 7. 5-1 Ox4. 0-5. 0μmt 上端は丸く基部は

裁断~r犬 7骨面 . ui刀'phjll/1J型はほふく菌糸から延び，集まって分生子柄束となる.分生子

柄束は時オリーブ色一時褐色.長さ約450-500μmt 幅5.0-20μm. ペニシリ状に分岐し，

先端はフィアライドとなり分生子を形成する.分生子は Sporot!JrIx型とほぼ同じ，粘塊

状に集まる.

所在:海域，土壌，分布はあまり広くない， ドイツ、アメリカ，日本.

系統:1981年10月19日，長崎県大村湾 t No. 40S・27-1.

ノート:海泥より l回分離されただけである.

PItβoaSCl/S lotelmedlus (Emmons et Dodge) v. Arx 

Persoon ia 8: 373T 1975. 

三万'croasclIs Inter/1Jedjlls Emmons et DodgeT Mycologia 23: 313T 1931. 

文献:Arx (l973L Minoura et al. (1975). 

オートミール寒天培地上で生育きわめて抑制的， 25
0

CT 1カ月で直径1.5cmに達し，薄く，

平坦な集落となる.栄養菌糸は潜在性，気生菌糸の発達はよくない.集落裏面は無色.ジ

ャガイモ・ニンジン寒天培地上では生育遅く，灰白色となり，放射状のしわができ，輪紋

状の集落となる.集落裏面は暗褐色.

子のう殻は表在性，黒色，球形ー亜球形，乳首状の頚部を有す.直径125-200μm. 殻壁は
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炭質，わずかに被毛あり，子のうは8胞子性，卵形ーだ円形， 10-12. 5x5. 0-7.0μm，消失

性.子のう胞子は淡褐色， 5. 0-6.0x2. 0-2. 2μm.三日月形，両端はいくぶん丸い，滑面.

アナモルフはみられない.

所在:海域.

系統:1981年7月29日，長崎県大村湾， No. 30S. 9-2. 

3. ソルダリア目 Sordariales 

a. クワイカピ科 Ceratostomataceae 

ルlallosporaLう~eJ~l~stris (Fuckel) Hohne1 

Sitzungsberichte der Akademie der Wissenchaften， Wien， 

Mathematisch-naturwissens chaftliche Klasse 1. 123: 94， 1914. 

2どeratostoJJlabl・-evirostl・-e Fuckel， botanische Zeitung 19: 250， 1861. 

=ど:β'elvellaeCooke， Grevi 11ea 1: 175， 1873. 

= Jlelanosporaβelvellae (Cooke) Sacc.， Miche1 ia 1: 283， 1878. 

= jf. splJaeroderDJoides Grove， ]. Bot. Br i t. and Fore ign 23: 132， 1885. 

=jlJielavia soppittii Crossland， The Natura1ist (Hull) 1900: 7， 1900. 

=ルlallosporatlllasnei Udagawa et Cain， Can. ]. Bot.， 47: 1932， 1969. 

=JlicrotheC1UJJl zobelii (Corda) Fucke1， Udagawa et Cain， Can. ]. Bot.， 47: 1919， 

1969. 

文献:Cannon and Hawksworth (1982); Udagawa and Cain (1969). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育速やか，薄く，平坦な集落となる.栄養菌糸は培

地中に形成され，培地表面には子のう果が形成する.集落裏面は無色. 37
0

Cでは生育しな

い.

子のう果は関子のう殻，表在性一潜在性，球形，直径200-275μm，はじめ淡黄樫色，のち

に黒色となる.隔壁は膜質，半透明，多角形の大型細胞から構成される.子のうは8胞子

性，幅広いこん棒状， 40-60x 12. 5-20μm，先端構造はみられない，消失性.子のう胞子は

レモン形，褐色， 20-24xl0-11 μm，発芽孔は両端にある.

アナモルフ:フィアロ型分生子を形成.フィアライドは気生菌糸上に側生，フラスコ型，

5-7x4-5μm，基部は膨らみ先端は細まる.分生子は無色，卵形 1細胞，直径2.5-3. 5 

μm，短く連鎖する.

所在:淡水域，土壌.

系統:1976年8月11日，諌早市本明川， No. 2HR. 1-5. 

ゐ!Jaerodesre t iSPOlヨ (Udagawaet Cain) Cannon et D. Hawksw. 

Bot. ]our. Linnean Soc. 84: 149， 1982. 

二次;crotlJecillJJlretisporllDJUdagawa et Cain， Can. ]. Bot. 47: 1926， 1969. 

文献:Udagawa and Cain (1969); Cannon and Hawksworth (1982). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育速やか，栄養菌糸は培地中に発達し，気生菌糸は

わずかに生じ，薄い，平坦な集落となる.子のう果は多量に形成される.集落裏面は淡黄
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色. 37
0

Cでは生育しない.

子のう果は閉鎖型，表在性一半潜在性，球形，直径175-225μm，最初無色，のち黄褐色と

なり胞子成熟とともに黒色となる.隔壁は薄く膜質，半透明，大型細胞からなる.子のう

は消失性，子のう胞子はレモン形， 17.5-20x10-15μm最初無色，成熟すると暗褐色，表面

は太い網目模様がある.発芽孔は両端にみられる.

分生子形成細胞はフィアロ型、フィアライドは気生菌糸より短い側枝として形成，円筒形

ーフラスコ形， 8.0-10. Ox2.5-3.0μm. 分生子は卵形， 3.5-5.0x2. 5-3. 5μm，滑面，球塊と

なる.

所在:淡水域，土壌，全国的に分布.

系統:1976年3月16日，長崎県北高来郡境川， No. 6SR.2-1. 

b. ケタマカピ科 Chaetomiaceae 

Boot!Jie!!a tetraspora Lodhi et Mirza 

Myc010gia 54: 217， 1962. 

:: J'!Jie! a v ia oLlJsico! a Arx et Tari g Mahmood， Trans. Br. myco 1. Soc. 51: 611， 1968. 

文献:Udagawa and Furuya (1977): Furuya and Naito (1979b). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 1週間で直径8cm~こ達し，薄い平坦

な集落となる.最初白色，子のう果の形成とともに暗色となる.オートミール寒天培地上

でも生育速やか，淡黄色の気生菌糸が表面を覆う. 37
0

Cでの生育は速く，子のう果の形成

もよい， 2週間後には成熟して裂ける.

子のう果は閉子のう殻，潜在性一半潜在性，最初無色，のちに黒色となる，球形，直径

130-230μm，成熟は速く培養約7-10日間後，菌糸に包まれる.隔壁は膜質，偽柔組織，薄

壁の細胞から構成される.子のうは4胞子性，円筒形， 75-85x12.5-15μm，明確な先端構

造は認められない，側糸は形成されない，消失性.子のう胞子は単列，黒褐色，幅広いだ

円形， 17.5x12.5-15μm，一端が尖る，尖った端に発芽孔がl個生じる.アナモルフは形成

しない.

所在:汽水域，土壌，水田土壌，日本，東南アジアに広く分布.

系統:1980年5月7日，長崎県諌早市東大川， No. 1 TS . 5-1. 

ピIJaetoJsiLlJsallreLlJs Chi vers 

Mem. Torrey Bot. C1ub 14: 174， 1915. 

:: ('oaetoJsiLlJs miniJsLlIs van Beyma， Antonie van Leeuw. 10: 42， 1944. 

文献:Ames (1963): Seth (1970): Udagawa (1960). 

オートミール寒天培地上で生育は普通， 25
0

C， 17日で直径7cm~こ達し，平坦，薄く，子の

う殺が密生する，オリーブ褐色.集落裏面は灰オレンジー褐色. 37
0

Cでは生育するが子の

う殻は形成しない.

子のう殻は125-150xl00-125μm，頂端に大きい孔口を有する.頂毛は淡オリーブ色，直生

一弓形，先端は内側に曲る，基部での幅3-3.5μm，微細な粗面.側毛は直生，頂毛と同様，

基部での幅2.5-3μm. 子のうは8胞子性，こん棒形. 35-40x8-10μm. 子のう胞子は不規則
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な卵形，オリーブ褐色， 9-12x4.5-5.5μm. 

所在:淡水域，土壊，世界中に広く分布する，全国的に分布.

系統:1976年3月16日，長崎県北高来郡境川河口， No. 6SR. 1-5. 

ピIlaeto/JIill/JIbostr:vc!Jodes Zopf 

Sitz. Bot. Ver. Prov. Brandenb. 19: 173， 1877. 

文献:Ames (1963); Seth (1970); Udagawa (1960). 

オートミール寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 3週間で直径6.5cmに達し，気生菌糸は発達せ

ず，子のう殻が寒天表面に散在する.集落裏面は無色. 37
0

Cでは生育遅く，子のう殻は成

熟しない.

子のう殻は黒色，卵形， 225-250x175-200μm，頂端に孔口を形成.頂毛は下部では直生，

上部はラセン状に8-10回コイルし，先端は丸くおわる.基部で、の幅5μm，微細な粗面，隔

壁あり，しばしば分岐する.側毛は直生，下部は暗色，上部は淡色，隔壁ある，基部での

幅4.5-5μm. 子のうはこん棒形， 30-35x10-14μm，消失性.子のう胞子は幅広い卵形，淡

オリーブ色， 6. 5-7x5. 5-6μm. 

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界中に分布，全国的に分布.

系統:1979年3月12日，長崎市長崎湾， No. 4NS' 10-5=ATCC 44701. 

。'3etolJJilllJJbras・iJienseBat. et Pontual 

Bo1. Sec. Agr. Ind. Com.， Pernambuco. 15: 69， 1948. 

文献:Ames (1963); Seth (1970); Udagawa (1960). 

オートミール寒天培地上で生育速やか，子のう殻が寒天表面に散在する，灰緑色，集落裏

面はすみれ灰色. 37
0

Cでは生育速やか，子のう殻を形成する.

子のう殻は灰緑色， 150-175x125-150μm. 頂毛はオリープ褐色，下部は波状，上部はラセ

ン状に5-6回巻く，著しく粗面，隔壁あり.側毛は多少波状，隔壁あり，粗面.子のうは

8胞子性，円筒形，無色， 20x7μm. 子のう胞子は単列，卵形，淡オリープ褐色， 7. 5-8x5-

6μm，一端は尖る.

所在:淡水域，土壌，分布は広い.

系統:1975年10月22日，長崎県北高来郡小長井町， No. 3SR・6-9=ATCC44701. 

C!Jaeto/JIill/s capr inll/JI Ba i n. 

Bu 11. Soc. myco 1. France 25: 223， 1909. 

文献:Ames (1963); Seth (1970); Udagawa (1963a); Matsushima (1971). 

オートミール寒天培地上で生育速やか，栄養菌糸は潜在生，気生菌糸はみられない，子の

う殻が散在，暗灰色，集落裏面は無色. 37
0

Cでは生育しない.

子のう殻は表在性，暗灰色，倒こん棒形， 175-190x27. 5-32. 5μm. 頂毛は基部では直生ま

たは弓形，上部では5-7回コイルする，分岐するものもある，基部での幅は4-5μm，粗面，

隔壁あり， a音オリープ褐色.仰j毛は直生，幅3-4μm，粗面，隔壁有り，上部は淡色，基部

は褐色.子のうはこん棒形， 8胞子性， 37.5-50xlO-12.5μm，子のう胞子は淡オリーブ色，
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幅広い卵形， 6-7x5-5.5μm，両端は尖る.

所在:海水域，土壊，世界中に広く分布する.日本でも全国的に分布する.

系統:1979年11月20日，長崎市長崎湾， No. 3N. 7-10. 

Chaeto//Jill//J fllsifor//Je Chi vers 

Proc. Am. Acad. Art s Sc i. 48: 87， 1912. 

文献:Ames (1963); Se t h (1970); Udaga wa (I 960) . 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径7cm，平坦，薄く，子のう殻が

密生する.子のう殻は暗灰色. 37
0

Cでは生育するが，子のう殻は形成しない.

子のう殻は表在性，オリーブ褐色，亜球形ー卵形， 115-125x110-25μm，隔壁は膜質， 5--

7μm，多角形細胞からなる，時オリーブ褐色.頂毛は暗色，弓形，先端は曲る，隔壁ある，

微細な粗面.長さ 150-175μm，基部の幅は3.5-4μm，側毛は直生，暗色，微細な粗面，隔

壁ある， 75-87μm，子のうは8胞子性，複列，こん棒状， 37. 5-x10-12. 5μm. 子のう胞子

は最初無色，細かい油球で満たされる.のちに時オリーブ色， 15-17x5-6.5μm，紡錘形，

片側が平坦となる.

所在:淡水域.

系統:1975年10月22日，長崎県北高来郡小長井町， No. 3SR. 1--1. 

どnaeto//Jill/Jl trilaterale Chi vers 

Proc An Aca~ Arts Sci. 48: 87， 1912. 

文献:Ames (1963); Seth (1970); Udagawa (I 960). 

オートミール寒天培地上で生育は普通， 25
0

C， 17日で直径7cm~こ達し，平坦，薄く，子の

う殻が培地表面に密生する.

子のう殻は灰色，培地は赤味を帯びた褐色となり，集落裏面の色も同様の色となる. 37
0

C 

では生育よく，子のう殻は形成するが成熟しない.子のう殻は表在性，灰色，球形ー卵形，

150-175x125-150μm. 隔壁は膜質，暗オリーブ褐色，多角形の細胞からなる.頂毛は暗色，

弓形，先端は2回ほどコイルする，微細な粗面，非分岐， 175-200μm，基部での幅3.5-4μ 

m，隔壁あり. f.則毛は直生，微細な粗面，隔壁あり.子のう胞子は8胞子性，こん棒状，複

列， 32-37x10-12.5μm. 子のう胞子は最初白色，のちにオリープ褐色， 10-12.5x5-7.5μm， 

両端に発芽孔をもっ.

所在:淡水械.

系統:1976年3月16日，長崎県北高来郡小長井町， No. 6SR・3-4.

ど'01:Jうヴascellalilqllinata Udagawa et Ueda， sp. nov. 

Mycotaxon 8: 292， 1979. 

文献:Udagawa and Ueda (1979). 

(Plate 1， fig. 3; Plate 2， fig. 3) 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上の集落は生育遅く， 25
0

C， 4週間で直径3.5cm，綿毛状，
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平坦，薄い基底菌糸層からなり，表面，または培地内に多数の子のう果を形成する. 集落

は無色， 集落裏面も無色.オートミール寒天培地上，生育は抑制的，直径2.0-2. 5cm，子

のう果の形成はみられない. 37
0

Cで生育せず，アナモルフは形成しない.

子のう果は通常表在性，散在または小さい塊まりとなる，時オリーブ褐色一黒色，球形ー

亜球形，直径185-300μm，閉鎖型，毛で覆われる.毛は多量に形成され，真直あるいは曲

る，堅く，隔壁あり，淡オリープ褐色，非分岐あるいは先端で分岐する，長さ 250-600μm，

中央部の幅は2.5-3.0μm，通常表面は著しく粒状，先端は丸くなる.隔壁は薄く，膜質，

若いときは半透明，成熟すると明オリーブ褐色となる，厚さ 4.0-8.0μm，外層は表皮状菌

糸組織で幅2.0-5. 0μmの長い厚壁細胞からなる;内層は多角菌糸組織で直径3.5-10μmの

透明な多角形細胞からなる，子のうは8胞子性，造のう糸より生じ，消失性，側糸を欠く，

幅広いこん棒状， 60-75x24-26μmd，先端は丸くなり，先端リングを欠く.柄ヘ向かつて

細まり長さ 8μm. 子のう胞子は複列または多列.最初透明で著しく油滴状，のちオリーブ

褐色一時オリーブとなる， 15-23x12-16μm (大部分18-21x13-15μm)，滑面，発芽孔を一

端またはは両端に生じる.胞子壁は著しく厚い，発芽孔は透明，円形，直径2.0-3.9μm.

所在:活性汚泥

系統:1978年， 2月22日，長崎県諌早市， No. IA-3. 

刀'l1'eJaviaterricoJa (Gi 1man et Abbott) Emmons 

Bu11. Torrey Bot. C1ub 57: 124， 1930. 

三ωρiot!Jril!mterricoJa Gi1man et Abbott， Iowa State C011. ]. Sci. 1: 267， 

1927. 

=Anl~~opsis Japonica Saito et Minoura， ]. Ferment. Techn01. 26: 47， 1948. 

文献:Booth (1961): Udagawa (1963a): Ma110ch and Cain (1973). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径6cm~こ達し，薄い平坦な集落と

なる.気生菌糸は白色，綿毛状となり，子のう果が散在または群生する.集落裏面は無色.

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上での生育はオートミール寒天培地上と同様であるが，気

生菌糸がより薄い.集落裏面は無色. 37
0

Cでは生育より速やか， 7日で直径8cm以上となる.

子のう果形成はよく成熟も速い.

子のう果は閉子のう殻，表在性，球形ー亜球形，黒色，直径25-30x17.5-20μffi，裸生，滑

面.隔壁は膜質，半透明，多角形の細胞からなる.子のうは8胞子性， ?羊ナシ形ーだ円形，

27.5-32. 5x15.0-17. 5μm，消失性.子のう胞子はだ円形，側面からは窪んでみえ， 10.0-

12.5x7. 0-7. 5μffi，最初無色，のち時褐色，滑面，発芽孔はl端のみに形成.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界中に分布.

系統:1979年11月20日，長崎市長崎湾， No. 3NS・1-4=ATCC44576. 

ノート:生育最適温度37
0

C，最低15
0

C，最高46
0

C.

C. ラシオスファエリア科 Lasiosphaeriaceae 

Apiosorl.かriaJamaiceρsis (Robison) Krug， Udagawa et ]eng 

Mycotaxon 17: 546， 1983. 
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τ ECÓlnopodosP01~ jamaicensisRobison， Trans. Br. myco1. Soc. 54: 318，1970. 

文献:Udagawa et a1 (1973): Horie (1976): jong and Davis (1974). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 1週間で直径8cmに達し，薄く平坦な集落と

なる.栄養菌糸は大部分潜在する.気生菌糸は薄く，培養2週間目頃から黒色の子のう果

が散在，ときに群生し始める.集落裏面は無色.ジャガイモ・ニンジン寒天培地上の生育

もオートミール寒天培地と同様. 37
0

Cでは生育速やか，子のう果は形成しない.

子のう果は閉子のう殻，表在性一潜在性，球形ー亜球形，直径150-300μm，最初無色，の

ちに黒色，無色の菌糸様の毛に包まれる.隔壁は薄く，半透明，膜質.子のうは8胞子性，

幅広いこん棒形，子のう胞子はl細胞，のちに横に隔壁が入り 2細胞となる;上部細胞は暗

オリーブ褐色，卵形， 25-27. 5x20μm，表面はトゲ状;先端に発芽孔を形成する.下部細

胞は無色，こん棒形一円筒形， 12.5-15x5μm，滑面.アナモルフはアレウロ型，無色，球

形ー卵形，直径2-2.5μm，菌糸上の小突起に生じる.

所在:汽水域，土壌，比較的まれな菌.

系統:1974年7月25日，長崎県南高来郡愛野町， No. 2AR. 5-6. 

Podospora iJJ(jllinata Udagawa et Ueda， sp. nov. 

Mycot axon 22: 399， 1985. 

文献:Udagawa and Ueda (1985). 

(Plate 1， fig. 4; Plate 2， fig. 4) 

オートミール寒天培地上で生育は速く， 23
0

C， 14日で、直径5cm~こ達し，平坦，薄く，栄養

菌糸の大部分は培地中に潜在し，寒天表面あるいは培地中に多量の子のう殻を形成する.

色はオリープ黒色一緑色を帯びた黒色，集落裏面はオリーブ黒色.

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育は遅く，薄く，寒天表面に子のう殻が散在する.

37
0

Cでは栄養菌糸のみ発達する.

子のう殻は表在性一潜在性，散在またはしばしば集合する，黒色，洋ナシ形， 400-

500x280-400μm. 下部は波状の菌糸様毛で覆われる.頚部は短い円すい形，黒色， 120-

165x135-160μm. 隔壁は薄く，オリーブ褐色，不透明，膜質，多角菌糸組織;外層は厚壁，

8-15(-18)x6-12μm，多角形細胞からなり，内層は無色.子のうは8胞子性，こん棒状，

160-200 (-240)x25-32μm，上部は狭く円形となる，明確な先端リングを欠く，下部は細ま

り，長さ 40-60(-80)μmの長い柄となる，消失性.子のう胞子は2JIj， はじめ無色のちに隔

壁を生じ2細胞になる.時オリープ褐色一時褐色，不透明，幅広いだ円形， (22. 5-) 25-30 (-

34) x (15-) 18-20 (-25)μm，両端は細くなる，発芽孔は直径2-2.5μm. 下部細胞は無色，円

筒形， 18-24x6-7. 5μm，付属糸は無色，円柱形ーたる形で丸くなる，ゼラチン質，上部の

付属糸はいくぶん胞子の先端よりはずれ発芽孔を覆わない，長さ 5-25(-65)μm，幅2.5-

4.5μm. 基部はくぼみを生じる.下部の付属糸は下部細胞の先端に着生する，とても細く，

消失生.アナモルフを欠く.

所在:海水域.
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系統:1979年4月11日，長崎市長崎湾， No. 1N5-1=NHL 2945=TRTC 50678 

ノート .Podospora属は糞生菌として知られているが，海環境よりの分離例は最初である.

木菌はP. JJ/acropodarjs Mirza et Cain と類似するが，後者の子のう胞子は小さく，幅広

いだ円形，下部細胞が細くて長い，また付属糸がむち状である点が木菌と異なる.

Zopfjella latljヮes(LundQvist) Ma110ch et Cain 

Can. j. Bot. 49: 876， 1971. 

'; Trjpterospora latjpes LundQvist， Bot. Not iser 122: 592， 1969. 

文献:Ma110ch and Cain (1971b): LundQvist (1969): Furuya and Udagawa (1973); 

Koh1meyer and Koh1meyer (1979). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 1週間で直径6cm~こ達し，気生菌糸が集落表

面を緩く覆い，薄い平坦な灰色の集落となる.

子のう果は緩い基底菌糸層上に散在し，子のう果上を気生菌糸が覆う.集落裏面は無色.

37
0

Cでの生育はよいが子のう果は形成されない.子のう果は閉鎖型，表在性または潜在性，

暗褐色一黒色，球形ー亜球形，直径100-500μm，隔壁のある無色一灰色の菌糸で包まれる.

壁は半透明，数層の不規則一多角形細胞からなる.子のうは8胞子性，こん棒形，先端リ

ングを備える， 80-120x12-18μm. 側糸は膨らんだ細胞からなり，すぐに消失する.子の

う胞子は複列，最初無色，のちに基部から 1/3付近に横断状の隔壁を 11回生じ2細胞となる.

上部細胞はオリーブ色ー褐色，だ円形，滑壁， 16-22x10-13μm，頂端は細まり突起状とな

る.頂端付近に直径約lμmの発芽孔を有す;下部細胞は無色，幅広い円筒形， 4.0-

8.0x3. 5-7. 0μm，先端は丸い.

アレウロ型分生子を菌糸上に直接生じる.卵形一洋ナシ形，無色， 3. 0-6. Ox2.5-3. 0μm， 

滑壁.

所在:淡水域，汽水域，海域，温室土壌，海水中に沈めたパルサ材パネルなどから分離さ

れる.世界的に分布.

系統:1979年 11月20日， No. 2NS・3-4= ATCC 44575. 

ノート:汚染械の水圏底質に比較的多くみられる. Tu bak i (1973) は海水中に沈めたパル

サ材から本菌を分離していることから，海環境に適応した菌と考えられる.本菌の類似種

としてFuruya and Udagawa (1973) は海泥より Z. JJ/arjna Furuya et Udagawaを報告し

ているが，子のう胞子の無色の細胞部分が細長い円筒形を示すこと，暗色の細胞部分にお

ける発芽孔の位置が頂生である点が木菌と相違する.

d. ソルダリア科 Sordariaceae 

Apodlls or..vzae De Caro 1 i s et von Arx 

C. B. S. St ud. Myco 1. 8: 19， 1975. 

文献:Arx (1975a): Udagawa and Ueda (1981). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育速やか，平坦，黒色の子のう果を形成する. 37
0

C 

での生育は劣る.子のう果の形成はみられない.

子のう果は散在，半潜在性，または潜在性，黒色，球形ー亜球形，直径500-800(-900)μm， 
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閉鎖型， 表面は滑面，波状で明褐色，隔壁のある菌糸のような毛で覆われる.毛の直径は

2. 5μm. 隔壁はH音褐色，不透明，やや厚壁，多層;外層は多角菌糸組織いくらか円形菌糸，

褐色の厚い直径4-12μmの不規則な細胞からなる.内層は多角菌糸組織，透明一明褐色，

薄壁の大きく平坦な細胞からなる.子のうは8胞子性，円筒形， (100-)115-130x14-15μm， 

先端に明確なリングを形成し，上方は裁断状，短柄，成熟とともに消失する.柄は 15x20

μm. 側糸は明確でない.透明，隔壁あり，直径4-12μmの膨れた細胞よりなる.子のう胞

子は単列，またはときに複列，褐色，形や大きさは様々.大部分はだ円形ー幅広い紡錘形，

ときに亜球形， (17.5一)20-25x (10-) 12. 5-15μm，通常1細胞，しばしば中央部または1/3

のところに隔壁を生じる，ほとんどは滑面，ときに部分的にあばた状，明確な発芽孔を一

端の先端または先端近くに11固形成する;薄いゼラチン膜に覆われる.アナモルフはみら

れない.

所在:?毎域.

系統:1979年8月28日，長崎市長崎湾， No. 2NS・2-1= NHL 2887. 

~elasinospolä reticulata (C. Booth et Ebben) Cailleux 

Bu11. Soc. Myco 1. France 87: 534， 1971. 

二f万ielaviareticulata C. Booth et Ebben， Trans. Br. mycol. Soc. 44: 214， 1961. 

-;. Anixiella retic/llata (C. Booth et Ebben) Cai n， Can， ]. Bot. 39: 1667， 1961. 

= Anixiella reticulospora Sai to et Minoura， ]. Ferment. Techno1. 26: 4， 1948. 

文献:Udagawa (1965); Cai11eux (1971). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 7日間で直径8cm以上，黒褐色または黒色，

薄い平坦な集落を形成，寒天表面に子のう果を生じ粒状となる.栄養菌糸は表在性，気生

菌糸はわずか.集落裏面は灰緑色.ジャガイモ・ニンジン寒天培地上の生育もオートミー

ル寒天培地と同様. 37
0

Cでの生育はよいが，子のう果は形成しない.

子のう果は閉子のう殻，褐色の隔壁のある毛で覆われる.成熟とともに不規則に裂ける.

殻壁は暗褐色，薄く，膜質.子のうは8胞子性，こん棒形， 125-137x25μID，上部は幅広い

円形，先端構造は不明瞭，短柄 (20μm)，成熟時に消失する.子のう胞子は多少複列，幅

広いだ円形， 30-32. 5x21-23μm，最初無色，のちに褐色一時褐色となる.多数の円形，無

色の小孔を生じ，両端にH困ずつ発芽孔を形成する.

所在:汽水域，土壌，世界中に広く分布する.

系統:1981年1月13日，諌早市東大川， No. 4T・2-1= ATCC 44576. 

Celasinospora retispora Cain 

Can. ]. Res.， Sect. C. 28: 573， 1950. 

~telaSliJospora reticulispora (Greis et Greis-Deng1er) C. et M. Moreau 

La Mycotheque 3: supp 1. 1: 48， 1951. 

~ I?oselliρia l~ticulispOlä Greis et Greis-Dengler in ]b. wiss. Bot. 89: 341， 

1941. 

文献:Udagawa and Takada (1967); Cai l1eux (1971). 
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オー トミール寒天培地上で生育速やか，薄い，平坦な集落となり， 寒天表面に黒色の子の

う殻が散在し，粒状となる.栄養菌糸は潜在性，気生菌糸はわずかに発達する. 集落裏面

は暗オリーブ褐色. 37
0

Cでは生育速やか，子のう殻は形成しない.

子のう殻は表在性一半潜在性，散在し，洋ナシ形，暗褐色， 700-1000x400-600μffi，下部

は波状の毛で覆われる;頚部は円錐形ー短円柱形.隔壁は膜質，暗褐色，不透明，多角形

細胞から構成される.側糸は多量に形成され，無色、チュープ状.子のうは8胞子性，円

筒形， 250-300x20-25μm，明確な先端リングを生じる.子のう胞子は斜め単列，最初無色，

のちオリープ褐色ー黒色， 25-30x20-25μffi，表面は網目状.

所在:汽水域.

系統:1981年1月13日，長崎県諌早市東大川， No. 4 T . 2-1. 

ルe!lrosporatetrasperJJJa Shear et Dodge 

j. Agr. Res. 34: 1027， 1927. 

アナモルフ:。ηTsolJijiatetl刀sperUJJJa (Shear et B. Dodge) von Arx， Sydowia 34: 

17， 1981. 

文献:Ne1son and Backus (1968). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 5日以内に直径8cmに達し，基底菌

糸は薄く，平坦，白色の気生菌糸が表面を覆う.分生子の形成とともに淡鮮紅色，粉状と

なる.子のう殻形成よく，散在 1週間で子のう胞子形成. 37
0

Cでは生育よく，分生子の

形成はよいが子のう果は形成されない.

子のう果は子のう殻，表在性一潜在性，はじめ淡黄色，のち褐色一黒色，亜球形， 350-

400x300-320μffi. 柔らかい疎毛に覆われる.直径2.5-3. 0μm. 隔壁は膜質.子のうは4胞

子性，円筒形， 150-185x17.5-20μm，先端構造は明確，下部は短柄となる.側糸は無色，

隔壁のある比較的大きな細胞からなる，消失性.子のう胞子は単列，はじめオリープ色，

のち暗褐色一黒色，長だ円形ーだ円形， 29-35x14-16μm，線条隆起を備える.

分生子は無色，集塊は淡紅色となる.不規則，球形，亜球形，たる形，直径7.0-12.5μm，

滑面，連鎖する.

所在:汽水域.

系統:1980年11月6日，長崎県諌早市東大川， No. 3T. 2-1. 

Sordaria nllJJJana (Fucke 1) Wi nt. 

Bot. Ztg. 30: 833， 1872. 

文献:Cai11eux (1971): Lundqvist (1972): Furuya and Udagawa (1973). 

(Plate 2， fig. 6) 

オートミール寒天培地上で生育速やか，淡褐色一黒色となる.集落裏面は黒色.子のう殺

の形成はよい. 37
0

Cでは生育速やかだが，子のう殻は形成されない.

子のう殻は表在性一半潜在性，幅広い卵形， 450-550x350-430μffi，頚部は円すい形ー乳首

状， 150-180x100-130μm. 隔壁は膜質，ほほ不透明，褐色.子のうは8胞子性，円筒形，

170-220x17. 5-20. 0μm，先端構造は明瞭，下部は短柄となる.子のう胞子は斜め単列， 1 
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細胞，幅広い倒卵形， 20.0-25.0xI5.0-17.5μm，最初オリーブ褐色となる.基部に発芽孔

を生じる，ゼラチン膜に包まれる.

所在:淡水域，汽水域，世界的に分布.

系統:1979年8月28日，長崎市長崎湾， No. 2N. 14-1. 

ノート:本菌は汚染された淡水域および汽水域より高頻度に分離されるが，海域からは分

離されない.

4. マメザヤタケ目 Xylariales 

a. マメザヤタケ科 Xylariaceae 

('alceo1ll..vces laclIDoslIS Udagawa et Ueda， sp. nov. 

Mycotaxon 32: 447， 1988. 

アナモルフ .A'odlll ispor iUsI s p. 

文献:Udagawa and Ueda (1988). 

(plate 1， fig. 5; Plate 2， fig. 5) 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 3週間で直径2.5cmに達し，平坦，

多少綿毛状，薄い基底菌糸からなる.黒色の子のう殻の形成にともない表面は粒状となる.

色は褐色を帯びた灰色またはワイン鈍黄ー淡ねずみ灰色;分生子は少量形成され，集落性

状に影響を与えない;臭いはややカピ臭;集落裏面は灰色またはねずみ灰色.

オートミール寒天培地上での生育はジャガイモ・ニンジン寒天培地上と同様だが，ややビ

ロード状となる.子のう殻および分生子を多量に形成し，赤味を帯びた褐色.またはねず

み灰色一暗褐黒色;カピ臭い;集落裏面は褐色一褐色味を帯びた樫色またはワイン灰色一

時褐黒色. 37
0

Cでは生育しない.

子のう殻は散在，表在性一半潜在性，子座状にならない.洋ナシ形ー幅広い卵形， 210-

310xl05-170μm，時褐色ー黒色，通常頚部の基部は短い毛で覆われる;毛は褐色，真直，

隔壁はまばら， ?骨壁，基部の近くは30-65x4-5μm，頂端に向かつて急激に細くなる;頚部

は円錐形ー短円筒形， 80-130x65-96μm，暗褐色，小さい乳頭突起に覆われ，広い孔口を

もっ.隔壁は厚さ約15μm，膜質，もつれ菌糸組織あるいは多角菌糸組織.子のうは8胞子

性，円筒形， 90-125x8-9μm，上部は丸くなり，先端にリング状構造をもっ.側糸は豊富，

子のうと混在，無色，隔壁あり，糸状ー少し膨らむ，直径3-5μm. 子のう胞子は斜め単列，

最初無色で滑面，のちに時褐色，木靴形となり， (9.5-) 10-14x5-6x6-6. 5μm両端は多少鋭

くなる，側面からは台形，前面からは紡錘形またはだ円形，不規則な隆起をもち，網目構

造となり，少し窪む.底の部分は平坦となり，滑面，発芽スリットをもっ.分生子柄はほ

ふく菌糸から直立またはほぼ直立して生じ，まっすぐあるいは多少曲り，褐色，隔壁をも

ち，いぼ状，長さ 70-160x2.5-3μm，しばしば上部で1-2回分岐する;分校は褐色， 12-

36x2-3μm，いほ状.分生子形成は多出芽性，分生子柄の先端あるいは分枝の先端に輪生

体となり，ベニシリ状に2-4本輪生し，密着あるいは散開し，円筒状， 10-25 (-30) x2-3μm， 

淡褐色，いほ状，上部は急に細くなり，先端は膨らむ，幅2-2.5μm. 分生子は短い小歯状

突起上に仮軸状に連続して生じ，無色，倒卵形あるいはだ円形4.5-10x3-4μm，骨面ある
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いはわずかに組面，基部に小さい分離痕をもっ.

所在:淡水域.

系統:1987年11月4日，長崎市西山貯水池， No. 87N.ト14.

文献:Obrist (1961). 

c.核菌綱 Discomycetes 

1.チャワンタケ目 Pezizales 

b. アスコデスミス科 Ascodesmidaceae 

AscodesJJJjs /lJflcrospora Obr i s t 

Can. ]. Bot. 39: 951， 1961. 

(Plate 3， figs. 1， 2， 7) 

O. 5%酢酸ナトリウム加オートミール寒天培地上で，生育きわめて速く，薄く，平坦な集落

となる，栄養菌糸体は培地中に生じ，表面はまれに緩く羊毛状の気生菌糸が覆う，最初白

色，のちに子のう果を形成し，茶褐色となる.培養10日後には成熟子のう胞子を盛んに飛

ばす.集落裏面は灰白色. 37
0

Cで生育は抑制的， 10日で直径3.5cm，子のう果は形成されな

い.子のう果は子のう盤，表在性，散在または集合，無色，小型，亜球形，直径200-300

μm，子のう塊とそれらを取り囲む側糸よりなる.子のう果は最初白色，成熟すると灰褐

色一褐色となる，外皮層を欠く.子のうは基底菌糸上に束状に裸生， 8胞子性，こん棒状，

50-75x25-30μID，有弁性，薄壁を有す.側糸は4-5μm，単生，子のうよりやや長い.子の

う胞子は子のう中に複列または不規則に配置，最初白色のちに褐色となる，だ円形，不規

則な突起を有する， 17-18xI3-15μm (突起を含まず) . 

所在:汽水域，海域.

系統:1980年9月10日，長崎県諌早市東大川河口， No. 2-TS . 7-1. 

Ascodeslllis nigricans van Tieghem 

Bul1. soc. botan. France 23: 271， 1876. 

文献:Obrist (1961). 

(Plate 3， figs. 3， 4， 8) 

O. 5%酢酸ナトリウム加オートミール寒天培地上で，生育きわめて速し薄く，平坦な集落

となる，栄養菌糸体は培地中に生じ，表面は緩く羊毛状の気生菌糸が覆う，最初白色，の

ちに子のう果を形成し茶褐色となる.培養10日後には成熟子のう胞子を盛んに飛ばす.集

落裏面は灰白色. 37
0

Cで生育は抑制的， 10日で直径10cm，子のう果は形成されない.

子のう果は子のう盤，表在性，無色，小型，亜球形，直径75-100μm，子のう塊とそれら

を取り囲む側糸よりなる.子のう果は最初白色，成熟すると灰褐色ー褐色となる，外皮層

を欠く.子のうは基底菌糸上に束状に裸生 8胞子性，こん棒状， 37. 5-50x20-25μm，薄

壁，有弁性，上部は丸く，下部は細まり短柄となる.側糸は多量に生じ，無色，円筒形，

隔壁を有す， 4.5-5μm，単生，子のうよりやや長い.子のう胞子は子のう中に複列または

不規則に配置，最初白色のちに褐色となる，だ円形不規則な突起を有する， 12.5-14xl0-

11μm (突起を含まず) . 
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所在:汽水域，海域.

系統:1980年9月10日，長崎県諌早市東大川河口， No. 2-TS・6-1.

文献:Obrist (1961). 

Ascodesmis porcilla Sea ver 

Myco1ogia 8: 1， 1916. 

O. 5%酢酸ナトリウム加オートミール寒天培地上で，生育きわめて速し薄く，平坦な集落

となる，栄養菌糸体は培地中に生じ，表面はまれに緩く羊毛状の気生菌糸が覆う，最初白

色，のちに子のう果を形成し，茶褐色となる.培養10日後には成熟子のう胞子を盛んに飛

ばす.集落裏面は灰白色.

子のう果は子のう盤，表在性，散在または集合性，無色，小型，亜球形，直径 (90)100-

175μm，子のう塊とそれらを取り囲む側糸よりなる.子実層は最初白色，成熟すると灰褐

色一褐色となる，外皮層を欠く.子のうは基底菌糸上に束状に裸生， 8胞子性，こん棒状，

薄壁，有弁性，上部は丸く，下部は細まり短柄となる.側糸は多量に生じ，無色，円筒形，

隔壁を有す，幅4-5μm，単生，子のうよりやや長い.子のう胞子は子のう中に複列または

不規則に配置，最初無色のちに褐色となる，だ円形不規則な突起を有する， 12. 5-15x8. 5-

10(1)μm (突起を含まず). 

所在:汽水械.

系統:1980年9月10日，長崎県諌早市東大川河口， No. 2-TS・3-1.

As・codesmis・spoaerosporaObrist 

Can. j. Bot. 39: 948， 1961. 

= Ascodesmis microscopica (Crouan) Seaver， Myco1ogia 8: 3， 1916. 

(Plate 3，日g.5， 6， 9) 

文献:Udagawa and Awao (1969); Otani (1973); Cooke (1957); Minoura (1969). 

O. 5%酢酸ナトリウム加オートミール寒天培地上で，生育きわめて速く， 25
0

C， 5日間で直

径8cm~こ達し薄く，平坦な集落となる，栄養菌糸は潜在性，気生菌糸はわずかに発達し羊

毛状となる.最初無色，のち子のう果の成熟とともに赤褐色となる.成熟は速く，培養10

日で成熟子のう胞子を盛んに飛ばす.集落裏面は褐色味を帯びた灰色. 37
0

Cでは生育は速

いが，子のう果形成はよくない.

子のう果は子のう盤，表在性一半潜在性，散在または集合，亜球形， 125-150μm，子のう

は8胞子性，薄壁，上部は丸く，下部は細まり短柄となる，有弁性.側糸は多数生じ，無

色，隔壁有り，子のうよりやや長い，直径4.5-5μm. 子のう胞子は複列，または不規則に

生じる.最初無色，のち褐色となる，幅広い卵形ー球形， 12.5-15μm(網目状の隆起を含

めて)，隆起は胞子表面より突出し，編目は4-6角形，幅4-5μm.

所在:汽水，海域，土壌.

系統:1980年9月10日，長崎県諌早市東大川河口， No.2T.5-1. 

ノート:汚染汽水域および海域に分布している. Coo}ωは汚水処理フィルターから本菌を

分離し，汚染の指標菌としているが，筆者もこれと同じ考えである.
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D. 小房子のう菌類綱 Locu10ascomycetes 

1.クロイボタケ目 Dothidea1es 

a. スボロルミア科 Sporormiaceae 

Spol~l~íeJJa Jeporina (Niessl) Ahmed et Cain 

Can. j. Bot. 50: 447， 1972. 

三ゐ'orol~ia J eporl~β'a N i ess 1， Oes terr. Bo t. Z. 28: 44， 96， 1878. 

=必orol~ia tLlbercLlJa ta Gri ff.， Mem. Torrey Bot. C 1 ub 11: 112， 1901. 

文献:Ahmed and Cain (1972); Furuya and Udagawa (1972); Horie (1972). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上での生育は抑制的，最初無色のちに灰赤色となる.薄く，

平坦な集落となり，栄養菌糸は潜在性，気生菌糸が緩く表面を覆う.

子のう果は表在性，栄養菌糸中央部に密生し，周縁部では散在する.偽子のう殻は閉鎖型，

表在性一半潜在性，時オリーブ褐色一黒色，亜球形一洋ナシ形， 280-350μm，頚部はH音褐

色，乳首状一円筒形，隔壁は厚く膜質ー革質，暗オリーブ褐色，多角形細胞より構成され

る.子のうは二重膜性 8胞子性，円筒形， 110-150x12. 5-15. 0 μm，先端は丸く，下部は

次第に細まり長い柄となる.成熟すると時オリーブ褐色となる.子のう胞子は4細胞，は

じめ無色一淡褐色，のち成熟すると隔壁ができ細胞片ヘ分かれる，発芽スリットが平行ま

たは斜めにある.

所在:海域，土壌，世界的に分布する.

系統:1979年8月28日，長崎市長崎湾， No. 2N. 7-2. 

ノート:汚染海域からのみ分離された.

Festerdf~-eJJa mLlJtispora (Saito et Minoura) Cejp et Mi1ko 

Ceska Myko 1. 18: 14， 1964. 

-; Anixiopsis JJJLllt ispora Sai to et Mi noura， j. Ferment. Technol. 26: 3， 1948. 

;; PselldeLlrotil1JJl mLlltispOl刀 (Saitoet Minoura) Sto1k， Antonie van Leeuwenhoek 21: 

71. 1955. 

=乃e'LlssiaJJJllltispora (Saito et Minoura) Cain， Can. j. Bot. 39: 1646， 1961. 

三乃TnidiopooraJJJultispora (Saito et Minoura) Thompson et Backus， Myco10gia 58: 

654， 1966. 

文献:Cejp and Mi1ko (1964); Sto1k (1955b); Cain (1961); Udagawa (l963a). 

オートミール寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径7.5cmに達し，薄く平坦な集落

となる.気生菌糸は発達せず，集落全体に黒色の子のう果が多量に形成され，集落全体が

薄いピンク色を帯びる.集落裏面は無色.麦芽エキス寒天培地上での生育も速やか，薄い

気生菌糸が発達し，綿毛状ー羊毛状となる，灰樫色，集落裏面も灰樫色. 37
0Cでの生育も

よい.

子のう果は偽子のう殻，閉鎖型，表在性または半潜在性，散在，球形ー亜球形，黒色，直

径200-350μm，隔壁は膜質，オリーブ褐色，多角形細胞からなる.子のうは二重膜性，本

来は8>>包子性であるが， 32個の胞子に分割，卵形， 12.5-15. Ox10. 0-12. 5μm，消失性，子
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のう胞子は円筒形5.0-6. Ox2. 5-3. 0μm，両端はいくぶん丸く、カーブする， 2佃の油球を

含む.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，水田土壌，世界的に広く分布する.

系統:1979年11月20日，長崎市長崎湾， No. 3NS・5-5= ATC C 44582. 

ノート:Cookeは本菌を嫌気的条件で沈澱した汚泥より分離している.

b. 所属科未定 (Test udi anaceae) 

EreJJJodot!Jis anglllata (Das) von Arx 

Kavaka 3: 34， 1975. 

;; j!Jielavia allg/llata Das， Trans. Br. myco1. Soc. 45: 545， 1962. 

文献:Das (1962); Arx (1975b); Udagawa and Ueda (1981). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 3週間で直径8.5cmに達し，薄い栄

養菌糸からなり，気生菌糸はまばら，黒色の子のう果が散在し，集落裏面は無色.オート

ミール寒天培地上の集落はジャガイモ・ニンジン寒天培地上に類似するが，子のう果は散

在あるいは集合する.子のう果形成はジャガイモ・ニンジン寒天培地上より優れる.色は

はちみつ色ー薄茶色，裏面もはちみつ色. 37
0

Cでの生育は25
0

Cと変らないが，子のう果形

成が劣る.

子のう果は偽子のう殻，閉鎖型，散在，潜在性または半潜在性，黒色，球形ー亜球形

(200-) 220-550μm，無孔，無色で直線または曲った隔壁のある菌糸で覆われる.子のう果

壁は明オリーブ色，薄い，厚さ約5-7.5μm，膜質，多角菌糸組織，偽柔組織， 2層からな

る.外層は淡オリーブ褐色，厚壁，不規則な多角細胞，内層は透明，多角形細胞.若い子

のうは二重膜性，子のう形成細胞から生じ，その形成細胞は子のう果の中心部から発生し，

不規則， 8胞子性，球形ー亜球形または幅広い卵形， 27.5-37.5x26-30(-32)μm，短柄，成

熟すると消失する.偽側糸は透明，弓状，分岐，直径2μm.子のう胞子は子のう中に密生

する細胞，褐色，最初ハート型または不対称の卵形，のちにテトラポット形ときに星

形， 15-20(-24)x12.5-17.5μm，滑面，発芽孔または発芽スリットを欠く.アナモルフは

みられない.

所在:i毎域.

系統:1979年8月28日，長崎市長崎湾， No. 2NS=NHL 2886. 

不完全菌亜門 Deuteromycotina 

A. 不完全糸状菌綱 Hyphomycetes 

1.不完全糸状菌目 Hyphomyceta1es 

Aspergillus calldidllS Link 

Observationes， 16， 1809. 

文献:Raper and Fenne 11 (1965). 

ツアベック寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 10日で直径2.5cmに達し，基底菌糸層は薄く平

坦，白色の集落となる.分生子柄は基底菌糸あるいは気生菌糸から生じ，分生子頭および

分生子の形成はよい.集落裏面は無色.麦芽エキス寒天培地上での生育はツアベック寒天
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培地より速やか，分生子の形成もよい. 37
0

Cでは生育劣る.

分生子頭は白色，直径80-200μm，最初球形のち円街形ヘ裂ける.分生子柄は長さ 250-

1000μm，直径5-7.5. 厚壁，無色ークリーム色.頂のうは球形，直径15-25μm，表面全体

にメトレを生じる，小型の頂のうも形成する.メトレは5-8x2.5-3. 5μm，無色，ときに肥

大化してくさび形となる.フィアライドは5-8x2-3μm. 分生子は球形ー亜球形，直径2.5-

3. 5μm，無色.菌核を欠く.

所在:海域.

系統:1976年11月20日，長崎市長崎湾， No. 3NS・2-21.

AspergiJJlIs cJavatlls Dezm. 

Ann. Sci. Nat. Bot. 2: 71， 1834. 

文献:Raper and Fenne11 (1965). 

ツアベック寒天培地上で生育やや抑制的， 25
0

C， 10日で直径4cm~こ達し，綴密な基底菌糸

層からなり，分生子柄が多量に形成され灰緑色の集落となる.集落裏面は無色. 37
0

Cで生

育する.

分生子柄は幅20-22.5μm，長さは2-3mmまで， ?骨面.頂のうはこん棒形，幅50-60μm. フ

ィアライドは頂のうに直接生じ，単列， 5-7. 5x2-3μm. 分生子はだ円形， 3.5-4. 5x3. 0-

3. 5μm， ?骨面，分生子頭は最初球形，のちにこん棒形となる.直径350-450x150-200μm，

成熟すると放射状に裂ける.

所在:汽水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1979年11月20日，長崎市長崎湾， No. 3NS・8-12

AspergiJJlIs fJaJ~pes (Bain. et Sart.) Thom et Church 

The AspergiJ J i p. 155， 1926. 

;; Sterigmatoc..vstis fJavlpes Bainier et Sartory， Bu11. soc. myco1. France 27: 

90-96， 1911. 

文献:Raper and Fenne11 (1965). 

ツアベック寒天培地上での生育やや抑制的， 25
0

C， 10日で直径4cmに達し，綿毛状の集落

となる.基底菌糸層は厚い，水滴は無色一淡黄色，色調は黄色一白色，集落裏面は黄褐色，

その色素は寒天培地に浸透する.麦芽エキス寒天培地上の生育は遅く， 10日で直径3cm~ご

達し，盛り上がった集落となる.集落裏面は淡褐色.頂のうは亜球形ーだ円形，直径

17.5-22.5μm. メトレは5-7x3-4μm. フィアライドは5-6x2-3μm. 分生子は球形ー亜球形，

直径2.5-3μm， ?骨面. 37
0

Cでの発育は抑制的.

所在:海域.

系統:1979年4月11日，長崎市長崎湾， No. 1 NS .ト18.

AspergiJJlIs fllmigatus Fres. 

Bei tr. Myko 1. 81， 1863. 

文献:Raper and Fennell (1965). 
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ツアベック寒天培地上の生育は速やか， 25
0

C， 10日で直径6cmに達し，綴密な基底菌糸層

からなり薄く平坦なビロード状の集落となる.最初無色，分生子頭，分生子の形成ととも

に時緑色となる.集落裏面は無色.麦芽エキス寒天培地上の生育はツアベック寒天培地よ

り速い，分生子の形成もさらによい. 37
0

Cでは生育よい.多量の分生子を形成する.

分生子頭は円筒形，直径40-50μm，分生子柄は短く，長さ 150-280μm，直径2-8μm，滑面，

淡緑色.頂のうはフラスコ形，直径20-30μm，上部1/2または3/4以上よりフィアライドを

生じる.フィアライドは直接頂のう上に生じ， 6-8x2-3μm，淡緑色.分生子は球形，直径

2. 4-3μm，著しく粗面ーイガグリ状.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年1月8日，長崎県大村湾， No. 10S.G-1. 

Aspergilllls nif{er van Tieghem 

Ann. Sci. Nat. Bot. Ser. 5， 8: 240， 1867. 

~Sterif{matoc..vstis nif{ra van Tiegh.， Bu11. soc. botan. France 24: 102-103， 1877. 

文献:Raper and Fenne11 (1965). 

ツアベック寒天培地上での生育速やか， 25
0

C， 10日で直径5cm~こ達し，黒褐色の集落とな

る.密な基底菌糸層からなか分生子柄は基底菌糸層から生じる.分生子の形成はよい.

集落裏面は淡黄色.麦芽エキス寒天培地上での生育はツアベック寒天培地上と比較して基

底菌糸層が薄い.分生子の形成はよい. 37
0

Cでは生育速やか.

分生子頭は最初球形，のち放射状，成熟すると円柱塊に裂ける.直径300-400μm. 分生子

柄は1-3mm，直径60-70μm. メトレは18-27x4-6μm，無色一褐色.フィアライドは9-10x3-4

μm. 分生子は球形，直径3.5-4μm，褐色，壁面は不規則ないぼ状ー刺状.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年7月29日，長崎県大村湾， No. 30S・7-29.

Asper/filllls ochracells Wi1helm 

Univ. of Strassburg Inaugura1 Dissertation， 66， Ber1in， 1877. 

=Asperf{illlls ochraceo-petaliformis Bat. et Maia， Anais soc. biol. Pernambuco 

15(1) :217-218， 1957. 

文献:Raper and Fenne11 (1965). 

ツアベック寒天培地上で生育は比較的抑制的， 25
0

C， 2週間で直径5cm~こ達し，綴密な基底

菌糸層からなり，平坦，中央部はいくらか盛り上がる.分生子頭および分生子の形成よく，

黄色一明黄色となる.菌核の形成はよく，散在する.最初無色，のち淡黄色一深紫色とな

る.集落裏面は淡黄色.麦芽エキス寒天培地上の生育は速やか，分生子の形成もよい.菌

核は形成されない.

分生子頭は最初球形， 200-350μm，成熟とともに2-3の円柱塊に裂ける.頂のうは球形，

直径30-45μm. メトレは頂のう全体より生じる， 12-20x4-6μm。フィアライドは7-10x2-3

μm. 分生子は球形，直径2.8-3μm，微細な粗面.

所在:海域，土壌，世界的に分布.
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系統:1979年8月28，長崎市長崎湾， No. 2NS・8-9.

A勾7ergillllsterrells Thom 

Am. ]. Bot. 5: 85， 1918. 

= Sterigslatoc.vstis nortai Langer， on Bu11. soc. pathol. exotiQue 15: 383-384， 

1922. 

= Aspergilllls norta i (Lang.) Dodge， in Medica1 Myco 1 ogy， p. 628， 1935. 

= Aspergilllls boed/λヮiB10chwi tz， Ann. Myco1. 32 0/2): 83， 1934. 

= Aspergilllls terrells var. boediJiJi (B1och.) Thom et Raper， i n A Manua1 of the 

Aspergi11i， p. 197，1945. 

=Aspergilllls terrells var. j]occoslls Shih fide Thom et Raper， in A Manua1 of the 

Aspergi 11 i， p. 198， 1945. 

文献:Raper and Fenne11 (1965). 

ツアベック寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 10日で直径5c mに達し， 綴密な基底菌糸層

からなり，ビロード状となる.色は最初シナモン色のちに茶褐色となる.分生子は多量に

形成される.集落裏面は黄褐色.麦芽エキス寒天培地上では生育より速やか，分生子の形

成も豊富. 37
0

Cではよく生育する.

分生子頭は堅くしまり長円筒形，長さ 500μm，幅40-50μm. 分生子柄は無色， 150-200 x 4 

-5μm，滑面.頂のうは半球形，直径12.5-16μm，上部1/2よりメトレを生じる.メトレ

は無色， 5-7x2-2. 5μm。フィアライドは5.5-7. 5x 1. 8-2. 0μm. 分生子は球形ー亜球形，直

径2.0-2.5μm，滑面.

所在:?毎域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年12月6日，長崎県大村湾， No. 100S. E. 

Aspergilllls versicolor (Vui11.) Tiraboschi 

Ann. Bot. Roma 7: 9， 1908-9. 

二Sterig/JJatoc.ystisversicolor Vui11.， in B. Mirsky， These de medecine， Nancy， 

NO. 27， p. 15， et seQ.， 1903. 

二AspergillllsversicolorTiraboschi， Ann. Bot. (Rome) 7: 9-13， 1908-1909. 

文献:Raper and Fenne11 (1965). 

ツアベック寒天培地上で生育抑制的， 25
0

C， 10日で直径3cmに達し，綴密な基底菌糸層

からなる.集落の中心部は淡黄色，周縁部は白色ーピンク色が混在する.培養10日目では

分生子柄の形成はよくない.集落裏面は赤色，水滴は淡いピンク色.麦芽エキス寒天培地

上での生育は遅く，菌糸体の密な集落となり，鈍い緑色，集落周縁部は白色となる.分生

子，分生子頭の形成はよい.集落裏面はアプリコット色. 37
0

Cでの生育は抑制的.

分生子頭は放射状，直径100-150μm，緑色.分生子柄は基底菌糸から生じ，長さ 450μmま

で，直径4-5μm，無色，厚壁，滑面.頂のうは亜球形ーフラスコ形，直径15-20μm. メト

レは6-8x3-3.5μm. フィアライドは5-7x2-2.5μm. 分生子は球形，直径2.5-3μID，イガグ

リ状.
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所在:淡水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， No.OS・7-2.

FLlsariLl/Jl lateritiLl/Jl Nees 

Syst. Pilze Schwamme， 31， 1817. 

文献:Booth (1971). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上の生育は25
0

C，6日で直径6.5c mに達し，薄く，平坦な

集落となる.栄養菌糸は潜在性，気生菌糸の発達はごくわずか，白色，集落裏面は無色.

オートミール寒天培地上での生育は25
0

C，6日で直径6c mに達し，平坦な集落となる，無

色，気生菌糸はみられない.ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上の生育は25
0

C，6日で直径

6. 5c mに達し，薄く，平坦な集落となる.気生菌糸はごくわずか，淡燈色，集落裏面も

同様.分生子は単純なフィアライドから形成され，先端はかぎ状となる. 3-4隔壁， 22-

50x3.5-5.5μm. 

所在:?毎域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年7月29日，長崎県大村湾， N o. 30S. D-1. 

(/eotricbLl/Jl candidLl/Jl L ink: Persoon emend Carmi chae 1 

Mycologia 49: 820， 1957. 

文献:Carmichael (1957). 

麦芽エキス寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 7日で直径7.5c mに達し，平坦，クリーム状，

白色集落となる.果実臭あり，集落裏面は無色.集落周縁部の発達した菌糸は二股状に分

岐し，幅7ー10μm. 分生子は分節型分生子，菌糸の解体により生じ，気中あるいは培地表

面上で連鎖し，円筒形，たる形，だ円形， 12-16 (-20) x3-6 (-9)μm. 

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，下水，世界的に分布.

系統:1984年7月10日，長崎市長崎湾， No. 84NS. 1-1. 

ノート:汚染域での出現頻度が高い， Cooke (1957) は木菌を汚水の指標菌として挙げて

いる.

u'il/Jlalliella bLl/Jlicola Barron 

Mycologia 56: 514， 1964. 

= Adboga/Jlina rLlcbijヨ Subram. et Lodha， Antonie van Leeuwenhoek 30: 328， 1964. 

文献:Barron (1964， 1968): Ell is (1971). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 7日で直径7cmに達し，薄い基底

菌糸層上に多量の気生菌糸を生じ羊毛状となる.気生菌糸と分生子が混在する.集落の色

調は灰黒色ーオリーブ黒色.

分生子柄は基質中の栄養菌糸または気生菌糸から生じる.非分校，分生子形成細胞はしば

しば膨らむ.分生子はアレウロ型，単生または群生，最初無色，のち時褐色となる，球形，

直径7-10μm，先端に直径lμmの発芽孔を有す.

所在:淡水械，汽水域，海域，土壌，世界的に広く分布する.
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系統:1984年7月10日，長崎市長崎湾， No. 84NS. 1-l. 

(/liocladi/lm viride Matr. 

Rev. Gen. Bot. 7: 321-333， 1895. 

文献:Raper and Thom (1949): Domsch e t a 1 (1980). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 7日で直径8c mに達し，ビロード

状，粒状の緑色集落となる.ジャガイモ・ニンジン寒天培地上の集落も同様. 37
0

Cでは生

育速やかだが，分生子の形成は遅れる.

分生子柄は基底菌糸あるいは気生菌糸から生じる.基底菌糸より生じる場合は基部で1回

分岐し，数本一20本ほどの分生子柄となり，頂端に分岐の輪生体を形成する.気生菌糸よ

り生じるものは単生である.長さ約87-125μm，I信5-7.5μm，隔壁を有す.分枝は密着し，

第1分校20x8μm，第2分枝10x2.5μm. メトレは7.5x2. 5μm，フィアライドは10x2μm. 分

生子はだ円形， 4x5μm，滑面，球塊になる.

所在:淡水械，汽水域，海域，土壌，都市下水，世界的に分布.

系統:1981年7月29日，長崎県大村湾， No. 30S・4-2.

ノート:最低発育温度6
0

C，至適発育温度25-35
0

C，最高発育温度36-37.5
0

C.

文献:E 11 i s (197 1) • 

Hemnoniella eCOloata (Riv.) Ga110way 

Trans. Br. myco1. Soc. 18: 165， 1933. 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育中程度， 25
0

C， 2週間で直径5cm~ご達し，オリーブ

褐色のビロード状集落となる.集落裏面は淡褐色， 37
0

Cでは生育しない.菌糸は無色，隔

壁有り.

分生子柄は最初無色，滑面，のち淡オリープ色，粗面となる，菌糸より直生，隔壁有り，

40-75x3-4μm，頂端にフィアライドの輪生体を生じる.フィアライドは無色一時オリーブ

色，円筒形， 1細胞， 7.5-8x2.5-3μm，多少散開状に密着する.分生子形成細胞はフィア

ロ型，分生子は黒色，球形，いほ状，直径5-6μm，長く連鎖する.

所在:海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， No.20S・8-l.

ノート:分生子が球塊状にならず連鎖する点がStac!J.vbotrJ/sと相違する.

Jlollodicl..vs levis (Wi 1 tshire) Hughes 

Can. j. Bot. 36: 785， 1958. 

-= Acrospeira levis Wi 1 ts.， Trans. Br. myco 1. Soc. 21: 236， 1938. 

文献:E 11 i s (1971). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育中程度， 25
0

C， 2週間で直径4cm~こ達し，灰緑色の

綿毛状集落となる.栄養菌糸は表在性で集落表面を覆う，無色，隔壁有り，幅2.5μm. 分

生子は寒天表面あるいは培地中に多量に形成される.集落裏面は淡灰緑色，分生子の形成

とともに灰黒色となる.
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分生子柄は菌糸より生じ，波状，不規則に分岐，無色，菌糸と区別できない，先端に分生

子を形成する.分生子形成細胞は単一全出芽型.分生子は単生，こん棒状，ねじれる，横

隔壁によって3-4細胞となる.先端細胞は膨れる.最初無色，のち淡オリーブ黒色となる，

20-37.5xI2.5-15μm. 

所在:海域，土壌.

系統:1981年7月29日，長崎県大村湾， No. 30S' D-1. 

PaeciJoJJJ.vces J illacilJlIS (Thom) Samson 

C. B. S. Studies Myco1. 6: 58， 1974. 

-; PelJ ic iJ J illJlJ J 1~βacíOll1ll Thom， Bul1. Bur. Anim. Ind. U. S. Dep. Agric. 118: 73， 

1910. 

=のaρ!JilllllcicadicoJa Speg.， An. Mus. nac. Hi st. na t. B. Ai res 20: 446， 1911. 

= Spicaria vioJacea Petch， Trans. Br. mycol. Soc. 16: 239， 1932. 

=Spicaria rllbidoplllpllrea Aoki， Bul1. seric. Exp. Stn japan 10: 440， 1941. 

文献:Samson (1974): Raper and Thom (1949). 

麦芽エキス寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 1週間で直径4cm~こ達し，羊毛状の紫灰色集落

となる.分生子は多量に形成される.集落裏面は無色. 37
0

Cではわずかに生育.

分生子柄は基質より生じるものは長さ 500-600μm，気生菌糸からのものは200-250μm，柄

は厚壁，微細な粗面，幅2-2.5μm，先端にメトレの輪生体を生じる.メトレは9-12x2.5-

2. 8μm. フィアライドは8-9x2.5-3μm，基部は膨らみ先は細まる.分生子はフィアロ型，

紡錘形， 2.5-2. 8x2-2. 5μm，滑面.

所在:海域，土壌，世界中に分布.

系統:1981年 10月19日，長崎県大村湾， No. 40S・35-4.

PaeciJoJJJ.vces variotij Bain. 

Bul1. Soc. myco 1. Fr. 23: 26， 1907. 

=-PelliciJ Jilllll divaricatlllll Thom， Bull. Bur. An im. Ind. U. S. Dep. Agri c. 118: 

92，1910. 

=ゐjcariadivaricata (Thom) Gi lman et Abbott， Iowa St. Col1. j. Sci. 1: 301， 

1929. 

= PelJiciJ Jilllll allreo-cilJJJalllOlllelllll B iourge， La Ce 11 u 1 e 33: 213， 1923. 

= PaeciJoJJJ.vces allreo-cilJIJalllOlllells (Bi ourge) Thom， The Pen ic i 11 i a， p. 547， 1930. 

その他シノニム省略.

文献:Raper and Thom (1949): Samson (1974). 

麦芽エキス寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 1週間で直径8cm~こ達し，オリーブ褐色の羊毛

状集落となり，のち粉状となる.臭いは芳香性.集落裏面は灰黄色.分生子は多量に形成

される.ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上の集落の性状も同様. 37
0

Cで生育し 1週間で

直径4cm~こ達し，粉状集落となる.

分生子柄は気生菌糸または基底菌糸層から生じ，先端に輪生状に並んだ分校の密着した輪
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生体からなり，それぞれにはフィアライドを生じる.分枝は不規則，大きさも様々.ブイ

アライドは大部分輪生， 13-18x3-4μm，滑面，基部円筒形，急、に先細の頚部となる.分生

子はだ円形，褐色， 4-6x2.5-3.5μm， 7骨面，長く連鎖する.厚膜細胞は通常形成され，単

生または短い連鎖となる，褐色一時褐色，亜球形一洋ナシ形，直径4-8μm，厚壁，滑面一

わずかに粗面.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，下水処理場，世界的に分布.

系統:1981年1月26日，長崎県大村湾， No. 10S.G-1. 

ノート:木菌は Toerl/JoascllScrlls tacellSのアナモルフと類似するが，後者は子のう果を

形成する，至適生育温度が高い (40
0

C)，厚膜胞子を形成しないなどの特徴を持つ.

I'en Ic Ijj IUJJJ LうorevIcOJJJpactUJJJD ierckx 

Ann ls Soc. Sc i. Brux. 25: 88， 1901. 

=l'ellIcIjjIlIJJJ stojollIferllJJJ Thom， Bu11. Bur. Anim. Ind. U. S. Dep. Agric. 118: 68， 

1910. 

その他シノニム省略.

文献:P i t t (1979): Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 2週間で直径2.5cm~ご達し，灰緑色，ビロード状

の集落となり，集落周縁部は比較的薄く白色となる.集落裏面は純オリープ色，水滴を欠

く.麦芽エキス寒天培地上での生育もツアベック寒天培地同様遅いが，分生子形成はよい.

37
0

Cでは生育しない.

分生子柄は3段階分岐，菌糸層より生じ長さ 300-500μm，直径4μm，滑面.分校，メトレ

ともに短く幅広く，密着する.分枝9-13x4-5μm、ベニシリは短く，長さ 25-35μm. メト

レ10-11x3.5-4μm. フィアライド 8-10x3-3.5μm. 分生子は亜球形，直径3-3.5μm，微細

な粗面.

所在:淡水域，海水域，土壌.

系統:1976年12月13日，長崎県諌早市木明川， No. 4HR・1-7.

I'ell Ic Ijj Ia ci trl~ρ/Uß Thom 

Bu11. Bur. Anim. Ind. U. S. Dep. Agric. 118: 61， 1910. 

=l'ellIcIjjIlIllJ steckII Za1eski， Bull. int. Acad. pol. Sci. Lett.， Ser. B 1927: 

469， 1927. 

その他シノニム省略.

文献:P i t t (1979): Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 2週間で直径2.5cmに達し，ビロード状，徴密な

菌糸層からなり，分生子の形成よく，灰緑色となる.集落周縁部は薄く白色.集落裏面は

暗褐色.麦芽エキス寒天培地上の生育は還し綿毛状となる，青緑色. 37
0

Cでは生育しな

い.

分生子柄は菌糸層から生じ，先端にメ卜レの輪生体を生じる，滑面， 100-250x2-3μm. メ

トレは散開状. 10-18x2-3μmm，先端に5-6本のフィアライドを生じる，フィアライドは
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フラスコ形， 8-12x2-2. 5μm. 分生子は球形ー亜球形， ~骨面，直径2. 5-2. 8μm，散開状に

連鎖する.

所在:淡水域，海水域，土壌.

系統:1976年 12月13日，長崎県諌早市本明川No. 4HR. 6-1. 

f'ellici11jllJll e_J.pallSlIsJ Link ex Gray 

Obs. myco 1. 1: 16， 1809. 

= F10ccaria g1allca Grev.， Scot. crypt. F 1. 6: 301， 1828. 

=ぬ'FeJllillJll vlI1gare Corda， Pracht -f 1. : 54， 1839. 

その他シノニム省略.

文献:P i t t (1979); Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径6cm~こ達し，東状となる.集落の

色は青緑色，周縁部は白色，水滴はみられない.果実臭が特徴的.集落裏面は明黄色.麦

芽エキス寒天培地上の生育は平坦，ビロード状となる.分生子は豊富に形成.

分生子柄は周縁部では培地より直接生じるか，東状となった菌糸より生じる.ベニシリは

非対称， 3段階分岐，分校は主軸に対して密着する，柄は滑面，直径3-3.5μm. メトレは

13-15x3.5-4μm，円筒形.フィアライドは4-6本輪生，円筒形， 8-10x2.5-3μm，分生子は

亜球形ーだ円形， 3-3.5x2.5-3μm，滑面，緑色.

所在:淡水被，海水域.

系統:1975年 10月22日，長崎県北高木郡境川， No. 3SR. 1-1. 

f'ellici11illJll fillliclI10slIJD Thom 

Bu11. Bur. Anim. Ind. U.S. Dep. Agric. 118: 69， 1910. 

=f'ellici11illJll varians G. Smith， Trans. Br. myco1. Soc. 18: 89， 1933. 

= f'ell ic i11 illJll a U1ヨIltiaCLIJllMi11er， Giddens et Foster， Myc010gia 49: 797， 1957. 

=f'enici1JjumrllbiclIIJd!/JllMi11er， Giddens et Foster， Myc010gia 49: 797， 1957. 

文献:P i t t (1979)， Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育普通， 25
0

C， 2週間で直径5cm~こ達し，徴密な基底菌糸層から

なり，気生菌糸は縄状，分生子形成部は黄緑色の集落となる.集落裏面は権褐色.麦芽エ

キス寒天培地上の集落はツアベック寒天培地上と同様. 37
0

Cでの生育もよい.分生子柄は

短く， 30-50μm，縄状の気生菌糸から生じ，滑面，直径3μID，先端に複輪生体のベニシリ

を生じる.メトレは8-10x2-2.5μm，5-7本密着し輪生する.フィアライドは9-11x2.0-2.5

μm， 5-8本輪生体となる，ベン先形.分生子はだ円形，微細な粗面， 2.5-3. 5x2. 0-2.5μm. 

所在:淡水域，汽水域，海水域，土壌.

系統:1976年5月27日，長崎県諌早市本明川， No.1HR・6-2.

f'elJici1JillsJ g1abrllJD (Wehmer) West1ing 

Ark. Bot. 11: 131， 1911. 

= f'elJ ic i1 J iLIsJ f reqllen ta ns Wes t 1 i ng， Ark. Bo t. 11: 133， 1911. 
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その他シノニム省略.

文献:P i t t (1979): Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育比較的速く， 25
0

C， 2週間で直径6cmに達し，灰緑色のビロー

ド状の集落となるが，周縁部は薄い.無色の水滴を形成，集落裏面は権褐色.麦芽エキス

寒天培地上の集落は平坦，ビロード状となり，分生子形成もよい. 37
0

Cでは生育しない.

分生子柄は綴密な菌糸層または気生菌糸から単生，非分岐，先端に8-12木のフィアライド

の輪生体を生じる.フィアライドはフラスコ形， 9-10x3-3. 5μm，分生子は球形， ?骨面ま

たは微細な粗面，直径3-3.5μm，長い円柱状に連鎖する.

所在:淡水域，汽水域，海水域，土壌，世界的に分布.

系統:1976年12月13日，長崎県諌早市本明川， No. 4HR・6-5.

Pe/JicijjilUlJ uerqllei Bainier et Sartory 

Bul1. Soc. myco 1. France 28: 12 L 1912. 

= Pe/Jicij jillm ejeρ /JS Sopp， Skr. VidenskSelsk. Christiana 11: 144， 1912. 

=Pe/Jicijjim jemo/JiiSopp， Skr. VidenskSelsk. Christiana 11: 144，1912. 

= PelJicij jillsl jl/teocoerlljel/sl Sai to， j. Ferment. Techno1.， Osaka 27: 2， 1949. 

=PelJicijjillsl corajjigerllslNicot et Pionnat， Bul1. Soc. myco1. France 78: 245， 

1962 (1963). 

文献:Pitt (1979). 

ツアベック寒天培地上で生育むしろ遅く， 25
0

C. 2週間で直径3cmに達し，集落中央部は

綿毛状となり，色は灰黄色一鈍黄色.水滴は中央部に生じ，集落裏面は暗褐色一時オリー

ブ色.麦芽エキス寒天培地上で生育速やか， 25
0

C. 2週間で直径7cmに達する.菌糸は黄

色. 37
0

Cでは生育せず.

分生子柄は2段階分岐，先端に6-8本のメトレの輪生体を生じる，著しく粗面.メトレは9

-11x4-6μm. フィアライドはアンプル形， 8-10x3-3. 5μm. 分生子はだ円形， 3.5-4x3-

3.5 

μm，粗面.

所在:淡水域，土壌，世界的に分布.

系統:1975年12月4日，長崎県北高来郡境川， No. 4SR・3-8.

PelJicij jillsl uirslltllsl Dierckx 

Annls Soc. Scient. Brux. 25: 89， 1901. 

= Pe/Jicij ji必タ COF..yう勿'biferllsl Westling， Ark. Bot. 11 (1): 92， 1911. 

= PelJicij jisl ca.lア7eojlltescelJS G. Smith， Trans. Br. mycol. Soc. 22: 252， 1939. 

=PelJicijjillsl uordeiStolk， Antonie van Leeuwenhoek 35: 270， 1969. 

= Pe/Jicij jillsl verrllCOSIIsl var. cO.l~vßlbiferllßl (West 1 i ng) Samson， Stol k et Hadlok， 

S t ud. Myco 1.， Baarn 11: 36， 1976. 

文献:P i t t (1979); Raper and Thom (1949); Samson et a 1. (1976). 

ツアベック寒天培地で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径5.5cmに達し，集落中央部は著しく
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東状，周縁部は幅3-4mm平坦となる.分生子形成部位は明青緑色.水滴は褐色. 集落裏面

は燈褐色. 37
0Cでは生育しない. 麦芽エキス寒天培地上では平坦，いく ぶん束状となる.

37
0

Cでは生育 しない.分生子柄は著 しく束状となり，柄は粗面.ベニシリは3-4段階分岐.

メトレは3-5本輪生， 13-18x3-4μm，フィアライドは6-8本輪生， 9-11x3-4μffi，もつれて

連鎖する.

所在:淡水域.

系統:1975年12月4日，長崎県北高来郡境川， N o. 4SR. 5-l. 

Pellicij j il/JJJ JJJegasporl/JJJ Orput et Fenne11 

Myco1ogia 47: 233， 1955. 

=PenicijjiuJJJgigantel/JJJRoy et Singh， Trans. Br. mycol. Soc. 51: 805， 1968. 

文献:Pitt (1979). 

ツアベック寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 2週間で直径2.6cmに達し，オリーブ色.基底菌

糸の発育はよく，ビロード状の集落となる.集落中央部は緩い気生菌糸で覆われる.胞子

形成はよく，集落には放射状にしわがはいる.集落裏面は淡黄緑色.麦芽エキス寒天培地

での生育はツアベック寒天培地同様遅く， 25
0

C， 2週間で直径3.1cm~こ達する.胞子形成は

劣る.集落裏面は淡黄緑色. 37
0

Cで生育する.

分生子柄は基質より直接あるいは気生菌糸より生じ，長いものと短いものが混在する，壁

は滑面あるいは微細な粗面.メトレは (2-)4-5本輪生体となり，幅広いこん棒状， 13-

15x8-10μm. フィアライドはアンプル形， 4-7本輪生体となり， 7-12x5-6μm.分生子は球

形，暗色、 トゲ状，直径7-8μm，連結部痕を有す.

所在:海水域，土壌.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， No.20S・27-9.

Pellicijjil/JJJ oxajicllJJJCurrie et Thom 

j. biol. Chem. 22: 289， 1915. 

文献:P i t t (1979): Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で、直径6cm~こ達し，平坦，ビロード状の

集落となる.分生子形成部は灰緑色，集落裏面は無色.麦芽エキス寒天培地上の集落はツ

アベック寒天培地上よりも還し直径3.5cm. 分生子形成はよく，成熟すると分生子の連

鎖は崩れる. 37
0

Cでの生育は25
0

Cより遅い.

分生子柄は基底菌糸層より生じ， 150-200x4-4. 5μm， ~骨面， 2段階分岐，先端に密着した

メトレを2-4本輪生する.メトレは20-25x4-5μm，フィアライドは6-8木輪生し，円筒形，

12-14x3-4μm. 分生子はだ円形， 4-5x3-3.5μm，滑面.長く連鎖する.

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌.

系統:1975年12月4日，長崎県北高来郡境川， No. 4SR・6-3.

Pellicijji必勿 purpurog;♂'nllJJJ S to 11 

Bietr. Charakter. Penici11. . 32， 1904. 
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=Peノ'liC1IJiIlsJrllbrIlsJSto1l， Bietr. Charakter. Penici11. :35， 1904. 

= Pen ic iJ J illsJ saβ'gllilleUsJ Sopp. Skr. VindenskSe1sk. Christiana 11: 175， 1912. 

= PelliciJ JillsJ crateriforllle Gi 1man et Abbot t， Iowa St. Co11. ]. Sci. 1: 293， 

1927. 

=PelJiciJJillsJ valliJJae Bouriquet， Bu11. Acad. Ma1gache 24: 68， 1941. 

文献:Raper and Thom (1949): Pi t t (1979). 

ツアベック寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径5.5cm~こ達し，ビロード状の集落

となる.色はH音緑青色.集落裏面は赤紫色.この色は集落周辺の寒天内にも拡散する.麦

芽エキス寒天培地上では平坦なビロード状の集落となり，分生子形成は優れている. 37
0

C 

では生育するが集落の伸長はよくない.

分生子柄は寒天表面あるいは気生菌糸より生じる.柄は滑面，先端は典型的な複輪生体と

なる.メトレは6-8木輪生， 9-12x3-4μm，先端はフィアライドが5-6木輪生体となる.フ

ィアライドはペン先形， 9-10x2.5-3μm，分生子はだ円形，粗面， 3-3. 5x2. 5-3μm. 

所在:淡水域，汽水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1976年2月25日，長崎県北高来郡境}If， NO. 5SR・4-13.

PelJiciJ JilllJJ rllgllJosl1llJ Thom 

Bu11. Bur. Anim. Ind. U. S. Dep. Agric. 118: 60， 1910. 

= PelJ ic iJ J illlJJ tarmlDl Thom， Pen i c i 11 i a: 485， 1930. 

= PelJiciJ Jillm p!JiaJosporllm Udagawa， ]. Agric. Sci.， Tokyo Nogyo Daigaku 5: 11， 

1959. 

文献:P i t t (1979): Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育きわめて遅く， 25
0

C， 2週間で直径2cmに達し，ビロード状，

灰緑色の集落となる.水滴は欠く.集落裏面は黄色.麦芽エキス寒天培地上の生育も遅く，

黄色の菌糸が特徴的である. 37
0

Cでは生育しない.

分生子柄は2段階分岐し，複輪生体，しばしば不規則な分岐もする.メトレは5-6本輪生

体となり， 10-12x2-2.5μm. フィアラドは円筒形，明瞭な頚、部をもつか，ベン先形， 9-

12xl. 8-2. 5μm. 分生子はだ円形，著しく粗面， 3.0-3. 5x2. 5-3.0μm. 

所在:淡水域，世界的に分布.

系統:1976年8月11日，長崎県諌早市本明川， No. 2HR・5-1.

Pen ic iJ J illlll s jゆ'JicisS1IJJlIlD (Oudem.) Thom 

Penici11ia: 335， 1930. 

二必icariasimpJicissima Oudem.， Ned. Krui此 Archf， Ser. 2， 3: 763， 1903. 

= PelJiciJ Jillm piscarillDl West1 ing， Ark. Bot. 11: 86， 1911. 

=PeniciJJiusJ pllJviJJorumTurfitt， Trans. Br. mycol. Soc. 23: 186， 1939. 

文献:P i t t (1979): Raper and Thom (1949). 

ツアベック寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径5.5cm~ご達し，淡青緑色，厚い基

底菌糸層のビロード状集落となる.集落裏面は無色.麦芽エキス寒天培地上では平坦な綿
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毛状の集落となり，色は灰緑色，分生子形成もよい. 37
0

Cで生育する.分生子形成は劣る.

分生子柄はほふく菌糸より生じ，粗面.ベニシリは散問状で2-4本のメトレからなる.し

ばしば複輪生体もみられる.メトレは12-17x2.5-3μm. フィアライドは急に細まり 8-

10x2.5-3μm. 分生子は球形ーだ円形，微細な粗面，散開状のもつれた連鎖となる.

所在:淡水域，汽水域，海水域，土壌.

系統:1976年12月13日，長崎県諌早市本明川， No. 4HR. 1-1. 

ノート:汚点11t o ine lllllllとは分生子の色が明るい，集落裏面か無色，柄が粗面などが相

違する.

Pel1icilliLllll t!JOlllii Mai re 

Bu11. Soc. Hist. nat. Afr. No. 8: 189， 1917. 

= PenicilliLlIll aLlralltioviolacel/Js Biourge， Cel1 u1e 33: 282， 1923. 

ィγtroll!.vcest!JOsJii (Maire) Sacc.， Sy11. Fung. 25: 683， 1931. 

=PenicilliLlIll.JrezoenseHanzawa apud Sasaki et Nakane， j. agric. Chem. Soc. japan 

19: 774， 1943. 

= Penicillilllll t!JOsJii var. fla vescells Abe， j. gen. appl. Mi crob io 1.， Tokyo 2: 50， 

1956. 

文献:P i t t (1979): Raper and Thom (I 949) . 

ツアベック寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 2週間で直径6cmに達し，放射状にしわがはい

り，灰緑色，ビロード状の集落となる.直径250-300μm，堅い淡燈色の菌核を多数生じる.

麦芽エキス寒天培地上では平坦，多少綿毛状となる. 37
0

Cでは生育しない.

分生子柄は基底菌糸から生じ，粗面，先端は頂のう状に膨らむ，直径5-7μm. フィアライ

ドは10-12x3-3.5μm. 分生子は亜球形ーだ円形，滑面， 3-3.5x2.5-3μm. 緩く柱状となる.

所在:淡水域，汽水域，土壌.

系統:1976年2月25日，長崎県北高来郡境川， No. 5SR. 1-2. 

ノート .P. glabrllsJ (= P. freqLlentans) と類似するが，菌核を形成する点が異なる.

Pit!Joll!.vces c!JartarusJ (Berk. et Curt. ) M. B. E11 i s 

Mycol. Pap. 76: 13-15， 1960. 

ユSporidessJiulllc!JartarusJ Berk. et Curt. apud Berke 1ey， Grevi 11 ea 3 (26): 50， 

1984. 

文献:E 11 i s (1971). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 1週間で直径6.5cm~こ達し，オリー

ブ褐色のビロード状集落となる.分生子は多量に形成される.集落裏面はオリーブ灰色.

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育速やか，やや薄い集落となる. 37
0

Cでは生育しな

い.分生子柄は菌糸から側生，無色， 5-10x2. 5-3μm. 分生子はアレウロ型，分生子柄の

先端に端生，卵形， 20-22.5x10-15μm， 2-31国の隔壁を横断状に生じ，中央の細胞は縦の

隔壁で仕切られる.成熟すると褐色になる，表面はイガグリ状.

所在:淡水域，海域，土壌，世界的に広く分布.
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系統:1981年 1月8日，長崎県大村湾， No. 100S' 18-4. 

文献:E 11 i s (1971). 

ScolecobasidillDl telγY:fllJ/ A bbot t 

Myco1ogia 19: 29-31， 1927. 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育還し薄い，平坦な白色集落となる.分生子柄は

気生菌糸より生じ，こん棒状となり， 5-10μm，隔壁を生じる.厚膜胞子は球形，亜球形，

直径3.5----4μm，淡褐色.分生子形成細胞はシンボジユロ型.分生子はY型，無色一淡褐色，

j骨面， 5-10x5-6μm，隔壁を 11回生じる.

所在:汽水域.

系統:1974年6月10日，長崎県南高来郡神代， No. 1AR・6-7.

Staco.p沙ot.r:.vsc!Jarta刀 isJ(Ehrenb.) Hughes 

Can. j. Bot. 36: 812， 1958. 

-; Stilbospora c!JartarlllD Ehrenb.， Sy1vae Myc. Bero1.， pp. 9， 21， 1818. 

= StacJり妙。t.r:.vsatra Corda， Incon. Fung. 1: 21， 1837. 

=Stauりψ01・t.vsa 1 terlJalJs Bon.， Handb. Myk. 117， 1851. 

= Stac!J.vbol万TS lobflla ta (Berk. ) Berk.， Out 1 i nes Bri t. Fung. p. 343， 1860. 

文献:Jong and Oavis (1976). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育遅く， 25
0

C， 2週間で直径4cmに達し，平坦，黒色

一黒緑色，粉状となり，中央部は縄状となる.集落裏面は時褐色.分生子柄は単一あるい

は仮軸状に数回分岐し，高さ約100μm以上に達する，幅3-5μm，最初無色，のちオリーブ

褐色一黒色となる，粗面.フィアライドは4-10佃群生し，倒卵形ーこん棒形，最初オリー

プ色，のち淡褐色，先端にカラーのない分生子形成痕をもっ， 10-12. 5x5-6μm. 分生子は

だ円形，最初無色，のち濃褐色一黒色， ?骨面から粗面ーいぼ状，集まって粘球塊となる.

所在:汽水域，海域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年1月8日，長崎県大村湾， No. 10S・2-12.

Torflla ，ク♂~barflm (Pers. ) Link ex S. F. Gray 

Nat. Arr. P1. 1: 557， 1821. 

~ JloJlil ia !JerbarllsJ Pers.， Syn. Meth. Fung.， p. 693， 1801. 

文献:E 11 i s (1971). 

麦芽エキス寒天培地上で生育抑制的， 25
0

C， 2週間で直径3.5cmに達し，中央部は綿毛状，

周縁部は平坦な集落となる.はじめ淡黄色，のち淡黄緑色となる.集落裏面は無色一淡褐

色.ジャガイモ ・ブドウ糖寒天培地上の集落も麦芽エキス寒天培地と同様. 37
0Cでは生育

せず.菌糸は淡褐色，隔壁あり，分生子柄は暗褐色，先端に分生子形成細胞を形成する.

分生子形成細胞は球形，またはカップ状，滑面またはトゲ状.分生子は出芽型分生子， 3 

----10細胞(多くは5----6) ，直立，またはいくぶんカーブしている，粗面，イガグリ状，淡

褐色一褐色， 20-50x5-7. 5μm. 
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所在:?毎域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年4月20日，長崎県大村湾， No. 20S・25-4.

刀ゾcnocladi/lslP..f/l・i[orsleDixon 

Trans. Br. mycol. Soc. 51: 160-164， 1968. 

文献:E 11 i s (1971). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育よく，はじめ白色のちに灰色となる.菌糸は淡褐

色，幅2.5μm，隔壁あり，分生子柄は菌糸より短い側糸として単生，菌糸と区別できない.

分生子はアレウロ型，こん棒状，紡錘形，成熟時には横に隔壁が生じ， 3細胞となる.最

初淡褐色，のちに先端細胞は暗褐色となる.長さ 12.5-20μm，幅7.5-10μm.

所在:汽水域.

系統:1974年12月11日，長崎市長崎湾， No. 5SR. 5-5. 

文献:E 11 i s (1971). 

J'ricn/lr/ls spiralis Hasse1bring 

Bot. Gaz. 29: 321， 1900. 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育は遅く， 25
0

C， 1週間で直径2.5cmに達し，縄状の

灰褐色集落となる.集落裏面の色も同様.ジャガイモ・ニンジン寒天培地上では気生菌糸

は発達せず，東状の分生子柄が多量に形成される. 37
0

Cではわずかに生育.分生子柄は東

状体となり，長さ 2.5-3mm，直径100-150μm. 分生子頭は長さ 600-1200μm，直径75-100μ

m. 分生子柄は幅2.5μm，隔壁あり.分生子形成細胞はアネロ型， 7x3μm. 分生子は4-

5x3-4μm，下部は裁断状，だ円形.

所在:淡水域，土壌，世界的に分布.

系統:1981年7月29日，長崎県大村湾， No. 30S・26-1.

[~belopsis nana (Linnemann) von Arx 

Sydowia 35: 20， 1982. 

~Jlortiella nana Linnemann， Pf1anzenf.， H. 23， 16 (Abb. 6) Abb. 58， 1941. 

=必めelopsisversi[ormis Amos et Barnett， Myco1ogia 58: 805-808， 1966. 

文献:Barron (1968). 

ジャガイモ・ニンジン寒天培地上で生育よく，白色の集落となる.菌糸は無色，幅約2.5 

μm. 分生子柄は菌糸より生じ，無色，長くのび先端が膨らみ，そこから分生子形成細胞

の枝が数本生じる.まれに菌糸より直接分生子形成細胞が側枝として生じ，先端に分生子

を形成する.分生子は球形，無色， 4-5μm，滑面.側枝は長さ 15-20μm，幅2-2.5μm，先

端に向かつてやや細まる.

所在:淡水域.

系統:1975年5月12日，長崎県北高来郡境川， No. lSR. 2-4. 
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B. 分生子不完全菌綱 Coelomycetes 

1.メランコニウム目 Melanconiales 

PestaJotiopsis sp. 

文献:Guba (1961): Nag Raj (1985). 

ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地上で生育速やか， 25
0

C， 1週間で直径8cm~こ達し，気生菌糸

の発達はよく綿毛状の白色集落となる.集落中央部には粘塊状の分生子層が散在する.集

落裏面は淡黄色.ジャガイモ・ニンジン寒天培地上でも生育速やか，直径7cm~こ達し，平

坦な集落となる. 37
0

Cでは生育しない.菌糸は無色，幅1-1.5μm，治面.分生子はこん棒

状紡錘形， 5細胞， 18-23x5-6μm. 中間の3細胞はオリーブ色，両端の細胞は無色.頂端細

胞基部に2-3本の無色の付属糸あり， 2-3xO. 8μm. 

所在:淡水域，海水域.

系統:1981年7月29日，長崎県大村湾， No. 30S・19-2.
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V1 主要水圏底質糸状菌類の生理学的性質

1 .低酸素条件下における生育

大村湾が閉鎖性の強い内湾であることは前述したが，毎年海水温が上昇する夏季に温度

成層が形成され，海水の鉛直循環が行われず，下層水はパクテリアの有機物分解によって

溶存酸素が消費され貧酸素化，また海底直上水で無酸素化現象が進行し初秋まで続く.こ

うした環境下における海底での有機物分解は硝酸塩還元細菌，硫酸塩還元細菌などの嫌気

性細菌によって行われ，分解産物として水，アンモニア (NH3)，二酸化炭素 (C02)，窒素

(N2) ，硫化水素 (H2S)などが生じる.このような環境から分離される底質糸状菌類は低酸

素環境に耐えることができる性質を有するものと推察される.有機物のなかの炭素に注目

してみると，有機炭素は無機化されてCOi変換されるので，分解に伴う酸素 (02)消費と C02

増加が底質糸状菌類の活性に影響を与えていると恩われる.低酸素・高二酸化炭素環境が

土壌微生物に及ぼす影響についてはSto t zky and Goos (I965， 1966)の報告があり，低酸素・

高二酸化炭素環境に耐性を有する菌が生態的に優位性を獲得し，土壌中で生存することが

できると指摘している.底質糸状菌類についてもこのようなことが言えるかどうか室内実

験を行いフィルード調査結果と比較した.

実験材料および方法

(1)供試菌株

海域底質より分離した菌の中から次のような子のう菌類18種，不完全菌類8種を使用し

た.Ascodesslis slacrospora， A. 111gricalls， A. sp!Jaerospora， Aspergilllls lusligalll's' 

A. 11 ige1; A. t e1アells， (万'aetOslilIslglobOSII/Jl j}ic!JotOslOJJJ.Vc.丘5・cejpii var. SpillOSIlS， 

Esle1ゾcellopsisslicrospora， Ellpel1icillillsl brefeldiallll/Jl E. javal1iclIJJJ E. lislOSllJJJ 

E. 01刀'at IIJJJ のソ'malliella!JIIslicola， A令osart01~Jヨ fisc!Je1・i JY. glabra， j匂eciloJJJ.vces

variotii Fellic111illJJl o.J.'aliCIIJJJ FSelldellrotillsl ZOllatll/Jl Sordaria !JIIslalla， 

Stac!J..vbot1:VS c!Jarlarll/Jl ialarolll..vceS flavlIs， 1. !JeliclIs var. !J♂1 iClI，S， 1. 

stipitatlls， iric!Jodersla sp. ，必'S te1ψぅ~-ella sllll I ispora. 

(2) 使用培地

/J. cej/-ノii var. Spil10SllSを除く子のう菌類はWSA培地，不完全菌類および/J. cejj.フjj

var. spi刀OSIISの培養にはPDA培地を用いた.

(3) 低酸素条件下における生育試験法

滅菌プラスチックペトリ皿にPDA培地を25m1分注し，ガラス製嫌気ジャーに 13枚セット

し，ジャー内に水を満たし，あらかじめ内容量を測定した.実際の操作はFig.27に示すよ

うに供試菌を接種した平板倍地をジャー内に入れ，ジャー内の空気を脱気し， C02が内容

量の 10，30， 50， 70%になるように注射筒を用いて注入した後，残りの容量分は活栓を開け

空気を補充した.
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結果および考察

{共試菌は菌種によって生育が異なり， C02置換率70，50， 30， 10%まで生育できる菌群をそ

れぞれA，B， C， 0とすると 4段階に類別できた. A群はさらにA1， A2， A3と細分された. F i g. 28 

に示すようにAl:JJ. cejjJii var. SjJillOSlIo5， P. variol ii P. ZOllatll/ll 刀、ic!Ioder/JJa

Sp.. A2: A. Illgel; J: fJavIIs， 1. !Ie1icIIs var. !Ie1icIIs， J: slijJitatlls， Hぞ

/JJlI1tisjJora. A3: A. fil/JJigalllo5， A. terrello5， E. brefe1diallll/ll E. javallicll/ll E. 

11I1los ll/ll ぶ !Ill/JJico1a， A glabra. B: A fisclI♂f五万 OAョ1iCII/J4 C: C: globoSll/ll E. 

01ilalll/ll S: c!Iarla1illJJ， S: !Ill/JJalla. 0: A. /JJacrosjJora， A. Ilig1ゾ'Callo5， A. 

sρfJaerosjJora， E. /JJicrosjJo1習に類別できた.

Stotzkyらは糸状菌31菌種を用いて， 100%C02， 100州2，混合ガス (C02・02・N2)環境下の無

酸素あるいは低酸素下における生育試験を行っている.その結果， 100出C02でιま全ての菌

は生育できないが， 100削 2で;~ i A sjJerg i 11 IIS t errells， FlIsarill/JJ S p. ， 刀ゾc!Ioder/JJa

virith♂が生育することを認め，無酸素環境下でも生育する糸状菌類のいることを示した.

また，Pellici11iu/JJsp.， J'1・ic!Iode1双rav iride， FlIsarill/JJ S p.の 3菌種は98弘C02・2%02お

よび、90見C02'5%N2・5出02環境下でも生育することが観察されている. さらに，低酸素・

高二酸化炭素環境下への微生物の適応試験を行い，ASjJθ'liJ11111s， )勺isarill/ll Pell ic i11 il//ll 

fン/α70th♂'llllaはその他の糸状菌に比べ高い耐性と適応を示すことを認めている.今回行っ

た実験でも70%C02置換培養(換算値. 70弘C02・23馴2・26%02)で生育した菌の中には，

ElljJellici11il//JJ brefe1diallll/ll E. ja vallicll/ll E. 11~勿'OSll/ll J'a1aro/JJvces f1avIIo5， J: 

Sμtj必tit.μat白11，瓜05， 1丈必?佐♂/んic/.ζCα'/.ωJ

ρ幻J々汝討♂臼釘/刀 A. fi//JJi~拘f"aIu，以'05，完 ぷぷ~ lerrello5， JVeosarto1:va glaβ'ra (AsjJe1iJ111l1sのテレモルフ)， 

J'ric!I od elllla S p. などがあり， Stotzkyらの結果と一致した.

Table 19に供試菌の大村湾における底質調査での分布パターンと低酸素条件下での生育

パターンの関係を示した (A. /JJacrosjJora， A. 11 i/{lゾcallS，S: IIl//JJallaは大村湾底質より

分離されなかったので除く. ) 低酸素条件下で生育し得る菌群 P. variol iiを除いたAl

群の菌， A2群のJ: f1a Vl/5， およびA3群のよ brefe1diallU/J4 A glab1ョはフィールド調

査の分布においても水平方向，垂直方向ともに広範囲に分布していた.一方， B， C. D群

の菌類は水平・垂直方向とも出現頻度が低かった.このように生理学的性質と水圏底質に

おける分布との聞には明確な関連が認められた.
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Growth 

pattern 

Al 

A2 

A3 

B 

C 

D 

Table 19. Distribution and合equencyof fungi used for growth test. 

Depth 

S B1 B2 B3 

Fungus Station** 1 2 3 4 5 6 7 8 9 123456789 123456789 12345 678 9 

D. Cり'piivar. spinoslω 421 1 2 3 3 3 3 2 1 1 123 

P. zonatum 444 4 4 4 3 2 1 4 4 4 4 4 3 222 3 122 

P. variotii 1 1 1 1 

Trichodenna sp. 241143111 2 1 1 111 1 1 

A. niger 1 1 2 2 1 3 2 1 1 2 

T. jlavlls 444444333 342 123 133 

T helicus var. helicus 1 2 1 1 1 1 3 

T sripirαlUS 

Wイ mullispora 3 4 3 333 1 1 1 1 122 

A. fumigatus 2 3 2 3 221 2 2 3 1 

A. lerreus 11111 1 123 

E. brφldianum 242 1 3 2 2 2 1 121 122 

E. javanicum 2 3 131 133 112 2 3 

E. limosum 1 1 1 1 1 1 2 1 1 

G. hlllnicola 

N glabra 444424323 444 1 2 3 323 2 122 

N .fischeri 2 1 1 112 1 1 1 2 

P. oxalicum 

C. globoswn 1 1 1 1 1 3 1 1 

E. ornalum 3 1 1 

S. charrarum 2 3 1 2 1 3 133 1 3 

A. sphaerospora 2 

E. microspora 122 1 121 1 1 1 1 

木 Frequencyof occurrence was shown as detected number for sampling times. 

** Station nos. 1-6 = 4 sampling times; Station nos. 7-9 = 3 samping times. 
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2. 塩濃度と胞子の発芽および菌糸の生育との関係

河川水や土砂などと共に海へ流入した糸状菌類の胞子あるいは菌糸はまず極分の影響を

受ける.塩分に対して抵抗性を有するか否かが海環境に定着できるかどうかの重要な鍵と

思われるので，主要海域底質分離菌の種々の塩分濃度培地における胞子の発芽試験および

菌糸の生育試験について調べた.

実験材料および方法

(1)供試菌株

菌糸の生育試験には海域底質より分離した次のうような子のう菌類18種，不完全菌類8

種を使用し，胞子の発芽試験には不完全菌類5種(*EP) を使用した.

AscodesmIs macrospora， ぷ 11I;rlゾCall.5， A. sp!Jaeropora， Aspergi1111s filmI;ratlls本 ，

〆f. IlI;rer淑 ，A. terre!.ほどIJaetomIllm ;r10bosllm f}Ic!JotomOIl!.VCeS cejII var. SpIll0SII.5， 

EmerIce 11 ops Is m Icrospora， βψellIC1i1Illm brefe1dIallllm E. javallIcllm 

ぷ 1Imos!lsJ， E. 01"/la tllm u'I1mallIθ11a !JlImIco1a， h'eosart01:f包 fZタ0クerl; A ;r1abra， 

J勺eCI1oll!.vces varIotIIヘ PellIc I11 Illm OJ.'a 1 ICllmヘ J'a1 arOll!.vces f} a VII.5， 1. !Je 1 ICIIS 

v a r . !J e 1 Ic 11.5， 1. s t IjフItatLls， 刀ゾc!Jodel加 sp.， 作 'Sterdvke11amllltIspora.. 

(2) 胞子の発芽

1.発芽用培地

海水をろ紙(東洋ろ紙No.2)でろ過後，メンプランフィルター (0.45μm)で再びろ過し，

蒸留水を用いて海水濃度が10%から90%になるように調整し，海水基礎培地とした.これ

に寒天を2%になるように加え，オートクレーブ滅菌し，滅菌ペトリ皿に20m1注ぎ，固化，

平板とし，滅菌した直径 5mmのコルクポーラーを用いて培地をくりぬき，直径 5mmのア

ガーディスクを作成し発芽試験培地とした.

2. 発芽試験

Byrne and J ones (l975a)の方法に準拠しアガーディスク法で、行った.供試菌の斜面培

養に0.02%Tween 80加滅菌蒸留水2m1を注ぎ胞子懸濁液を作成したのち， 2000 rpm， 10分

間遠心し上清をデカンテーション後，再びO.02% Tween 80加滅菌水を加え接種液

(106 spores/ml)とした.あらかじめ底にろ紙を敷き，乾熱滅菌しておいたガラスベトリ

皿のろ紙上に前述のアガーディスクをl試料宛5枚載せ，接種液 1?商を滅菌ピペットでアガ

ーディスク上に滴下した.ろ紙にはアガーディスクと同塩分濃度の海水培地を3m1注ぎ湿

室状態で培養した.培養温度は1OoC， 15
0

C， 20
o
C， 25

0

Cの 4段階を設定した.培養2日後に，

アガーディスクをスライドグラス上に載せ，顕微鏡で発芽を確認し発芽率を求めた.培

養温度1OoC， 15
0

Cについてはさらに培養を続け， 10日後に同様にして発芽率を求めた.

(3) 菌糸の生育試験法

1.前述の海水基礎倍地(海水港度0，20， 40， 60， 80， 100%)にグルコース 1%，酵母エキ

ス0.1%を添加し生育試験用培地とし， 100 m 1容三角フラスコに50ml分注後，オートク

レーブ滅菌した.供試菌の平板培養(不完全菌類はPDAで 1週間培養，子のう菌類のうち β
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ceJjJjj var. spiρOSIISはPDA.その他の子のう菌類はWSA) の集落周縁部を滅菌した直径

15 mmのコルクポーラーを用いてくりぬき直径15mmのディスクを作成した.これを滅菌ホ

モジナイザーにとり滅菌水25m1を加え，ホモジネートし，試料液を作成した.その1m1 

を前述のように調整した生育試験用培地に接種し. 25
0

C. 10日間振とう (110rpm)培養し

た.培養後，あらかじめ 105
0

C.2時間乾燥後秤量しておいたメンプランフィルター (0.45

μm)でろ過し，蒸留水で洗浄後. 105
0

C.2時間乾燥し，乾燥重量を測定した.

結 果

(1)胞子の発芽

{共試菌の各種海水濃度における発芽結果をFig.29に示した.A. β'IJJJiρ tllSは20
0

Cおよ

び25
0

Cでは海水濃度100% (以下海水濃度100%をS.100弘と表す)まで発芽するが，発芽率

は海水濃度が増加するにしたがって低下した. 10
0

Cおよび15
0

Cでは2日後には発芽せず，

15
0

Cでは10日後にS.60%まで発芽したが，それ以上の濃度では発芽率は<1%になり，

S. 100%では全く発芽しなかった. 10
0

Cではすべての海水濃度で発芽しなかった.

A. ρjger は25
0

CではS.60%まで発芽したが，それ以上の濃度では発芽せず. 20
0

Cでは

S.50%まで発芽した. 15
0

Cでは10日後にS.40%まで発芽したが，発芽率が1-10%を示し

低かった.また， 10
0

Cでは10日後でも全く発芽しなかった.PelJ jc jJ J jllJJJ 0)，:3 J iCIIJJJは20

oC， 25
0

Cにおいてすべての海水濃度で発芽し，いずれも海水濃度が高くなるにしたがい，

発芽率は低下した. 15
0

Cでは2日後にはS. 80%以上で発芽しなかったが， 10日後にはすべ

ての海水濃度で発芽した. 10
0

Cでは2日後すべての海水濃度でまったく発芽しなかったが，

10日後にはS. 70%まで発芽した.PaeciJomvces variotii は25
0

Cでは海水濃度0-100%

で発芽し， S. 100%においても発芽率の減少は低かった. 20
0

Cではすべての濃度で発芽し

たものの， S.70%以上の濃度では発芽率が急激に低下した. 15
0

CではS.20%より急激に低

下し， S.50%以上ではまったく発芽しなかった. 15
0

Cおよび10
0

Cでは2日後にはまったく

発芽しなかったが. 10日後には15
0

CではS. 70%まではほぼ100%の高い発芽率を示したが，

S.80-90%になると急激に低下し. S. 100%では発芽しなかった. 10
0

CではS.0-40%で発芽

したが， S.50%以上では全く発芽しなかった.Stac!J..妙。tr..VScβ'ar t a rllJJJは15
0

C，20
o

C， 

25
0

Cともにすべての海水濃度で高い発芽率を示した.また， 10
0

Cにおいてもすべての海水

濃度で発芽したが， S.80%以上になると発芽率は急激に低下した.しかし培養10日後に

はすべての海水濃度でほぼ100%に近い発芽率を示した.

(2) 菌糸の生育

供試菌の種々の海水濃度培地における菌糸の生育結果はFig.30に示したように，塩分を

欠くより塩分が存在したほうが生育がよいグループ .ASjJergiJ JIIS IJiger 図の20)， 

PeniciJ JillJJJ o}{aJicIlJJJ (24). SordariaβIIJJJana (14)， EJJJericeJ JOjJsis JJJicrosjJora 

(6) .塩分が存在しでも生育するが，欠く方が生育のよいグループ: β'/jJelJ ic iJ J il/JJl 

/avalJiclIJJJ (8). E. JiJJJoslIsl (9)，始。sartol:vafiscner (11)， A gJabra (12)， 

丈 fJavlIs (15). 極分が存在しでも欠いても生育に差がないグループ .ASjJergiJ J!IS 
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1. Ascodesmis macrospora， 2. A. nigricans， 3. A. sphaerospora， 4. Chaetomium 
globosum， 5. Dichotomomyces cejpii vat: spinosus， 6. Emericellopsis microspora， 
7. Eupenicillium brlψIdianum， 8. E. javanicum， 9. E. Iimosum 

Fig. 30. Growth of tested fungi in seawater medium ajusted at various levels of sa1inity， 

25"C . 
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zonatum， 14. Sordaria humana， 15. Talaromyces jlav叫 16.T. helicus v紅 helicus，17. T. 
stipitatus， 18. Westerdykella multispora. 

Fig. 30. Continued 

125 



⑫ 且/戸/. • ③ • • E 

+-> 
4こ。、
"，-

100 q2E J 

〉L、
Cコ

O 
O 20 40 60 80 100 

Seawater (%) 

~ ， 200t-
亡E73J 

③ 
~ーー← ー

@ 

+-> 
」二
亡才、
"，-

q2Z J. 

L 〉、

Cコ

亡ε7、

+-> 
...c 
CJ) 

"，-

G:z J 

〉主ー、
Cコ

O 
O 20 40 60 80 100 

Seawater (%) 

@ ③ 

100 

O 
O 20 40 60 80 100 

Seawater‘(%) 

19. Aspergillusルmigatus，20. A niger， 21. A. terreus， 22. Gilmaniella humicola， 
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lilJJJigall/s (19)， FaeciloJJJyces variolii (23)， S/~1ClJ..vboI1YS Ciクarla1γ'JJ1 (25)， 

どIlaeloJJJillJJJ gloβOSl/JJJ (4)， Ia 1 aro.局vces sl ipilallls (17)， J)ic.βoloJJJollJ..vces cejpii 

var. SpiJ10SlIS (5)， fI1eslerd.vkella JJJlll1 ispora (18)， A. JJJaCrOSOp1a (1)， AscodesJJJis 

spoaerospora (3)， A. JJigricaJJs (2)， Aspergil11ls le1γ.elIS (21)， (，'ilJJJaJJiella 

ollJJJicola (22)， IricooderJJJa sp. (26). Psel/del/roliIIJJJ ZOJJalllJJJ (13)，の'/jJelJic ill illJJJ 

brefeldiaJJlIJJJ (7)，正.01刀'/J1l/JJJ(10)， Ialaro.局vcesoel iCl/s var. oel iCl/s (16)の3つの

生育パターンが認められた.

考 察

糸状菌類の分布を考えるとき環境要因は重要な因子となる.海域底質より分離される土

穣菌類の多くは本来陸上にも生息している菌であり，海水菌のように海の中だけでライフ

サイクルを全うする菌とは，その生理学的性質，とくに塩分に対する感受性の点で異なっ

ており，この感受性が河口域や内湾における糸状菌類の分布を決定する上で重要な役割を

果たしていると思われる.塩分に対する感受性を調べる方法としては，普通種々の海水濃

度培地における菌糸の生育，胞子の発芽，胞子の形成試験などが行われている. Byrne 

and ]ones (1975b)は陸生菌10菌種，淡水生不完全菌2菌種，海水菌8菌種について前述の

項目について調べ，得られた結果と生態的分布との関係を考察している.それによると陸

生菌の中で不完全菌類は菌糸の生育，胞子の形成には幅広い耐極性を示すが，胞子の発芽

は塩分が増加すると著しい影響を認め，その影響は菌種によって異なり;子のう菌類では

菌糸の生育は塩分が増すと少し影響を受け，胞子の形成および胞子の発芽は塩分が増すと

著しい影響を受ける;接合菌類では菌糸の生育は極分が増しでも幅広い耐塩性を示し，胞

子の形成は塩分が増すと影響を受け，胞子の発芽は著しく影響を受けるという.今回の試

験結果では供試した不完全菌類，子のう菌類の菌糸の生育は菌種によって多少極分の影響

に違いが認められたが，極分が増しでも幅広い耐塩性を示す菌が多く，塩分による生育抑

制をうけないことから海水域においても生息することが可能と考えられる.また，不完全

菌類5菌径の発芽試験でも菌種によって塩分の影響の度合の違いが認められること，とく

にSI a cb.v bo 11:VS coa r ta rllJJJがほとんと♂塩分の影響を受けない点はByrneand 

]ones (1975b)の結果とよく一致した.

また発芽におよほす極分の影響は温度との相互関係が認められており， Byrne and ]ones 

(1975a)は陸生菌の発芽率は塩分が増すにつれて減少し，塩分による阻害影響は低温のと

きに著しいと指摘している. しかしながらFig.29に示すようにぷ c!JartarflJJJは10
0

Cにお

いても S.40弘までは高率に発芽し，しかも濃度の増加とともに次第に発芽率が低下しS.70協

を越えると急激に低下するが， S. 100犯でもなおMが発芽した.さらに 10日間培養すると 10

℃においてもすべての塩分濃度で 100犯の発芽率を示したことは興味深い特徴といえよう.

このような塩分に対する感受性は水圏における分布とも関係していると思われ，事実，水

圏底質の生態調査では木菌は淡水域では少なく，海域より多く分離されている.一方，

Borut and ]ohnson(1962)はグルコースやペプトンなどを発芽培地に添加すると極分の阻

害影響を緩和することを指摘しており，汚染海域に存在する栄養的な要素も糸状菌類の分

布を決定する重要な要因となっていると考えられる.
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3. 環境汚染有機物(と くにセルロース)の分解

河川および内湾堆積物中の炭水化物は陸上植物の遺物や土壌有機物，排水由来など外来

性有機物とプランクトンやパクテリアなどの自生性有機物起源と考えられる.炭水化物の

中でも高等植物に多く含まれるセルロースは結品構造を持つことから容易には微生物分解

を受けにくく，比較的長く堆積物中に残存するものと思える.陸上ではセルロース分解に

果たす糸状菌類の役割についてはよく知られているが，水圏底質においてもセルロース分

解に関与 していると推察されるので水圏底質より分離した糸状菌類のセルロース分解能に

ついて調べた.

実験材料および方法

(1) Ce11u1ose-azure分解試験

1.供試菌株

海域底質より分離した下記の子のう菌類19種，不完全菌類8種を使用した.

Ascodes/llis /llacrospora. A. /JigricaJl5. A. spnaerospora. AspergiJ Jl/S' fil/lligatl/s， 

A. Jligel; ぷ telγel/5. どIlaeto/llil//llgJobosl/1ll j}icnoto/lloll!.vces cejpii var. SpiJ10Sl/5. 

El/peJJ ic iJ J iμ'" brefeJdiaJlll1ll E. javaJJicl/1ll E. Ji/llosl/Ill E. or/Jatl/Ill (，'eJaSiJJOSpOla 

ret iCl/Jata. t'iJ/llaJJieJ Ja nl//llicoJa. J伝osart Ol:va fZタcneri JY. gJ abra， j匂eciJoll!.vces

variotii ?eJJiciJJil//ll o.raJicl/1ll Sordaria /lfl/llaJJa， Stac!J.妙。tl=VScnartarl/Ill 

J'aJaro!JぞvcesfJa VII5. 1. jクeJiclIs var. neJicl/s， 1. sljみita I l/s， 1. on ieJJs is， 

J'!JieJavia telγicoJa. 斤 icnoder/lla s p. .作'slerd.v.keJ Ja /lll/J lispora. 

2. 使用培地

1)素寒天培地(蒸留水1000ml， 寒天7.5g ) 

2) Ce11u1ose-azure培1也 (K2HP041. Og. NaN03 3g. KC1 O. 5g， MgS04・7H200.5 g . 

FeS04・7H 2 0 O. 01 g， ZnS04・7H200.01g， CUS04・5H200.005 g. yeast extract 1 g . 

g1ucose 1 g. ce11u1ose-azure 2%. 蒸留水1000ml，寒天1.5%. pH 7. 5) 

3) ~毎水 ce11u1ose-azure 培地 (yeastextract 1 g. g1ucose 1 g， cellulose-azure 2%. 

海水1000ml，寒天1.5%. pH 7.5) 

3. Ce11u1ose-azure分解試験法

素寒天培地1.5 m1をあらかじめキャップ付小試験管に分注，オートクレープ滅菌した後，

ce11u1ose-azure培地1m1を重層し試験用培地を作成した.なお ce11u1ose-azureはそ

の他の培地成分とは別に滅菌しておき，滅菌したのち両者を併せた.海水 ce11ulose-

azure培地を用いて同様に試験用培地を作成した.供試菌の斜面培養から，分生子あるい

は菌糸をかきとり試験用培地に接種し， 25
0

C.20日間培養した.培養後セルラーゼの作用

でazureがcel1uloseから遊離し素寒天が青色となったものを陽性とした.
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(2) セルラーゼ活性測定

1.供試菌株

VI----3.一(1)ー!と同じ菌株を使用した.

2. f吏用培地

Ce11u1ose-azure培地の ce11u1ose-azureのかわりに 1%粉末セルロース を用いた.

3.セルラーゼ活性測定試験法

あらかじめ不完全菌類はPDA培地，子のう菌類はWSA培地を用いて25
0

C，12-14日間平板培

養 し，集落の周縁部を直径15mmのコルクポーラーでくりぬき，滅菌水50m1でホモジネー

トし，そのO.5 m1を試験培地の入った各々2本の試験管に接種し， 25
0

Cで30日間培養した.

セルラーゼ活性測定はSomogyi-Ne1son法に準拠した.すなわち，培養ろ液を3000rpm， 15 

分間遠心分離し，上清を粗酵素液とした.粗酵素液1m1にO.5%CMC(0. 1M， pH 5.0酢酸緩

衝液に溶解したもの) 1 m1を加え，恒温水槽中で40
0

C，15分間反応させた.反応液の 1m1 

を25m1定容試験管に分取した.銅試薬 1m1を加え，沸騰水中で、20分間加熱後，冷水中で5

分間冷却し，試薬Cを1m1加え，泡がでなくなるまで振とうし， 20分間放置後，蒸留水で

25 m1に定容とし，吸光度 (520nm) を測定した.

(3) ろ紙分解試験

1.供試菌株

VI----3.一(1)ーlの使用菌株から下記の菌を選定した.

Aspergilllls JJige1; A. terrells， ピnaetom1umglobosll~ Ellj7eρic ill illJJl ja vaJJ iCll1l1 

&elaS1~ρospora ret iClIlata， &'ilJJlaJJiella OllJJlicola， J伶osartol=va glabra， PeJJicillillJJl 

o.rdliclI~ Sordaria /JlIJJlaJJa， Stao奇妙。tl:VScoartarllll1 1alaroJJJ..vces jJavllS; 

11ゾc/JoderJJlasp. 

2. t吏用培地

粉末セルロース分解試験に用いた培地を100m1容三角フラスコに50m1分注し，粉末セ

ルロースのかわりにろ紙(東洋ろ紙No.2，径55cm) 1枚を入れ，オートクレーブ滅菌し

た.

3. ろ紙分解試験法

供試菌の接種は粉末セルロース分解試験法と同様に行い，供試菌宛三角フラスコ 3本を

用い， 25
0

C， 40日間静置培養した.培養後，ろ紙に付着した菌糸を取り除き，蒸留水で数

回洗い， 105
0

Cで2時間乾燥し重量を測定，培養前の重量差よりろ紙減量を求めた.また，

生育した菌糸体をグラスファイパーフィルター(東洋GS-25，径24m m) を用いて集菌し，

蒸留水で数回洗浄後， 1 05
0

C， 2時間乾燥させ重量を測定した.さらに培養ろ液については，

セルラーゼ活性を前述の方法で測定した.

結 果

(1) Ce11 u 1ose-azure分解試験
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Cellulose-azure分解試験結果をTable20に示す.菌種によって分解力が異なり，次の

3つのグループに類別された.

0蒸留水および海水培地いずれでも分解するグループ .A. fIl/Jl ig-a t /IS， A. ρige1: A. 

terrel，ぷピ.gJoLうOSIIIll E. ja valJicIl1Jl， ぷ reticl/Jata， t-: !J1//JlicoJa， A fisc!Je1ゾ

var. fi.タc!Jer1: Af g Jai.う'ra， F. 0.-1ヨJiCI//Jl， S. !JII/JlalJa， S. c!JartarlllJl， 1. 11avIIs， 1. 

St1ンヮitatl/S， 1. te1γicoJa，ρic!Joder/Jla s p. . このグループに属する菌の中でもぷ

ret iCI，ノJata，A. lJige1; A. te1アel/s~ E. ja valJicIl1Jl， 1. 1γal似 1. sl ipila 11.ノs・はいず

れの培地においても高しユcellulose-azure分解性を示した.

0蒸留水培地では分解するが，海水培地では分解しないグループ .E. brel詮JdialJII/JJ， E. 

J i/JloS II/JJ， 1. β♂J iCl/s var. !JθJiCI/S， 1. o!JielJsis， !f: /Jll/Jtispora. 

()Ce llulose- azureを分解しないグループ • A. /JlaCrOSp01a， A. lJigricalJS， A. 

sμねerospora，R cejpii var. SpilJOSI/S， E. 01γ7a II/IJl， F. variot ii. 

(2) セルラーゼ活性測定

セルラーゼ産生力をセルラーゼ活性で測定した結果はTable21に示すように

cellulose-azure分解試験の結果とほぼ一致し，その特性により 5グループに類別できた.

0蒸留水および海水培地ともに高いセルラーゼ活性を示すグループ :A. ρige1~ A. 

terrellS， E. javalJicII/Jl， t-: reticl/Jata， Aイ gJ a bra， F. 0.-1ヨJiC1/1ll Sordaria !JII/Jlall!J. 

J'ric!Joo.θf沼'il sp. 

0両方の培地で中程度のセルラーゼ活性を示すグループ .A. fil/Jl iga IIIS， {: g J 0βOSII/JJ， 

t-: !J1//JlicoJa， S c!Jartarl//Jl， 1. stipitatl/s， 1. le1γicoJa. 

0蒸留水培地では高いセルラーゼ活性を示すが海水培地では低いグループ:

E. brefeJdial1111Jl， A fisc!Jer1: 1. 11avI/s， If. /JlIIJtispora. 

0蒸留水培地で低く，海水培地ではセルラーゼ活性を示さないグループ .E. J i/JloS II/JJ， 

1. !JeJicl/s var. !JeJicIIs， 1. o!JielJsis. 

0両方の培地で全くセルラーゼ活性を示さないグループ .A. macrospora， A. lJigrical1s， 

A. sp!JaerosjJora， IJ. cejpii var. Sj..ノilJOSIIS，E. orl1a tLllJl， F. variol ii. 

(3) ろ紙分解試験

ろ紙の分解力をろ紙の乾燥重量減量およびセルラーゼ活性で測定した結果をTable22に

示した.その結果，すべての供試株は蒸留水培地においてはろ紙の分解が認められたが，

海水培地では菌種によって分解する菌としない菌が認められ，前者には A. te.lγ"el/S， 

t-:β'I/micoJa， F. oxaJ iCI//JJ， J'ric!Joder/Jla sp.，後者にはA. lJige.l; {'. g JObOSIIJJ4 

E. ja valJicll1Jl， t-: 1eヲticl/Jata，A gJab1ユぷ !JII/JlalJa，S. c!Jartarll/JJ， 1. /] a VI/Sが挙

げられる.なお，分解力が最も強かったのは F. O.J.aJ iCII/Jl 次いで J'1ゾc!Jodermas p.， A. 

te.lてrel/sであった.他方，セルラーゼ活性についてはA.te1γ'ells， ぷ relicl/Jala，

J'ric.仰der/Jla sp.， F. O.-1a J ICI/mなどのように蒸留水培地よりも海水培地でのほうが高い

活性を示す菌もあった.また， ぷ retIcl/Jata のように海水培地においてろ紙分解力は

有しないが高いセルラーゼ活性を示す菌もみられた.A. le.lてrel/s (海水培地)および
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Table 20. Decomposition of cellulose-azure. 

Fungus Distilled water base Seawater base 

A *. Aspergillus niger 
A. terreus 
Eupenicillium javanicum 
Gelasinospora reticuZぽG

Talaromyces flavus 
T. stipitatus 

B. Aspergillusルmigatus
Neosartorya fischeri 
N. glabra 
Sordaria humana 
Trichoderma sp. 

c. Chaetomium globosum 
Gilmaniella humicola 
Penicillium oxalicum 
Stachybotrys chartarum 
1hiel，のriaterricola 

D. Eupenicillium brlりをldianum
E. limosum 
Talaromyces helicus v訂 helicus
T. ohiensis 
Westerdykella multispora 

E. Ascodesmis macrospora 
A. niglゴcans
A. sphaerospora 
Dichotomomyces cのりiivar. spinosus 
Eupenicillium orna似m

Paecilomycesν'ariotii 

Decomposition; ++: high， +: low，ー:negative. 
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* A.: High activity in Seawater base and Distilled water base. 

++ 

++ 

++ 

++ 

++ 

++ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

B.:Iρw activity in Seawater base， but high activity in Distilled water base. 
c.: 1ρw activity in Seawater base and Distilled water base. 
D.: No activity in Seawater base， but high /low activity in Distilled water base. 
E.: No activity in Seawater base and Distilled water base. 
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Table 21. Production of cell u1ase. 

Cel1ulase activity (μg gl ucose / ml fil trate) 

Fungus 

AJpergilLus niger 
Gelasinospora reticulata 
Sordaria humana 
Trichodermαsp. 
Aspergillus !erreus 
Penicillium oxαlicun1 
Eupenicillium jaναnicum 
Neosaげ0ηα glabra
Talaromyces stipiratω 
Thielaviα!erricola 
Gilmaniellピ'1humicola 
Talaromyces flピ'1VUS

Chaetomium globosum 
Aspergillusルmigatus
Neosaげoryafischeri 
S!achybo!rys charrarum 
Eupenicillium brψIdiαnum 
Eupenicillium Iimosum 
Talaromyces helicus v訂 helicus
T. ohiensis 
Westerdykella multispora 
Ascodesmis macrospora 
A. nigricans 
A. sphaerospora 
Dicho!omomyces cのipii var. spinosus 
Eupenicillium ornatum 
Paecilomyces variotii 

DistiUed water base 

119 
119 
101 
197 
138 
128 
134 
126 
97 
74 

60 
102 
67 
61 
102 
43 
170 
47 
25 
37 
185 

く 10
く 10

< 10 
く 10

< 10 
< 10 
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Seawater base 

192 
166 
134 
124 

123 
115 
106 
96 
80 
74 

60 
43 
42 

40 
33 
30 
20 

< 10 
く 10

< 10 
< 10 
< 10 
く 10

< 10 
< 10 
く 10
く 10



Table 22. Decomposition of filter paper. 

Dry weight Dry weight loss Cellulase activity 

Fungus Medium** of mycelium of paper 

(mg) (mg) ( %) (μg glucose / ml filtrate) 

AヰJergillusniger DW 17.7土3.0 10.4土 8.3 3.8 13土1

SW 35.7土4.3 8.1土6.6* 2.9* < 10 

A. te!γeus DW 25.3土6.0 13.4土2.0 5.0 52土5

SW 20.3:t 1.7 5.5 :t 0.2 2.0 144土3

Chaetomium globosum DW 16.5土2.8 1.8土0.8 0.7 < 10 

SW 15.0:t 0.7 7.3:t2.1* 2.7* 12:t 5 

Eupenicillium javanicum DW 35.2土1.8 5.3:t 2.9 2.0 108:t 3 

SW 37.4:t5.8 8.8土2.3* 3.3* < 10 

白 lasinosporareticul仰 DW 33.5土2.3 27.5土12.2 10.0 79:t 11 

SW 25.6土2.5 24.9土1.6* 9.6* 136土14

Gilmaniella humicola DW 21.8土0.3 3.4土 0.8 1.2 く 10

SW 26.2土8.0 3.5土3.2 1.3 21 :t 1 

九セosartoryaglabra Dw 31.1:t 1.3 15.1土7.2 5.7 56:t 7 

SW 20.5土0.8 16.1土2.1"* 6.0* 17土2

Penicillium oxalicum DW 31.9土6.4 37.8土7.9 14.0 36土3

SW 36.5土3.3 39.7土3.9 15.0 57:t 4 

Sordaria humal1f1 DW 26.1土1.6 7.8土2.1 2.9 23:t 1 

SW 29.6:t 6.5 13.1土1.8* 4.9* 47 

Stachybotrys chαηαrum DW 17.4土 0.3 6.4土1.0 2.3 く 10

SW 22.1土1.1 5.1 :t 4.0* 1.8* く 10

Talaromyces jlaνus DW 27.7土0.4 11.7:t 4.0 4.4 11.2土3

SW 25.7土3.5 9.8土4.2* 3.7* く 10

ηichoderma sp. DW 25.6土1.1 31.6:t 2.6 11.8 49:t 5 

SW 18.3土4.8 14.9 :t 7.3 5.6 124:t 4 

Con仕01 DW 1.5土0.9* 0.5* 

SW 3.0土1.4* 1.1 * 

*Weight of paper increased a仇erincubation. 
**DW: Distilled water base， SW: Seawater base. 
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]'ricωderJJJa s p. (~毎水培地)を除いた他の菌はろ紙を基質に用いた方が粉末セルロース

を基質に用いたよりもセルラーセ。活性は低かった.

考 察

淡水域におけるセルロースの分解に関しては， Fisher et a1. (1977)は ル1icodelldroll 

spp. ， lIel icooll spp.， Aegerita sp.などのaero-aQuatichyphomycetesが関与している

とし，また， Thompstone and Dix (1985) は従来sugarfungiと考えられていたぷのそv1.Jす

spp.， Saprolegllia spp. などのSaprolegniaceaeも水圏エコシステムの炭素サイクルに

おいて役割を演じていると指摘している.その理由として河川上流域では川ヘ流入する有

機物は周辺土壌や植物由来の有機物であり，これらの水生菌が枝，その他の木質の基質か

ら多く分離されるし，セルロース活性を有することを根拠としている.

生活雑排水や工場排水などが流入する汚濁域では土壌菌が増加することを11章の生態調

査で示したので，これらの分離株のinvitroで、のセルロース分解試験結果を通して水圏底

質における土壌菌類の役割を考えてみたい.土壌菌の中にはセルラーゼ活性を有する菌と

有しない菌のいることから，必ずしも土嬢菌がすべてセルロース分解に関与していないこ

とは明らかである.また，ろ紙を用いた天然セルロースの分解試験結果から淡水域では土

嬢菌による結晶セルロースの分解が行われるが，海水域での分解は制限されることが推察

される. しかしながら，P. oxalic1IJJJ， A. telγ'"eIlS， ]'ricboderJJJa s p.などの不完全菌類が

両方の環境で天然セルロースを分解する菌として存在することが明らかとなり，しかも

これらの菌は生態的にも淡水域一汽水域一海水域に広く分布し，かつ分離頻度も高いこと

が認められていることから水圏底質における天然セルロース分解の役割を担っているもの

と思われる. Ra i and Chowdhery (1976)もマングロープ湿地から分離した土壌菌11菌株

(Aspergil11ls flavipes， A. flav1Is，ぷ f1lJJJiga t 1IS， A. /1 igel~ ぷ terrellS， α'aet OJJJillJJJ 

globoSIIJJJ， C: 1ildiclIIll C: /1igricolo1; FlISarillJJJ S01a/11: I?bizoctonia Sp. ， 

刀・icbodelコ'1la1 igll0ru.劫を用いてセルラーゼ活性のスクリーニングを行った結果，すべて

の菌株がセルラーゼ活性を示し，とくに A fllJJJ iga t 11.5， A. t elγellS， C: nigricolol; 

必Ijizocto/1iasp.が高い活性を示したという.なお，セルラーゼ活性と極分濃度との関係

についても試験し，A. lilJJJiga tlIS， A. terrellsは塩分濃度が増加しでも，セルラーゼ活

性が若干減少するだけと報告しており今回の試験結果と一致している.その他，粉末セル

ロースを基質とした海水培地で高いセルラーゼ活性を示したぷ retiClIlata， A. niger， 

E. java/1icIIJJJ， #. g1.必'1"3， S: b 11 JJJ3 113などの菌も水圏底質においてセルロースの分解の

役割を担っているものと推察される.

以上の結果をまとめてみると，水圏底質から分離された糸状菌の中にはセルラーゼを有

する菌と有しない菌がいることがわかった.そして一般に高いセルロース分解活性を有す

る菌はそれらの負荷の多い，河川，汽水域，海水域に分布する傾向であった.また，これ

らの分解活性菌の中でも淡水域ではセルラーゼ活性が高いが，海水域では低い菌，両方の

環境においてもセルラーゼ活性を示す菌がいることが明らかとなった.他方，ろ紙を用い

た天然セルロースの分解については淡水域では分解する菌が多く認められたものの，海水
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域では分解しにくいことが認められ，そのような菌としては子のう菌類が多かった. しか

しながら，両方の環境で天然セルロースを分解する菌としてP. o.lalIcIII1J， A. telγ'ellS， 

TlゾCOod er/JJa s p. などの不完全菌類が存在することが明らかとなった.これらの菌種は

生態的にも淡水域一汽水域一海水域に広く分布し，かっ分離頻度も高いことが認められて

いることから，水圏底質におけるセルロース分解の役割を担っているものと思われる. ま

た，海水培地では天然セルロースを分解しないが高いセルラーゼ活性を示したぷ IlÍgel~

E. ja Val1ICIII1J， ぷ lcヲtIcIllata，A glabra， S: OII/JJaI1aなどの菌も水圏底質におけるセル

ロース分解の役割を担っているものと推察される.
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要約

1 .主要水圏底質糸状菌類の生態、

1 ..-1 .河川底質の糸状菌類相

自然河川(境)11)および市街河川(木明川)の底質の糸状菌類相を比較調査した.両河

川とも上流より下流になるにしたがい出現種数は次第に増加したが，感j朝域では減少した.

また自然河川よりも市街河川の方が出現種数が多かった.河川の上流域からは植物寄生性

および植物腐生性菌類である Allreobasidill/ll Art/l1ゾ1，iLlJJ4 /}recβsJera， Pes ta Jotiopsis， 

Pi t nO/JJ..vces， t勿'beJopsisなどが分離され，上流域の糸状菌類相は流域の植生や土壌の影

響を受けているものと判断された.

一方，下流域の糸状菌類相は排水の影響を受けているものと考えられた.汚濁水質に固

有の ueotricnL/JJ1 calldidLlJJ1をはじめ，Asper;riJ JlIS Ili担re1; Pell ic iJ J illJJ1 0.1ヨJiCIIJJ1などの

不完全菌類と ELlpelliとiJJ iLl/ll 1'a J aroJJJ..vces， βirot ill/ll #eosart01:vaなどの子のう菌類に

よって構成され，かつ出現種数も豊富であり，最下流域の河口部では，逆に出現種数は減

少するが，この主因は塩濃度の影響にあると思われ，海水環境に適応した菌類だけが選択

され生存するものと推察される.

1..-2.汽水域底質の糸状菌類相

汚染地域(長崎地区)と非汚染地域(有明地区)の汽水域底質の糸状菌類相を比較調査

した.出現種数については両者の間で有意な差は認められなかったが，主要分離菌の分離

頻度は長崎地区の方が有明地区より顕著に高かった.一方，出現種数の季節的変動につい

ては非汚染地域で著しかった.分離された主要な菌類は 1'aJaroJJJ..vces，始。sartol:以

ELlpell iciJ J ilUlJ， αaetoJJ1illJJJ， TnieJa via， AspergiJ JLlS， ueotricnllJJJ， (/iJJJ1alli，♂JJa， 

Pelli・ciJ J illJJJ， 刀・icβoderJJ1aであり，河川底質と比較して大きな相違は認めらなかったが，

汽水域での汚染を特徴づける糸状菌類として S01ぬ ria UIIJJJallaが高頻度に分離され，本

菌が環境汚染指標菌として利用できることを示唆した.

1..-3. 海域底質の糸状菌類相

まず長崎湾を対象とし，湾奥部から湾口にかけて水平方向の糸状菌類相を調べた.汚染

地域すなわち湾奥部が湾口よりも出現集落数および出現種数の両者とも多かった.出現し

た主要糸状菌類として #eosartolJ7jJ， Ta Jarol1!vces，βijJel，iciJ JillJJJ， /}icnotoJJ1oJJJ..vces， 

IEJJ1ericeJ Jopsis， PselldeLlrotillJJ1， α'aetoJJ1illJJJ， 必stelψオeJJa， AscodesJJ1is， ZopfieJ Ja， 

Asper;riJIω ueotricUIIJJJ， PelliciJ J illJJJ， (/iJJJ1allieJ Ja， StaCUYLうot1~vS， 1'ricuoderJJ1aが

挙げられる.これらの中でAscodesJJ1is spuaerospora， A. JJJacrospora， TaJarolllvces 

βeJ iCllS var.βθJiCLls， ZopfieJJa Jatlpe~ CγlJJ1allieJ J a !JIIJJ1icoJaは湾奥部から多

数分離された.とりわけ AscodesJJ1issμ'Iae1・OSpOlヨ A. JJ1acrosp01ヨは汚染された海水域

から高頻度に出現したが清浄域からは分離されず，これらの菌の動向から環境汚染の実態

を知るための手掛りが得られることがわかった.なお，汚染汽水域から高頻度に分離され
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た501!かr13 βllmaJlaは海水域からは分離されなかった.

垂直方向の糸状菌類の分布を大村湾を対象に調べた.コアーサンプラーを用い，S (0-

1 cm)， B 1 (1-6cm)， B2 (6-11 cm)， B3 (ll-16cm)の 4層から採泥し試料とした. 4層の中で出

現集落数および出現種数がもっとも多かったのはS層であり，下層になるにしたがって急

激に減少した.湾奥部の汚染地域では最下層のB3層でも清浄域のS層以上の出現集落数が

得られ，垂直方向の出現集落数の分布も汚染度と密接な関係にあることが明らかになった.

J'a 1 aroJJJ..vces， A切 sart 01:Va， p.タefldef/rotjllJJl， El;pel1jcj11jflJJl， f)jc!JotomoJJJ..vces，ω'3 e t om jflJJJ， 

Aspe1~j11u~ PeJljcj11jum はS層からB3層まで分布していたが， ApjOS01泊 rja，

flvssoc!J1aIllVs， jfjcroascIIs， jfol1ascl/~ら Petrje11a， Sporormje11a，刀'Ije1avja， 

ZopIi♂11a， P!Joma はS層からのみ分離された.

2.新規汚染指標菌の検索

従来より淡水域では汚染指標菌としてぬOt1ゾc!Jum cal1djdllm， leptomjtlls 1actef/s 

など数種の糸状菌類が有用であるとされていたが，汽水域および海水域における汚染指標

菌についてはまだ知られていなし:).これまで実施した生態調査の結果と環境汚染との関係

から，汽水域での指標菌として Sordarja !Jllmal1a，汽水域および海水域での指標菌とし

てAscodesmjs sp!Jaerosporaが利用できることがわかった.A sρfJaerosporaは

Cooke (1957)が淡水域での指標菌としてとりあげているが，本研究により淡水域のみなら

ず全水域(淡水域一汽水域一海水域)での指標菌として利用できることがわかった.両菌

種とも糞生菌と呼ばれ，通常有機質に富む土壌から分離され，地理的にも広く分布する菌

であるが.水圏底質からは著しく汚染された地域からのみ分離される.すなわち，環境選

択性が狭い狭通応性の菌であることが特徴であり，指標菌として適しているものと判断さ

れた.

3. 新規指標菌を対象とした環境調査

下水処理場排水が流入する東大川河口域において新規指標菌を対象としての生物モニタ

リングを実施した.なお，同時に理化学的試験も行い生物調査と比較した • Ascouやsm1s

属はA spnaerospo1丸ぷ 111g1プcalぷ A. porc 111a ，ぷ macro.sjJω刀の 4菌種が分離され

たが，分離頻度は前 2菌種が高かった.A sjJ!Jaerosporaは下水処理場排水の流入地点を

中心に上流および下流地点から検出され，かつ菌数および検出頻度も流入地点に近いほど

高い値を示した.したがって， A. sp!Jaerosporaの分布，検出頻度および糸状菌類の出現

集落数などの測定から下水処理場排水の拡散をモニタリングできることがわかった.

4. 水圏底質糸状菌類の分類

水圏底質より子のう菌類の不整子のう菌類および核菌類に所属する新種ぷψel11cjjj 111m 

j lIJ10Sllm sp. nov. (マユハキタケ科)， #eocosmospora tel1l11cr1stata sp. nov. (ボタン
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タケ科).(U1Jγ'l.]sceJ Ja illtj/lillata Sp. nov. (ケタマカビ科)， FodosjJora iρtj/l illa t~1 s p. 

nov. (ラシオスファエリア科)，新属新種白Jceo即 7cesJaClI110SlIS gen. et Sp. nov. マ

メザヤタケ科)を発見したので，図とともに形態的性質を記載した.さらに，これらの新

属新種を含めて接合菌類 l科 3種，子のう菌類 13科 58種，不完全菌類 37種を分類・

同定した.水圏底質の主要糸状菌類は，接合菌類のケカビ目のMucoraceae，子のう菌類の

不整子のう菌類ユウロチウム目のTrichocomaceae，Pseudeurotiaceae，核菌類ソルダリア

目Ceratostomataceae(Melanosporaceae)， Sordariaceae，盤菌類チャワンタケ自の

Ascodesm i daceae，小房子のう菌類クロイボタケ目のSporormiaceae，不完全菌類の叢生不

完全菌目Hyphomycetalesに所属するものであった.

5. 主要水圏底質糸状菌類の生理学的性質

5 - 1 .低酸素条件下における生育

主要分離菌 26菌種を用い，二酸化炭素置換培養法による低酸素条件下での生育試験を

行った.その結果，供試菌の生育は菌種によって異なり， 4つのタイプに類別された.低

酸素条件下で生育しうる菌群 1'aJ arOll!vces 1] a Jω，βijJelliciJ J illJJJ brefe JdiallllJJJ， 

A'eosartol:va gJabl習はフィールド調査においても水平方向，垂直方向ともに広範囲に分

布していた.他方，低酸素条件下で生育が抑制される菌類は水平方向，垂直方向ともに出

現頻度が低かった.このように生理学的性質と水圏底質における分布との問には明確な関

連が認められた.

5 -2. 塩濃度と胞子の発芽および菌糸の生育との関係

ASjJergiJJlIs li!JJJigatll.5， A. Iligel; FelJiciJJillJJJ oXaJicII/Jl Fa♂ciJoll!vces variot 1工

Stac!J..vbotl:VS Cβarta刀iJJJの 5菌種を用いて海水濃度および温度と胞子の発芽との関係に

ついて調べた.前 4菌種の胞子の発芽は塩分濃度および温度の影響を著しく受け，極分の

増加とともに発芽率は低下しかっ低温のとき影響の程度は大きくなり，その程度は菌種

によって異なっていた.しかし， S: cnartarllJJJは塩分濃度および温度の影響を受けにく

く，事実，その分布も汽水域，海水械に多く，淡水域にみられないことから，海の環境に

適応した菌と考えられる.

さらに，主要分離菌 26菌種の海水濃度を変えた培地における菌糸の生育試験では，菌

糸の生育は胞子の発芽ほどは塩分濃度の影響を受けないことが認められた. (1)担分存在

下で生育が良い， (2) 塩分が存在しでも生育するが，ない方が生育が良い， (3) 生育が極

分の有無に無関係であるものの 3つのグループが認められた.海水域から分離した糸状菌

類は (3)グループに属することが多く，このような耐塩性が海水域における生息を保証し

ているものと考えられる.

5 -3.環境汚染有機物質(とくにセルロース)の分解

内湾には，河川を通して内陸部由来のセルロース，リグニン，腐植などの有機物が流入

している.これらのうちセルロース分解については淡水域での水生菌類に関しての研究が
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あるが，海水域におけるものはみあたらない.そこで内湾底質より分離した主要糸状菌類

を用いてセルロース分解能について検討した.その結果，内湾底質に生息している糸状菌

類の中にはセルラーゼを生産する菌と生産しない菌が存在することがわかった.高いセル

ロース分解活性を有する菌はそれらの負荷の多い河川，汽水域，海水域に分布する傾向が

あった.セルラーゼ生産菌はすべて蒸留水を用いた培地でろ紙を分解したが，海水培地で

は海水域一汽水域に広く分布している Asper;ri//lIs telγ~ell~ Pellici//illJs ωョ/iclIlJJ，

IricnoderJsd sp.， (/i/Js/1//ie///1 nllJsico//1のみが分解能を示しその他の菌はろ紙を分

解しなかった.これらのセルラーゼ生産糸状菌類は環境汚染物質としてのセルロースを分

解し，水圏の環境浄化に寄与しているものと考えられる.

以上のように，淡水一汽水ー海水にわたる水圏底質には，主に陸域土壌に由来する多く

の糸状菌類が環境条件に巧みに適応しながら生息しており，環境浄化に重要な役割を果た

していることが推測された.これらの糸状菌類の中のあるものは，有機物負荷のとりわけ

多いところに特徴的にみられ，汚染の著しいところに特徴的な糸状菌類を用いれば，汚染

を高感度でモニターできることも明らかになった.

140 



引用文献

Ahmed S. 1. and Cain， R. F. 1972. Revision of the genera必'Ororlllia and 

Sporlフ'17Jll，θ11a. Can. j. Bot. 50:419-477. 

Ames， L. M. 1963. A monograph of the Chaetomiaceae. U. S. Army Res. Dev. Ser. 2， 

125pp. 

Apinis， A. E. and Chesters， C. G. C. 1964. Ascomycetes of some salt marshes and 

sand dunes. Trans. Br. mycol. Soc.47:419-435. 

Apinis， A. E. 1968. Relationships of certain Kerationophilic Plectascales. 

Mycopath. Mycol. app1. 35:97-104. 

Arx， j. A. von. 1971. On Arac!JllIotlls and related genera of the Gymnoascaceae. 
Persoonia 6:371-380. 

Arx， j. A. von. 1973. The genera Petrie11idillsl and万tooasclIs(Microascaceae). 

Persoonia 7:367-375. 

Arx， L A. von. 197~ The genera of fungi sporulating in pure cultur~ Cramer， 

Vaduz， 315pp. 

Arx， j. A. von. 1975a. 刀'Jl~♂lavia and some similar genera of Ascomycetes. Stud. 

Mycol. 8: 1-31. 

Arx， j. A. von. 1975b. On 刀クielat'iaall/{l/1ata and some recently described 
i!Ji;θla~~3 species. Kavaka 3:33-36. 

Arx， j. A. von. 1986. On必'UJi;rera，its l?aper13 anamorph and its classification 

in the Onygenaceae. Mycotaxon 26:119-123. 

Arx， j. A. and Samson， R. A. 1973. Two new genera of the Eurotiales. Persoonia 

7: 377-380. 

Awao， T. and Otsuka， S. 1974. Notes on thermophi 1 ic fungi in japan (3). Trans. 

mycol. Soc. japan 15:7-22. 

Barron， G. L.， Cain， R. F. and Gilman， j. C. 1961a. A revision of the genus 
Petrie11a. Can. j. Bot. 39: 837-845. 

8arron， G. し， Cain， R. F. and Gilman， j. C. 1961b. The genus JficroasclIs. Can. 

]. Bot. 39: 1609-1632. 

Barron， G. L. 1964. A new genus of the Hyphomycetes from soil. Mycologia 56:514-

518. 

8arron， G. L. 1968. The genera of Hyphomycetes from soi 1. Wi 11 iams and Wi lkins， 

8altimore， 364pp. 

8enjamin， C. R. 1955. Ascocarp of Aspergilllls and Pellici11illsJ. Mycologia 
47: 669-687. 

800th， C. 1961. Studies of Pyrenomycetes V1. ióie1a~~a with notes on some 
allied genera. Mycol. Pap. 83: 15pp. 

Booth， C. 1971. The genus Fusarillm. Commonw. Mycol. 1nst.， Kew. 237pp. 

Borut， S. Y. and Johnson， T. W. jr. 1962. Some biological observations on fungi 

in estuarine sediments. Mycologia 54:181-193. 

Brown， A. H. S. and Smith， G. 1957. The genus PaecilomJ~es and its perfect 
stage IlFss・oc!JlaIlIVs. Trans. Br. mycoI. Soc. 40: 17-89. 

Byrne， P. and Jones， E. 8. G. 1975a. Effect of salinity on spore germination of 

terrestrial and marine fungi. Trans. Br. mycol. Soc. 64(3) :497-503. 

141 



Byrne， P. and jones， E. B. G. 1975b. Effect of sa1inity on the reproduction 
of terrestria1 and marine fungi. Trans. Br. myc01. Soc. 65(2) :185-200. 

Cai11eux， R. 1971. Recherches sur la mycof10re coprophi1e centrafricaine. Les 
genres SOfj必ria，(/elasinospora， Ilombardia. Bul1. trimest. Soc. myco1. 
Fr. 87: 461-626. 

Cain， R. F. 1957. Studies of coprophi10us Ascomycetes. VI. Can. ]. Bot. 35:255-
265. 

Cain， R. F. 1961. Studies of coprophi 10us Ascomycetes. VI I. Preussia. Can. j. 
Bot. 39:1633-1666. 

Cannon， P. F. and Hawksworth， D. し 1982.A re-evaluation of J作la/Jospora Corda 
and similar Pyrenomycetes， with a revision of the British species. Bot. J. 

Linnean Soc. 84:115-160. 
Carmichael， j. W. 1957. CeotricnlllD c3lldidllID. Mycologia 49: 820-830. 
Carmichael， j. W.， Kendrick， W. B.， Conners， 1. L. and Sig1er， L. 1980. Genera 

of Hyphomycetes. Univ. Alberta Press， Edmonton， 386pp. 
Cejp， K. and Mi1ko， A. A. 1964. Genera of the Eurotiaceae with 32 ascospores. I. 、I ，. 

必'sterdijkella. Ceska Mykol. 18: 82-84. 
Cooke， W. B. 1957. Check 1ist of fungi is01ated from seawage and p011uted water. 

Sydowia， Ann. Myco1.， Beiheft L 146-175. 
Cooke， W. B. 1968. Some fungi of the Cache La Poudre River， Colorado. Mycopath. 

Mycol. app1.， 35:361-372. 
Cooke， W. B. 1970. Our Mou1dy Earth. Res. Contract Ser. Pub1. No. OWR 0， U.S. 

Department of the Interior， Cincinnati， 533pp. 
Cooke， W. B. 1976. Fungi in sewage. In: "Recent Advance in Aquatic Myc010gy， 

(ed. by ]ones， E. B. G.) pp. 389-434. E1ek Science， London. 
Cooke， ]. C. and LaCourse， j. R. 1975. A preliminary study of microfungi from 

the Connecticut River estuary. Bul1. of the Torrey Bot. C1ub. 102(1): 1-6. 
Cooney， D. G. and Emerson， R. 1964. Thermophilic Fungi. W. H. Freeman， San 

Francisco and London， 188pp. 
Currah， R. S. 1985. Taxonomy of the Onygena1es: Arthrodermataceae， Gymnoascaceae， 

Myxotrichaceae and Onygenaceae. Mycotaxon 24: 1-216. 
Das， A. C. 1962. New species of J'.lJielavia and SOfj必ria.Trans. 8r. Myc010. 

Soc. 45: 545-548. 
Domsch， K. H.， Gams， W. and Anderson， T. H. 1980. Compendium of soi1 fungi. 

Academic Press. London， New York， 405pp. 
Durrell， L. W. 1959. Some studies of E.'Dlericellopsis. Myco10gia 51 :31-43. 
E11is， M. B. 1971. Dematiaceous Hyphomycetes. Commonw. Mycol. 1nst.， Kew. 608pp. 
Ellis， M. B. 1976. More Dematiaceous Hyphomycetes. Commonw. Mycol. Inst.， Kew， 

507pp. 

Fisher， P. ].， Sharma， P. D. and Webster j. 1977. Cel1ulo1ytic ab 

142 



Furuya， K. and Naito， A. 1979b. An effective method for iso1ation of Boothiella 

tetldJjJOJd from soi 1. Trans. myco1. soc. japan 20: 309-311. 

Furuya， K. and Udagawa， S. 1972. Coprophi lous Pyrenomycetes from japan. 1. j. 

gen. appl. Micorbiol. Tokyo. 18:433-454. 

Furuya， K. and Udagawa， S. 1973. Coprophilous Pyrenomycetes from japan 111. 

Trans. myco1. Soc. japan 14:7-30. 

Furuya， K. and Udagawa， S. 1975. Two new species of cleistothecia1 Ascomycetes. 

jour. jap. Bot. 50:249-254. 

Gams， W. 1971.ぬμaJospori/1JD-artige Schimme1pi 1ze (Hyphomycetes). Fischer， 

Stuttgart， 262pp. 

Guba， E. F. 1961. Monograph of A'onocl勿etiaand PestaJotia. Harvard Uni v. Press， 

Cambridge， 342pp. 

畑 幸彦. 1973.海洋微生物の生態底土中の分布とその役割海洋科学 9: 82-88. 
Hirayama， S. and Udagawa， S. 1958. Taxonomic studies of fungi on stored rice 

grains. 2. Asperg}ソJus group. Bu11. Fac. Agr. Mie Univ. 16:7-28. 

Horie， Y. 1972. Materia1s for the fungus f 10ra of ]apan (11). Trans. myco1. Soc. 

]apan 13:118-124. 

Horie， Y. 1976. Materia1s for the fungus f10ra of japan (23). Trans. mycol. 
Soc. japan 17:306-312. 

石田祐三郎. 1982.富栄養化と細菌の指標性沿岸海域の富栄養化と生物指標" (水産学

シリーズ，日本水産学会編)，恒星社厚生閣，東京， 11-26. 

1to， 1.， Ueda， M. and Yokoyama， T. 1981. Thermophi1ic and Thermoto1erant fungi 

in paddy field soi1s. IFO Res. Comm. 10: 20-32. 

]ohnson， T. W. jr. and Sparrow， F. K. ]r. 1961. Fungi in oceans and estuaries. 

Cramer， Weinheim， 668pp. 

]ong， S. C. and Davis， E. E. 1974. A new Ecわ~opodospora wi th a伐r.ysosporilUs 

conidia1 state. Myco10gia 66:463-467. 

]ong， S. C. and Davis， E. E. 1976. Contribution to the knowledge of StachJ0ot~ý~ 

and ル~noniella in culture. Mycotaxon 3:409-485. 

鎌田泰彦，西岡光一，木寺久美子. 1980.長崎県諌早湾の干潟堆積物の強熱減量西日

本周辺大陸棚の堆積物とベントスの定量的研究 H 文部省科学研究費研究成果報告書.
28pp. 

Kohlmeyer， j. and Kohlmeyer， E. 1979. Marine Mycology: The Higher Fungi. 

Academic Press， New York， 690pp. 

Kolkwitz， R. and Marsson， M. 1902. Grundsatze fur die bio1ogische Beurteilung 

des Wassers nach seiner F10ra und Fauna. Mitt. Prufungsanst. Wasserversorge 
Abwasserbeseit. 1: 33-72. 

Lundqvist， N. 1969. IriJクterospora(Sordariaceae s. 1at.， PyrenoJ町cetes). Bot. 
Notis. 122: 589-603. 

Lundqvist， N. 1972. Nordic Sordariaceae s. 1at. "Symb. Bot. Upsal. 11 20:1-374. 

Malloch， D. and Cain， R. F. 1970a. The genus Arac泊'11olllvces. Can. j. Bot. 48: 839-
845. 

Ma11och， ~ and Cain， R. F. 1970b. Five new genera in the new family 

Pseudeurotiaceae. Can. j. Bot. 48:1815-1825. 
Ma110 

143 



846. 
Malloch， D. and Cain， R. F. 1971~ New cleistothecial Sordariaceae and a new 

family， Coniochaetaceae. Can. j. Bot. 49:869-880. 
Malloch， D. and Cain， R. F. 1972. The Trichocomataceae: Ascomycetes with 

〆fspergi//Lls，Paeci/oJJlj'ces， and PelJicil/iLlsl imperfect states. Can. j. Bot. 
50: 2613-2628. 

Malloch， D. and Cain， R. F. 1973. The genus 刀打~elavia. Mycologia 65: 1055-1077. 
松尾卓見，荒井和人，斎藤英毅. 1982.河川におけるFLlSarillsl菌の生態(第l報). 

日本水処理生物会誌 18: 1-7. 
Matsushima， T. 1971. Microfungi of the Solomon Islands and Papua-New Guinea， 

Kobe， 78pp.， 169 fig.， 48plates. 
Minoura， K. 1969. Notes on some Ascomycetes of East Africa. Trans. mycol. Soc. 

japan 10:41-46. 
Minoura， K.， Morinaga， T. and Muroi， T. 1975. Some Ascomycetes isolated from 

soil of Nepal (11). Trans. mycol. Soc. japan 16:366-377. 
長崎県環境部公害規制課，長崎県衛生公害研究所. 1973.底質・土壌及び魚介類等の重金

属調査結果(第一集)• 
長崎県環境部，長崎県衛生公害研究所. 1983.大村湾栄養塩類等収支挙動調査. 162pp. 
Nag Raj， T. R. 1985. Redisposals and redescriptions in the必'/locnaetia-

Seiridilllll Pestalotia -Pestalotiopsis Complexes. 1. The correct name for 
the type species of Pestalotiopsis. Mycotaxon 22: 43-51. 

Nelson， A. C. and Backus， M. P. 1968. Ascocarp development in two homothallic 
A台Llrospora. Mycologia 60: 16-28. 

Obrist， W. 1961. The genus Ascodesais. Can. ]. Bot. 39: 943-953. 
Otani， Y. 1973. Notes on Coprophilous Discomycetes in ]apan. Trans. mycol. Soc. 

]apan 14:31-40. 
Parkes， R. ]. and Taylor]. 1985. Characterization of microbial populations in 

pol1uted marine sediments. ]ournal of Applied Bacteriology Symposium 
Supp 1 emen t， 155S-173S. 

Pitt， ]. I. 1979. The genus Pellici11illlJl and its teleomorphic states 
E.'upeρ'Ici/liLUD and IalarolllVlプ'eS. Academic Press， Londom， 634pp. 

Pi t t， ]. I. and Hocki ng， A. D. 1979. 必'f.liめ1agen. nov. for the anamorphic state 
of Ialarolsj切 'Savel1alleLlS.Can. j. Bot. 57:2394-2398. 

Rai， ]. N. and Chowdhery， H. j. 1976. Cellulo1ytic activity and salinity 
relationship of some mangrove swamp fungi. Nova Hedwigia 27:609-617. 

Raper， K. B. and FennelL D. 1. 1965. The genus Aspergi11lls. Wil1iams and 
Wilkins， Baltimore， 686pp. 

Raper， K. B. and Thom， C. 1949. A manual of the Penicil1ia. Wil1iams and 
Wilkins， Baltimore， 875pp. 

Samson， R. A. 1974. PaeciloJ!lf'CeS and some allied Hyphomycetes. Stud. Mycol. 
6: 119pp. 

Samson， R. A.， Stolk， A. C. and Hadlok， R. 1976. Revision of the subsection 
Fasiculata of Penicil/iLI/JJ and some allied species. Stud 

144 



Systematics. "(ed. by Samson. R. A. and Pit. j. 1.) pp. 31-54. P1enum Press， 

New York. 

Samson， R. A. and Pi t t， ]. I. 1985. Advances in Pellicillillm and Asp，θ'rgilllls 
Systematics. P1enum， New York， 483pp. 

Scott. De B. 1968. The genusβijJellicilli"m Ludwig. CS1R Res. Rept. No. 272， S. 

Afr. Pretonia， 150pp. 

Seth， H. K. 1970. A monograph of the genus (oaetomlum Beih. Nova Hedwigia 

37: 1-133. 

Siepmann， R. 1959a. Ein Beitrag zur saprophytischen Pilzflora des Wattes der 

Wesermundung. 1. Systematischer Tei1. Veroffent1. Inst. Meeresforsch.， 

Bremerhaven 6:213-281. 

Siepmann， R. 1959b. Ein Beitrag zur saprophytischernn Pilzf10ra des Wasttes der 

Wesermundung (Zweiter Tei1). Bremerhaven 6:283-301. 

Sl五decek，V. 1968. The eco1ogica1 and physio1ogica trends in the saprobity. 

Hydrobio1ogia. 30: 513-526. 

Sparro~ F. L ]r. 1937. The occurrence of saprophytic fungi in marine muds. 

Bio1. Bu11. 73:242-248. 

St01k， A. C. 1955a. The genera AJliJ.'iopsis Hansen and Pselldellroti，UD van 
Beyma. Antonie van Leewenhock 21:65-79. 

Sto1k， A. C. 1955b. E./lJericellopsis 1D1illIlla and lfesterdj〆:-ella 0刀 '1ata. Trans. 

Br. myco1. Soc. 38:419-424. 

Stolk， A. C. 1965. Thermophi1ic species of jalaro~ýTces Benjamin and joermoascl/s 
Miehe. Antonie van Leeuwennhoek 31:262-276. 

Stolk， A. C. and Samson， R. A. 1971. Studies in jalal~~ýTCes and re1ated genera 

I. /lamjgera and f!yssocolaI1!.Vs. Persoonia 6: 341-357. 

Sto1k， A. C. and Samson， R. A. 1972. The genus jalaro~vces. Studies on 

ialaromJTces and related genera 11. Stud. Myco1. 2:10. 65pp. 

Stotzky， G. and Goos， R. D. 1965. Effect of high C02 and 10w 02 tensions on the 

soi 1 microbiota. Can. j. Microbiol. 11: 853-868. 

Stotzky， G. and Goos， R. D. 1966. Adaptation of the soil microbiota to high C02 

and 10w 02 tensions. Can. j. Microbio1.12:849-861. 

鈴木静夫. 1960a.都市の下水による河川の汚濁と水生菌類.水道協会雑誌 312: 51-54. 

鈴木静夫. 1960b.有機質廃水の微生物学的研究-相生川の汚濁と微生物群水道協会

雑誌 314:74-76.

鈴木静夫. 1961.工場有機廃水による汚濁河川の菌類について.用水と廃水 3: 351-354. 

鈴木静夫. 1962a.隅田川の菌類と細菌類について.用水と廃水 4: 475-477. 

鈴木静夫. 1962b.有機廃水の微生物学的研究.水道協会雑誌 326: 40-42. 

鈴木静夫，二村担孝. 1960.澱粉工場の排水による汚濁河川の微生物について.水道協会

雑誌 313:85-88. 

鈴木静夫，鈴木重之. 1961.製紙工場廃水と微生物.用水と廃水 3: 495-498. 

鈴木静夫，辰野高司. 1966. 中Jr Iの水質汚染と微生物.用水と廃水 8:305-307. 

Takada， M. 1969. Materia1s for the fungus f10ra of ]apan (7). Trans. myco1. Soc. 
]apan 9: 126. 

Thompstone， A. and Dix， N. j. 1985. Cellulase activity in the Sapro1egniaceae. 
Trans. Br. myco1. Soc. 85: (2) 

145 



戸矢崎紀紘，松田良夫，小川淳，田中敏嗣. 1978. 上水道貯水池および河川底質の菌類相.

マイコトキシン No. 5/6: 22-27. 

Tubaki， K. and Asano， 1. 1963. JaJilrOlllVCes rOutulldilllS (Raper et Fennell) C.R. 

Benjamin， newly found in ]apan. Trans. myco1. Soc. ]apan 4: 59-60. 

Tubaki， K. 1969. Studies on the japanese marine fungi Lignicolus group (111)， 

A1gicolous group and a general consideration. Ann. Rep. 1nst. Ferment.， 

Osaka， No.4 12-41. 

TubakL K. 1973. Aquati sediment as a habitat of EmericeJlopsis， with a 

description of an undescribed species of ど切oalosporillsl. Mycologia 65: 938-

941. 

TubakL K.， 1 to， T. and Ma tusda， Y. 1974. Aqua t ic sediment as a habi ta t of 

thermophilic fungi. Ann. Micr. 24:199-207. 

Tubaki， K.， It~ L， Matusda， ~ and Yan~ H. 1975. Fungus flora of lake 

sediment. IFO Res. Comm. 7:37-52. 

Udagawa， S. 1959. Taxonomic studies of fungi on stored rice grains. 3. 
Penicijjium group (PenicijllIIsl and related genera).2. j Agric. Sci. Tokyo 

5-21. 

Udagawa， S. 1960. A taxonomic study of the japanese species of t，勿et O/Jl illsl j. 

gen. appl. Microbiol. 6:223-251. 

Udagawa， S. 1962. ゐrjJenteles brefeldiaolllD and政 ，rotric!J1I1D c!JartarIlsl， two 

japanese records. Trans. mycol. Soc. japan 4:11-13. 

Udagawa. S. 1963a. Note on some japanese Ascomycetes 1. Trans. mycol. Soc. japan 

4:94-102. 

Udagawa， S. 1963b. Microascaceae in japan. j. gen. app1. Microbio1. 9: 137-148. 

Udagawa， S. 1965. Notes on some japanese Ascomycetes 11. Trans. mycol. Soc. 

]apan 6: 78-90. 

Udagawa， S. 1966. Notes on some japanese Ascomycetes 111. Trans. mycol. Soc. 
japan 7: 91-97. 

Udagawa， S. 1968. Three new species ofβψ'ellicillilllD. Trans. mycol. Soc. ]apan 

9: 49-56. 

Udagawa， S. 1970. Notes on some japanese Ascomycetes IX. Trans. myco1. Soc. 

]apan 10:103-109. 

Udagawa， S. and Awao， T. 1969. Notes on some japanese Ascomycetes VIII. Trans. 
mycol. Soc. japan 10:1-8. 

Udagawa， S. and Cain， R. F. 1969. Notes on the genus 必~crot!JecillJD. Can. ]. Bot. 
47: 1915-1933. 

Udagawa， S. and Kawasaki， Y. 1968. Notes on some japanese Ascomycetes YI. 

Trans. mycol. Soc. ]apan 8:115-121. 

Udagawa， S.， Furuya， K. and Horie， Y. 1973. Notes on some ascomyceteous 

microfungi from soil. Bul1. Natn. Sci. Mus. Tokyo 16:503-519. 

Udagawa， S. and Furuya， K. 1977. Notes on some japanese Ascomycetes XY. Trans. 

mycol. Soc. ]apan 18:302-311. 

Udagawa， S. and Takada， M. 1967. Notes on some japanese Ascomycetes IY and 

V. Trans. mycol. Soc. ]apan 8:43-53. 

Udagawa， S. and Takada， M. 1968. Notes on some ]apanese Asco 

146 



Trans. myco1. Soc. ]apan 9:12-17. 
Udagawa， S. and Takada， S. 1973a. The rediscovery of Apnanoas・'CIIS CiOllai.う'3rlIJlls.

]. ]ap. Bot. 48:21-26. 
Udagawa， S. and Takada，日. 1973b. Misce11aneous notes on Microfungi. 

Mycological Reports from New Guinea and the Solomon Is1ands 13. Bu11. Natn. 
Sci. Mus.， Tokyo 16:317-330. 

Udagawa， S. and Ueda， S. 1979. COlヲ'llasceJJa 11](1l/IlJata， a new c1eistothecia1 
ascomycete from sewage sludge. Mycotaxon 8:292-296. 

Udagawa， S. and Ueda， S. 1981.βe!modotβis allgl/ J a ta and Apodl/s or..vzae， rare 
Plectomycete from marine sludges. ]ourn. ]ap. Bot. 56:289-294. 

Udagawa， S. and Ueda， S. 1985. A new species of Podospora from marine 
sediments. Mycotaxon 16:387-395. 

Udagawa， S. and Ueda， S. 1988. どaJceo/lfvces，a new genus of the Xy1ariaceae wi th 
shoe-shaped ascospores. Mycotaxon 32:447-455. 

上田成一. 1974.長崎県における海泥の菌類フロラ.長崎衛研報 13: 83-87. 
上田成 1976.長崎県下の海泥より分離されたソルダリア ヒューマナについて.

長崎衛公研報 16:188-190. 
上回成一. 1980a.長崎地方における河川底泥の菌類相に関する研究.日菌報 21:495-504. 
上回成 1980b.長崎地方における汽水泥の菌類相に関する研究.日菌報 21:103-112. 
上田成一，中村和人. 1977. 長崎港底泥より分離されたSOJjゐTia β'llmallaと

Ascodesslis sρI]aerosporaについて.長崎衛公研報 17:144-147. 
Ueda， S. and Udagawa， S. 1983. A new ]apanese species of A初 'Cosmospora from 

marine sludges. Mycotaxon 16:387-395. 
Wi11oughby， L. G. 1974. Decomposition of litter in fresh water. In: "Bio1ogy of 

P1ant Litter Decomposition. Vo1.2， 11 (ed. by Dickinson， G. H. and Pugh， F. ]. 
F.) pp.659-681. Academic Press， London. 

Yaguchi， 1.， Miyadoh， S. and Udagawa， S. 1993. Two new species of laJarolllvces 
from soil. Trans. Mycol. Soc. ]apan 34: 245-254. 

山l際敬，藤田藤樹夫. 1982.琵琶湖の水質環境と酵母相との関係.防菌防徴 10:369-376. 
山際敬，米虫節夫，藤田藤樹夫. 1984.淀川水域における酵母数，細菌数と水質との関係.

防菌防徽 12:537-544. 

吉田陽一. 1973.低次生産段階における生物生産の変化水圏の富栄養化と水産増養殖

(水産学シリーズ 1，水産学会編)恒星社厚生閣，東京， 92-103. 

147 



Sum mar y 

Studies on microfungi inhabiting aquatic environments, mostly 

freshwater and marine ones, have been performed. Little is known 

about those isolated from aquatic sediments, especially on marine 

sediments in estuarines. This study was carried out to elucidate a 

relationship between these mycoflora and environmental pollution in 

their habitants, and to estimate their contribution to the recovery 

of aquatic environments. 

Firstly, mycoflora of freshwater, brackish water and marine 

water sediments were taxonomically analyzed. The results revealed 

that some fungal species could be useful as a biological indicator 

for water pollution. Subsequently, using such indicator fungi, an 

environmental assessment was tried in the estuary where a number of 

sewage wastes were accumulated, and the usefulness of the indicators 

was confirmed. Finally, linear growth of the selected fungi was 

physiologically measured on laboratory media under anaerobic 
condition, as well as effects of salinity on the growth. Degradative 

activity of these fungi was also tested on cellulosic materials 

experimentally in order to estimate their role as a decomposer in 

aquatic environments. 

1. Ecological aspects of microfungi in aquatic sediments 

1-1. Mycoflora in freshwater sediments 

River sediments collected from Sakai and Honmyo rivers in 

Nagasaki Prefecture were examined. Distribution of fungal species 

was limited to the unpolluted upstream areas, but numbers of the 

detected species increased gradually in polluted downstream areas 

towards the entry points into the Ariake sea. There was a noticeable 

difference of the mycoflora between both areas. Aureobasidium, 

Arthrinium, Drechslera, Pestalotiopsis, Pitho~ces and Umbelopsis, 

commonly known as the phytoparasitic and plant-inhabiting fungi, 

were isolated from the upstream area, whereas Geotrichum candidum, 

Aspergillus niger, Penicillium oxalicum, Eupenicillium, Talaromyces, 

Eurotium, Neosartorya were frequently encountered in the downstream. 

Apparently the mycoflora in the upstream was more affected by plant 
and soil inhabitants than that of the downstream. 

1-2. Mycoflora in brackish water sediments 

Samples were collected from two different districs, viz. 
Nagasaki bay as a highly polluted area and Ariake as a low polluted 

one. Fungal flora of brackish water sediments in both districts were 

similar to that of freshwater sediments. Occurrence of Sordaria 

humana which appeared to be mostly confined to highly polluted 

areas, however, is characteristic in brackish environments. The 
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dominant species were Talaromyces flavus, T. trachyspermus , 

Neosar t orya glabra, Eupenicillim javanicum, Chaetomi um globosum, 

Aspergillus niger, Penicillium oxalicum, Gilmaniella humi cola, and 

Trichoderma. The frequency occurrence of the domi nant mi c r ofungi in 

Nagasaki district was higher than that of Ariake district . On the 

contrary, seasonal fluctuation in the numbers of mi c r o f u ng i i n 

Nagasaki was lower than in Ariake. 

1 - 3. Mycoflora in marine water sediments 

Horizontally, fungal flora of marine sediments were surveyed in 

Nagasaki bay. The bay is the most polluted in the prefecture, mainly 

by sewage and waste water, because there are numerous dwellings and 

port - related factories along its shores. Fungal populat i on and the 

number of detected species in the inner bay (highly pollut ed area) 

were higher than those in the outer bay (low polluted). The 

prevalent fungal genera were Neosartorya, Talaromyces, 

Eupenicillium, Dichotomomyces, Emericellopsis, Pseudeurotium, 

Chaetomium, Westerdykella, Ascodesmis, zopfiella, Aspergillus, 

Geotrichum, Penicillium, Gilmaniella, Stachybot~s, and Trichoderma. 

Ascodesmis species, Talaromyces helicus var. helicus, Zopfiella 

latipes, Gilmaniella humicola were found to be common in the inner 

bay. In particular, Ascodesmis sphaerospora and A. macrospora 

occurred frequently in polluted marine water areas, while none of 

these species were detected in unpolluted areas in the outer part of 

the bay. Moreover, Sordaria humana which occurred in polluted 

brackish water as shown above was not seen in the polluted marine 

area. 

Vertically, fungal flora of marine sediments were surveyed in 

Omura bay. Because full interchange of seawater in the bay between 

outer and inner areas is interrupted by two very narrow straits, 

water pollution in the inner area has promptly increased with recent 

progress in local projects of reclamation an indutrial development 

around the bay. In this survey, a corer was used for sampling of 

marine sediments, and the samples were collected from four layers; 

8:0-1, B1:1-6, B2:6 - 11, B3:11 - 16 cm in depth. The uppermost layer 

always yielded the greatest number of fungal propagules. The fungal 

numbers decreased rapidly towards the B3 layer in each core. The 

sediments taken from the inner area of the bay yielded higher levels 

of fungal propagules than those in other ones. Talaromyces, 

Neosartorya, Pseudeurotium, Eupenicillium, Dichotomomyces, 

Chaetomium, Aspergillus, Penicillium, and Trichoderma were most 

frequently encountered from 8 to B3 layers throughout. On the 

contrary, occurrence of Apiosordaria, Byssochlamys, Microascus, 

Monascus, Petriella, Sporormiella, Thielavia, Zopfiella, Mucor, 

Geo tri chum, Leptographium, and Phoma was only limited to the 8 
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layer. 

2. Fungi as a new biological indicator for water pollution 

No fungal biological indicator for water pollution in brackish 

and marine water sediments has been previously known. For this 

subject, it would be expected that Sordaria humana can be useful in 

brackish water area and Ascodesmis species in both brackish and 

marine water areas. A monitoring survey using these indicator 

species was tried in Higashi - okawa estuary. This location is 

typically polluted by sewage waste from coastal rivers. Four species 

of Ascodesmis, A. sphaerospora, A. nigricans, A. porcina and A. 

macrospora, were detected from the estuary: the former two species 

were predominant. The occurrence of A. sphaerospora was more 

distinctive, showing the point into where the sewage waste flowed 

vigorously. The usefulness of Sordaria humana as a biological 

indicator was also confirmed in brackish water areas in the estuary. 

3. Identification of microfungi from aquatic sediments 

Five Ascomycetes from aquatic sediments, i.e. Calceomyces 

lacunosus (new genus), Corynascella inqinata, Podospora inquinata, 

Neocosmospora tenuicristata and Eupenicillium limosum, were 
described as new taxa. Moreover, 53 species of Ascomyctes and 37 

species of Deuteromycetes were identified. 

4. Some physiological characteristics of microfungi from aquatic 

sediments 

4-1. Growth under anaerobic conditions 

Growth of 26 strains of microfungi was tested in atmosphere 

replaced with carbon dioxide. The results showed that the growth of 

these microfungi divided into four patterns. Talaromyces flavus, 

Eupenicillium brefeldianum and Neosartorya glabra could grow under 

anaerobic conditions in vitro. These microfungi were abundant not 

only in horizontal but also vertical distribution in aquatic 

environments, so that there is a significant relationship between 

their distribution in aquatic sediments and the growth at low oxygen 

tensions. 

4-2. Effects of salinity on spore germination and mycelial growth of 

microfungi 

Effect of salinity on spore germination of 5 species, 

Aspergillus fumigatus, A. nigr, Penicillium oxalicum, Paecilomyces 

variotii and Stachybot~s char tarum , was examined in vitro. The 

spore germination of the 4 species besides S. chartarum was strongly 

affected by the salinity of media. In these microfuni, the spore 
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germination decreased in proportion to salinity increases, and the 

decrease markedly progressed at low temperature incubation. However, 
Stachybotrys chartarum exhibited rather strong tolerance to the 

salinity in media, even under low temperature. This characteristic 

of S. chartarum may be considered to be its strict adaptation to the 

marine environment, because its frequency of occurrence in brackish 

water and marine water areas was more abundant than that in 

freshwater areas. 

Effect of salinity on mycelial growth of 26 species was examined 

in vitro. Although their growth response to the salinity in media 

varied from species to species, the result showed that the growth of 
tested microfungi divided into three patterns; group 1: better 

growth under saline condition; group 2: better growth under 

freshwater condition; and group 3: almost equivalent growth under 

both conditions. 

4-3. Cellulolytic activity of microfungi 
Cellulolytic activity of selected microfungi from the marine 

sediments was examined in vitro. Of 27 species tested, 17 species 

exhibited cellulolytic activity in both distilled water and seawater 

media, and 4 species had the activity only in distilled water 
medium. Of the above 16 species, 12 species were subsequently 

examined for decomposing filter paper under the same condition. All 

tested species decomposed the filter paper in distilled water 

medium. Aspergillus terreus, Penicillium oxalicum, Trichoderma sp., 

Gilmaniella humicola decomposed the paper in seawater medium, and 

all were widely distributed from brackish water to marine water 

areas. Hence, it is suggested that these cellulolytic fungi would 

play an important role in decomposing cellulosic pollutants in 

aquatic environments. 
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Explanation of Plates 1, 2, 3. 

Plate 1 
Fig. 1. Eupenicillium Iimosum, No. 1NR· 3-2. 

Fig. 2. Neocosmospora tenuicristata, No. lOS· 5-8. 
Fig. 3. Corynascella inquinata, No. IA-3. 

Fig. 4. Podospora inquinata, No. IN· 5-1 

Fig. 5. Ca/ceomyces Zacunosus, No. 87N· 1-14. 

Plate 2 
Fig. 1. Eupenicillium limosum No. 1NR· 3-2, SEM of ascospores (scale=5,u m). 

Fig. 2. Neocosmospora tenuicristata No. 10S-5-8, SEM of ascospores (scale=10,u m). 

Fig. 3. Corynascella inquinata No. IA-3, ascospores (scale=20,u m). 

Fig. 4. Podospora inquinata No. IN· 5-1, ascospores (scale=20,u m). 

Fig. 5. CaZceomyces lacunosus No. 87N· 1-14, SEM of ascospores (scale=10,u m). 

Fig. 6. Sordaria humana No. 2N14-1, ascospores (scale=30 J1 m). 

Plate 3 
Fig. 1. Ascodesmis macrospora No. 2TS • 7-1, apothecium and asci (scale=40,u m). 

Fig. 2. Ascodesmis macrospora No. 2TS • 7-1, ascospores (scale=20,u m). 

Fig. 3. Ascodesmis nigricans No. 2TS • 3-1, apothecium and asci (scale=40,u m). 

Fig. 4. Ascodesmis nigricans No. 2TS· 3-1, ascospores(scale=20,u m). 

Fig. 5. Ascodesmis sphaerospora No. 2T· 5-1, apothecium and asci (scale=40,u m). 

Fig. 6. Ascodesmis sphaerospora No. 2T· 5-1, ascospores (scale=20 J1 m). 

Fig. 7. Ascodesmis macrospora No. 2TS • 7-1, SEM of as cos pores (scale=10,u m). 

Fig. 8. Ascodesmis nigricans No. 2TS • 3-1, SEM of ascospores (scale=10,u m). 

Fig. 9 Ascodesmis sphaerospora No. 2T· 5-1, SEM of as cos pores (scale=10,u m). 

152 



Plate 1 

E 
:s... 

o 
C\I 

P" 19. 1 Eupe " "Z 

A

. . " mel lium limos 

. ASCI B' A um . . scospores C· P . " . . emCllli. D C : onidia. 

153 



Plate 1 
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Fig. 2. Neocosmospora tenuicristata 

E 

A. Perithecium. B. Perithecial initial. C. Ascus. D. 
Ascospores. E. Conidia-bearing structures and conidia. 
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Plate 1 

Fig. 3. Corynascel/a inquinala 

A. Ascocarp hairs. B. Asci. C. Ascospores. 
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Plate 1 
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Fig. 4. Podospora inquinata 
A. Perithecium. B. Ascus. C. Ascospores. 
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Fig. 5. Calceomyces lacunosus 

A. Perithecia. B. Hairs. C. Peridium. D. Ascus. 

E. Apical portion of the ascus. F. Ascospores. 
G. Conidiogenous cells and conidia. H. Conidia. 
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Plate 2 

158 



Plate 3 
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資料 1 環境基準

生活環境の保全に関す る環境基準 刊行60環庁告 29 ，一部改正)

)河川(湖沼を除 く)

基 準 イ直

類型 利用目的の適応性 水素 イオン
生物化学的

浮遊物質量 溶存酸素
大腸菌群数

濃度 (pH)
酸素要求量

(SS) 量(∞ )(BOD) 

水道 1級，自然環
7.5 mgll 

50 
6.5以上 1mダl 25mダl

MPNllOOml M 境保全及 びA以下
8.5以下 以下 以下 以下

以ードの欄 に掲げるもの

水道 2級，水産 1

7.5mダl
1000 

級，水浴及 びB以 6.5以上 2 mgIl 25mgl 
MPNJlOOml A 

下の欄に掲 げるも 8.5以下 以下 ltl下 以 下
以 ド

。コ
5000 水道 3級 ，水産 2

6.5以上 3mgl1 25 mgl1 5mgl1 
MPN/IOOml B 級及 びC以下の欄

8.5以下 以下 以下 以下
以下に掲げるもの

水産 3級 ，工業用
6.5以上 5 mgIl 50 mgll 5 mgIl 

ーC 水 1級及びD以下
8.5以下 以下 以下 以下

の欄 に掲 げるもの

工業用水 2級，農
6.0以上 8mgll 100 mW1 2mgll 

ーD 業用水及びEの欄
8.5以下 以下 以下 以下

に婦げるもの

10mgll 
ごみ等の浮

2mgll 工業用水 3級 6.0以上
遊が認めら ーE 

環境保全 8.5以下 以下
れないこ と

以下

( 2 )湖沼 (天然湖沼及び貯水量 1000万立法メ ー トル以上 の人工湖)

基 準 値

類型 利用目的の適応性
水素イオン

化学的酸素
浮遊物質量 溶存酸素

大腸菌群数
濃度 (pH)

要求量
(SS) 量(∞)

(COD) 

水道 1級，水産 1

7.5 mダl
50 

級，自然環境保全 6.5以上 lmgl1 1 mgIl 
MPNllOOml AA 

及びA以下 の欄に 8.5以下 以下 以下 以下
以下

掲げるもの

水道 2級 3級，

7.5 nlgll 
1000 

水産 2級，水浴及 6.5以上 3mダl 5m，W1 
民fPN/l(泊m1A 

び B以下の欄に掲 8.5以下 以下 以下 以下
以下

Lデるもの

水道 3級，工業用
6.0以上 5 mgIl 15mW1 5mダ1 . B 水 1級及び Cの欄
8.5以下 以下 以下 以下に掲げるもの

6.0以上 8mダl
ごみ等の浮

2mダl工業用水 2級
遊が認めら ーC 

環境保全 8.5以下 以下 以下
れないこと

160 



基 準 値

化学的酸素 n-ヘキサ ン類型 利用目的 の適応性 水素 イオ ン
要求量

j符存敵素量
大腸菌群数 抽出物質

濃度 (pH)
(COD) 

(DO) 
(油分等)

水産 1級，水浴，

7.5mダl
1000 

検出 されな自然環境保全及び 7.8以上 2mダ1
MPN/100ml A 

B以下の欄に掲げ 8.3以下 以下 以下
以下

し亙 こ と

るもの

水産 2級，工業用
7.8以上 3mダl 5mダl 検 出 されな

ーB 水及 びC以下 の欄
8.3以下 以下 以下 しユこと

に掲げるもの

7.0以上 8mダl 2mダ1
ー ーC 環 境 保 全

8.3以下 以 下 以 下
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